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自民党が追加公認を発表した
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想定される今後の政治日程
2
0
1
4
年

15
年

12月15日 自公党首会談

１月９日 補正予算案閣議決定
14日 15年度予算案閣議決定
17日 民主党大会
26日 通常国会召集

２月中旬 補正予算成立

8月15日 戦後70年の安倍首相談話
９月 自民党総裁選

下旬～　
５月 安全保障関連法案提出

4月　　
12、26日 統一地方選

下旬～　
４月上旬 15年度予算成立

24日 特別国会召集（～26日）、首相
指名、第３次安倍内閣発足

年末 政府が経済対策とりまとめ。
与党税制改正大綱決定

３月８日 自民党大会

想定される今後の政治日程
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12月15日 自公党首会談

１月９日 補正予算案閣議決定
14日 15年度予算案閣議決定
17日 民主党大会
26日 通常国会召集

２月中旬 補正予算成立

8月15日 戦後70年の安倍首相談話
９月 自民党総裁選

下旬～　
５月 安全保障関連法案提出

4月　　
12、26日 統一地方選

下旬～　
４月上旬 15年度予算成立

24日 特別国会召集（～26日）、首相
指名、第３次安倍内閣発足

年末 政府が経済対策とりまとめ。
与党税制改正大綱決定

３月８日 自民党大会

定数

民主党

1986年7月
第38回

中曽根
内閣

90年2月
第39回 海部内閣

93年7月
第40回 宮沢内閣

96年10月
第41回 橋本内閣

2000年6月
第42回 森内閣

03年11月
第43回 小泉内閣

05年9月
第44回 小泉内閣

09年8月
第45回

麻生
内閣

14年12月
第47回 安倍内閣

寝たふりの首相が、２度目の衆参同日選挙。自民圧勝

施政方針演説なしに解散。
自民が安定多数確保、社会躍進

自民は過半数ならずも自社さ政権を維持

小選挙区比例代表並立制を導入

与党３党で絶対安定多数を確保、自公保政権を維持

与党で絶対安定多数確保、民主議席大幅増で
二大政党化の流れ加速

郵政民営化法案の参院否決で解散。
与党で３分の２確保。民主惨敗

自民は300議席から119議席に落ち込む
歴史的惨敗で政権交代

1000 200
300
議席

分裂した自民は過半数割れ、非自民の細川政権誕生

12年12月
第46回 自民は安倍総裁

自民、公明両党が計325議席を獲得

民主、国民新連立の
野田内閣

※自民党が追加公認した福岡１区の当選者は含まない

自民は公示前より減らすも公明と合わせて
計325議席となり、安倍政権が継続
自民は公示前より減らすも公明と合わせて
計325議席となり、安倍政権が継続

人

第22回
（１９４6年）

女性当選者数の推移
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有権者全体に占める得票数の割合
（比例代表、無効や棄権も含む）
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※第41回以降は
　小選挙区分
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ࣙ
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ࡉ
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፻
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７
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ᶌ
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છ
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大
、
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者
ý
０
０
０
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ᶆ
ؖ
国
ཱྀ
٬
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事
ނ
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０
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ᶇ
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ー
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ᶈ
ถ
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和
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数
ୣ
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ί
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υ
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で
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立
൱
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ᶊ
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ー
ベ
ϧ
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Ϛ
ラ
ラ
さ
ん

ᶋ
ύ
Ω
ス
タ
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で
ֶ
ߍ
ऻ
ܸ
、
１
û
０
人

死
亡

ᶌ
ᴹ
ᾇ
香
港
民
主
派
デ
Ϟ
ୂ
、
װ
ઢ
道
࿏
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ᶌ
ᴹ
ᾈ
ന
人
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不
ى
ૌ
、
ถ
֤
地
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動

˕
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同
通
信
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ừ
ࠃ
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ᶃ
ू
ஂ
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Ӵ
権
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決
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ᶄ
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ÿ
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％
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̜
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Ԇ
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ᶅ
ޚ
ባ
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Ր
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で
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２
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足
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੨
৭
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ޫ
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イ
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ー
υ
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３
氏
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ベ
ϧ
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理
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̩
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ࡉ
๔
作
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発
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き
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ᶉ
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日
新
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Қ
安
්
、
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発
の
記
事
で
取
り
ফ
し
、
社

長
ࣙ
任

ᶊ
日
ۜ
が

Ճ
ۚ
༥
؇
和
、
ג
Ձ
上
ঢ
、
ԁ
安
が
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ᶋ
ς
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ス
ۋ
৫
が
࢛
大
大
会
全
ถ
で
४
優
উ
、
世
ք
ü
位

ᶌ
沖
縄
県
普
天
間
の
ล

ݹ
移
設
で
国
ௐ
ࠪ
、
反
対
の
知

事
が
当
選

ợ
࣍
点
Ụ
ι
ν
ޒ
ྠ
で
உ
子
ϑ
ィ
Ϊ
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ア
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μ
ϧ

ừ
ࠃ
ࡍ
Ử

ᶃ
イ
ス
ラ
ム
ա
ܹ
派
が
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
樹
立
、
ถ
国
が

ۭ
ര

ᶄ

ア
ϑ
リ
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、
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ϩ
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ど
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ᶆ
ؖ
国
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ཱྀ
٬
ધ
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Ỽ
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、
２
９
ü
人
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亡

９
人
不
明

ᶇ
ถ
中
間
選
挙
で
民
主
党
惨
ഊ
、
国

長

ࣙ
任

ᶈ
Ϛ
ラ
ラ
さ
ん
に
ノ
ー
ベ
ϧ
平
和

、
ύ
Ω
ス
タ
ン
で
軍

ֶ
ߍ
ऻ
ܸ

ᶉ
香
港
で
民
主
派
ֶ
生
ら
大
ن

デ
Ϟ
、
強
制
ഉ
আ
で
大

量
ୁ
ั
者

ᶊ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
Ϛ
Ϩ
ー
シ
ア
ߤ
ۭ
機
ܸ

、
２
９
ÿ
人

死
亡

ᶋ
ถ
̛
̧
̗
が
量
的
ۚ
༥
؇
和
を
終
ྃ
、
ג
Ձ
は
史
上
最

高

ߋ
新

ᶌ
英
国
北
部
ス
ί
ỽ
ト
ラ
ン
υ
で
ॅ
民
投
票
、
ಠ
立
は
൱

決
ợ
൪
֎
Ụ
ถ
国
と
Ω
ỿ
ー
ό
が
国
交
正
ৗ
Խ
交
ব
։
࢝


௨
৴
ࣾ
͕
બ
Μ
ͩ

平
成
ùý

（
２
０
１
û
年
）
ø÷
大
χ
ỿ
ồ
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ެ
ӹ
ࡒ
ஂ
法
人
新
聞
通
信
ௐ
ࠪ
会
（
長
୩

和
明
理
事

長
）
は
ࡢ
年
12
月
２
日
、
東
京
で
「
ア
ジ
ア
の
平
和
と
メ

デ
ィ
ア
の
役
割
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
։
࠵
し

た
。
日
中
、
日
ؖ
の
関
係
は
ྖ

問
題
や
歴
史
ೝ
ࣝ
で
と

り
わ
け
２
０
１
２
年
来
、
Ϊ
ク
シ
ャ
ク
し
、
先
の
読
み
に

く
い
ঢ়
ଶ
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ঢ়
ଶ
を
ଧ
ഁ

し
、
東
ア
ジ
ア
に
真
の
平
和
と
友
好
を
も
た
ら
す
道
を
探

る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
向
け
て
メ
デ
ィ
ア

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
る
目
的
で
։

か
れ
た
。

ί
ー
デ
ィ
ω
ー
タ
ー
は
春
名
װ
உ
・
早

Ҵ
田
大
ֶ
٬
員
教
授
が

め
、
約
１
ÿ
０

人
が
出
੮
し
た
。

ถ
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
日
政
策
ブ
Ϩ

ー
ン
の
一
人
だ
っ
た
ジ
ἀ
ー
ジ
・
ϫ
シ
ン

ト
ン
大
ֶ
の
Ϛ
イ
ク
・
Ϟ
ν
ρ
Ω
教
授
が

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歴
史
的
和
ղ
の
ଅ

ਐ
Ỗ
市
民
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
」
と

題
し
、
基
ௐ
講
演
し
た
。
同
教
授
は
中

国
、
ؖ
国
の
指
導
者
が
歴
史
問
題
を
֎
交

Χ
ー
υ
に

っ
て
き
た
ݱ
実
や
、
日
本
ଆ

に
中
ؖ
は
い
つ
ま
で
歴
史
問
題
に
߆
ట

し
、
ະ
来
志
向
に
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
い
ら
立
ち
が

あ
る
こ
と
に
৮
れ
た
上
で
、「
和
ղ
は
継
続
的
な
ϓ
ϩ
η

ス
で
、
１
回
の
ँ
罪
や
補
ঈ
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
指
摘
。
政

Ϩ
ベ
ϧ
の
「
ബ
く
、
ઙ
い
和
ղ
」
を

え

て
、
社
会
Ϩ
ベ
ϧ
の
「
ް
み
の
あ
る
ਂ
い
和
ղ
」
が
必
要

だ
と
強
ௐ
し
た
。

そ
し
て
東
ア
ジ
ア
の
和
ղ
達
成
に
は
政
治
的
な
リ
ー
μ

ー
シ
ỽ
ϓ
が
不
Մ
欠
と
し
、

そ
の
好
ྫ
と
し
て
ᶃ
ա
ڈ
の

「
৵
ུ
行
ҝ
や
২
民
地
支
配
」

に
「
ਂ
い
反
ল
」
を
表
明
し

た
ଜ
ࢁ

市
首
相
ஊ
話
（
１

９
９
ü
年
）
ᶄ
খ
ᔹ
ܙ
三
首

相
と
ۚ
大
中
大
統
ྖ
と
の
日

ؖ
共
同
એ
言
（
９8
年
）
ᶅ

「
東
シ
ナ
ւ
を
平
和
・
ڠ

力
・
友
好
の
ւ
」
と
す
る


力
を
う
た
っ
た

田
߁
夫
首

相
、
胡
ۋ
ᔶ
国
Ո
主
੮
に
よ

る
日
中
共
同
声
明
（
２
０
０

ÿ
年
）M
ᴹ
を
挙
げ
た
。
ま

た
ോ
ࢁ
༝
ل
夫
首
相
に
よ
る

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構

」
も
評
Ձ
。「
不

に
も
こ
の
構


は
日
本
と

ଆ
メ
デ
ィ
ア
で
Ώ
が
め
て

え
ら
れ
、
日

本
が
ถ
国

れ
し
対
中

近
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と

ถ
政

に
ޡ
ղ
さ
れ
た
」
と
੯
し
ん
だ
。
そ
し
て
ᶃ
֤
国

市
民
社
会
の
交
ྲྀ
ᶄ
共
通
の
歴
史
ೝ
ࣝ
の
構
ங
ᶅ
ա
ڈ
に

関
す
る
教
ҭ
と
記
Ա
を
風
Խ
さ
せ
な
い

力
ᴹ
ᴹ
の
大
切

さ
を
ૌ
え
た
。

続
い
て
基
ௐ
講
演
し
た
法
政
大
ֶ
総
長
の
田
中
優
子
氏

は
専
門
分

の
「
ߐ
ށ
時
代
か
ら
ݟ
た
日
本
の
Ձ

観
」

と
題
し
て
文
Խ
、
も
の
の
考
え
ํ
の
視
点
か
ら
話
し
、

「（
֤
国
が
）
歴
史
を
共
༗
し
、
そ
れ
を
教
ҭ
の
中
で
ਏ
๊

強
く
ޠ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
だ
」
と
強
ௐ
し
た
。

田
中
氏
は
ߐ
ށ
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
ア
ジ
ア
が
共
༗

す
る
Ձ

観
と
し
て
「
義
理
」「
経
世
ࡁ
民
（
経
ࡁ
）」

「
॥

」
と
い
う
֓
೦
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
υ
を
ଟ
༻
し

な
が
ら
ৄ
述
。
教
え
子
の
ؖ
国
人
ཹ
ֶ
生
が
「
義
理
」
に

つ
い
て
書
い
た
ത
࢜
論
文
の
中
で
「
義
理
と
は
、
自
分
だ

け
が

せ
に
な
る
た
め
ଞ
人
を
ݟ
ࣺ
て
た
り
し
な
い
こ

と
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
東
ア
ジ
ア
の
中
で
共
༗
で
き

る
」
と
ݺ
び
ֻ
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

さ
ら
に
田
中
氏
は
「
ߐ
ށ
時
代
は
な
ぜ
出
ݱ
し
た
の

か
」
と
問
い
ֻ
け
、
世
ք
的
な
ۜ
産
出
国
だ
っ
た
日
本
が

「
大
ߤ
ւ
時
代
」
の
ल
٢
の
時
代
に
ځ
地
に
ؕ
り
、
そ
れ

を
ே


の
৵
ུ
戦
争
で
乗
り
ӽ
え
よ
う
と
し
て
ࣦ
ഊ
。

ߐ
ށ
時
代
は
、
行
き
先
の
な
く
な
っ
た
֦
大
主
義
に
終
ࢭ

ූ
を
ଧ
つ
た
め
の
時
代
で
、
最
優
先
で
取
り

ん
だ
の
が

ே

Ԧ
国
と
の
国
交
回
復
だ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て

ݱ
代
を
「
ୈ
û
࣍
ά
ϩ
ー
ό
リ
θ
ー
シ
ἀ
ン
」
と
位
ஔ
付

け
、
ස
ൟ
な
ֶ
生
交
ྲྀ
や
ޓ
い
に
ೲ
ಘ
で
き
る
歴
史
を
共

ϚΠΫɾϞνρΩࢯ

厚
み
あ
る
和
解
を
社
会
レ
ベ
ル
で
│
│
Ｍ
・
モ
チ
ヅ
キ
氏

納
得
で
き
る
歴
史
を
共
有
し
教
育
を
│
│
田
中　
優
子
氏

�

ຊ
ࢽ
ฤ
ू
෦

ΞδΞのฏͱϝσΟΞ
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༗
す
る
こ
と
、
࣋
続
Մ

ੑ
を
共
通
の
目
ඪ
に
ਾ
え
る
こ

と
の
重
要
ੑ
を
ݺ
び
ֻ
け
た
。

続
い
て
ύ
ω
リ
ス
ト
と
し
て
文ム
ン

正ν
ỿ
ン

仁イ
ン

・
Ԇ
世
大
ֶ
政

治
֎
交
ֶ
Պ
教
授
（
ؖ
国
）、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
日
本

ا
業
（
中
国
）
研
究
Ӄ
ࣥ
行
Ӄ
長
の

言
氏
、
χ
ỿ
ー
Ϥ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ζ
東
京
支
局
ಛ
派
員
の
ジ
ἀ
ナ
サ
ン
・
ι

ー
ブ
ϧ
氏
、
時
事
通
信
社
ղ
説
委
員
で
専
門
誌
「
֎
交
」

の
ฤ
ू
長
の
ླ

ඒよ
し

উか
つ

氏
が
参
Ճ
し
、
౼
ٞ
し
た
。
参
Ճ

者
の
主
な
発
言
は
࣍
の
通
り
。

จ
ਖ਼
ਔ
ࢯ
＝
ݱ
在
は
ถ
国
と
中
国
の

権
争
い
の
時
代

に
な
っ
て
い
る
。
中
国
が

಄
し
、
ੵ
ۃ
的
な
ナ
シ
ἀ
ナ

リ
ζ
ム
が
ى
こ
っ
た
。
政
治
は
こ
の
よ
う
な
ナ
シ
ἀ
ナ
リ

ζ
ム
を
ࢭ
め
に
は
入
ら
な
け
れ

な
ら
な
い
の
に
、
ٯ
に

そ
れ
を
ར
༻
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
は
η
ン
η
ー
シ
ἀ
ナ

ϧ
に
走
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
争
い
を

ࢭ
め
に
入
ら
な
け
れ

い
け
な
い
。
ジ

ャ
ン
・
ジ
ャ
ỽ
ク
・
ϧ
ι
ー
は
か
つ
て

「
真
実
に
は
た
く
さ
ん
の
إ
が
あ
る
」

と
言
っ
た
。
Ϛ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
し
っ

か
り
し
た
報
道
を
し
て
ほ
し
い
。

（
ؖ
国
の
ݕ

当
局
が
産
経
新
聞
の

Ճ
藤
達

前
ι
ウ
ϧ
支
局
長
を
ύ
ク

ᒞク

ωܙ

大
統
ྖ
に
対
す
る
名
誉
ᆝき

ଛそ
ん

で
在

ى

ૌ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
）
ى
ૌ
は
ޡ
り

だ
っ
た
と
思
う
。
ؖ
国
は
民
主
主
義
の

発
達
し
た
国
だ
。
報
道
の
自
༝
と
い
う

基
本
は
क
ら
Ͷ

な
ら
な
い
。


言
ࢯ
＝
こ
こ
３0
年
、
中
国
の
経
ࡁ

成
長
を
一
൪
ॿ
け
て
く
れ
た
の
は
日
本

だ
が
、
そ
れ
が
ऩ
֭
の
段
階
に
な
っ
た
の
に
、
中
国
の
経

ࡁ
を
こ
ん
な
に
低
く
評
Ձ
す
る
日
本
は
ඇ
ৗ
に
理
ղ
し
に

く
い
。
基
ௐ
講
演
で
田
中
先
生
が
話
し
て
い
た
「
義
理
」

は
中
国
人
の
ࢲ
に
も
分
か
り
や
す
い
が
、
一
面
で
は
、
ू

ஂ
の
中
で
の
共
通
ೝ
ࣝ
と
ҧ
う
ଶ
度
で
֎
部
の
人
と

し

て
い
く
の
も
ۃ
め
て

し
い
。

श
近
平
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
中
国
の
周
ล
国
֎
交
に

大
き
な
変
Խ
が
出
て
き
た
。「
ւ
の
シ
ϧ
ク
ϩ
ー
υ
、


の
シ
ϧ
ク
ϩ
ー
υ
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
よ
く
出
る
。

今
ま
で
は
東

の
։
์
政
策
だ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
ݶ
ք
に
な

っ
て
き
た
。
東
よ
り
も

の
ํ
、
す
な
わ
ち
中
東
と
か
東

ೆ
ア
ジ
ア
と
か
、
そ
う
い
う


の
֎
交
シ
ϑ
ト
を
感
じ

る
。（খ

ּ
原
ॾ
ౡ
沖
で
の

サ
ン
ΰ
の
ີ
ړ
に
つ
い
て
）

ඇ
ৗ
に
変
な
事
件
だ
と
思
っ
て

い
る
。
１
９
７
ÿ
年
、
日
中
平

和
友
好

約
締
結
の
直
前
に
、

な
ぜ
か
ඦ
੭
以
上
の
ધ
が

ڕ

ౡ
（
ઑ
ֳ
ॾ
ౡ
）
に
ԡ
し
ֻ
け

た
。
何
の
た
め
に
、
あ
の
タ
イ

ミ
ン
ά
で
行
っ
た
の
か
、
今
で

も
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
中
国

の
֎
交
部
を
大
変
ࠔ
ら
せ
た
。

今
回
の
も
タ
イ
ミ
ン
ά
は
良
ա

͗
る
し
、
だ
れ
が
後
ろ
で
ଋ
Ͷ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

ジ
ἀ
φ
α
ン
ɾ
ι
ồ
ϒ
ϧ
ࢯ

＝（
日
中
ؖ
の
）
メ
デ
ィ
ア
は

感
情
的
に
な
ら
な
い
で
、
で
き

る
だ
け
冷
静
に
物
事
を
報
じ
る
べ
き
だ
。
こ
の
点
が
ඇ
ৗ

に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
ൠ
的
に
Ԥ
ถ
の
メ

デ
ィ
ア
は
ア
ジ
ア
で
は
ୈ
三
者
と
ݟ
ら
れ
て
い
る
し
、
中

立
的
に

え
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
ถ
国
は
日
中
よ
り
は

日
ؖ
、
ಛ
に
ト
ỽ
ϓ
Ϩ
ベ
ϧ
で
日
ؖ
関
係
を
ど
う
に
か
し

な
け
れ

な
ら
な
い
と
強
く
ر

し
て
い
る
。

ླ

ඒ
উ
ࢯ
＝
基
ௐ
講
演
で
田
中
先
生
が
今
は
「
ୈ
û

の
ά
ϩ
ー
ό
リ
θ
ー
シ
ἀ
ン
」
と
述
べ
て
い
た
。
情
報
革

命
が
ى
こ
り
、
イ
ン
タ
ー
ω
ỽ
ト
時
代
に
入
っ
た
こ
と

で
、
従
来
は
情
報
の
ૹ
り
手
が
専
門
的
な
メ
デ
ィ
ア
だ
け

だ
っ
た
が
、
今
は
一
人
一
人
が
発
信
す
る
π
ー
ϧ
を
࣋
つ

時
代
に
な
っ
た
。
情
報
が
ͻ
と
た
び
ω
ỽ
ト
に
乗
る
と
֦

ࢄ
し
、
֦
大
し
、
Ϊ
ャ
ỽ
ϓ
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い

く
。
こ
こ
に
ω
ỽ
ト
社
会
の

し
さ
が
あ
る
ɺύωϦετͷจࢯஉװΒίʔσΟωʔλʔͷय़໊͔ࠨ。

正ਔࢯɺࢯݴɺδϣφαϯɾιʔϒϧࢯɺླඒউࢯ

ాத༏ࢯࢠ
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情
報
を
素
早
く
ฤ
ू
し

達
す
る
Ϛ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

は
、
結
果
的
に
そ
の
報
道
が
間
ҧ
う
と
い
う
こ
と
は
付
き

物
で
あ
る
。
近
年
は
ω
ỽ
ト
を
介
し
、
取
材
対

者
の
声

な
ど
が
広
く
ྲྀ
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う

し
た
「
ޡ
報
」
の
ྨ
は
日
ৗ

൧
事
の
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
ҹ

も
あ
る
。

２
０
１
û
年
は
従
軍
Қ
安
්
に
関
す
る
証
言
と
、
ނ
٢

田
ণま
さ

お

東
京
ి
力

ౡ
ୈ
１
原
発
所
長
の
ௐ
書
、
そ
れ
ͧ

れ
に
関
す
る
記
事
を
取
り
ফ
し
、
ఫ
回
し
た
ே
日
新
聞
の

報
道
が

目
さ
れ
た
。
こ
こ
で
分
析
を
行
う
ୈ
７
回
の
ௐ

ࠪ
は
、
こ
の
う
ち
従
軍
Қ
安
්
報
道
に
関
す
る
ٞ
論
の
༨


が
続
い
て
い
た
こ
ろ
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
12
月

号
の
記
事
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
新
聞
に
関
す
る
信
頼
感

が
「
低
く
な
っ
た
」
と

え
た
割
合
が
ü
・
ý
％
か
ら

10
・
２
％

と
û
・
ý
⻲
૿
え
、
ま
た
そ
の
理
༝
と
し
て

「
ޡ
報
」
を
選

す
る
回

者
が
大
෯
に
૿
え
て
い
る
の

は
、
ڪ
ら
く
こ
の
Ө
ڹ
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
今
回
の
分
析
で
は
、
こ
の
新
聞
の
信
頼
感
の
低

Լ
を
ς
ー
Ϛ
と
し
て
、
そ
の
എ
景
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
。

શ
国
ࢴ
Ҏ
֎
に


͕
る
৽
ฉ
ͷ
৴
པ
ײ
ͷ

Լ

従
軍
Қ
安
්
に
関
す
る
ِ
証
言
の
報
道
は
֤
ࢴ
が
行
っ

て
い
た
も
の
だ
が
、
ࡢ
年
の
件
で
は
ݕ
証
記
事
を
掲
載
し

た
ே
日
新
聞
に
൷

が
ू
中
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
新

聞
に
対
す
る
信
頼
低
Լ
が
こ
の
ޡ
報
に
༝
来
す
る
の
で
あ

れ

、
ே
日
新
聞
ߪ
読
者
で
ಛ
に
信
頼
感
の
低
Լ
が
報
ࠂ

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
回

者
の
ߪ
読
ࢴ
名

の
デ
ー
タ
は

උ
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
は
こ
れ
を

֬
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
全
国
ࢴ
、
ブ

ϩ
ỽ
ク
ࢴ
な
ど
の
大
ま
か
な
タ
イ
ϓ
別
の
デ
ー
タ
を
༻
い

て

向
を
֬
ೝ
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ே
日
新
聞
ߪ
読
者

の
Ө
ڹ
が
強
い
な
ら
、
全
国
ࢴ
ߪ
読
者
で
信
頼
感
低
Լ
は

ಥ
出
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ਤ
表
１
で
は
、
ॎ
ํ
向
に
回

者
の
ߪ
読
ࢴ
の
タ
イ
ϓ

を
配
し
、
一
ࡢ
年
の
ୈ
ý
回
ௐ
ࠪ
と
ࡢ
年
の
ୈ
７
回
ௐ
ࠪ

の
新
聞
の
信
頼
感
に
関
す
る
回

分

を
ߪ
読
ࢴ
タ
イ
ϓ

内
で
上
Լ
に
ฒ
べ
、
そ
の
差
を
横
の
「
変
動
෯
」
に
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
先
月
号
で
指
摘
さ
れ
た
新
聞

の
信
頼

感
が
「
低
く
な
っ
た
」
割
合
の
変
動
෯
に
つ
い
て
は
、
എ

景
৭
を
水
৭
と
し
て
強
ௐ
し
て
い
る
。

ਤද øɹߪಡࢴछผ৽ฉ৴པײͷมԽͷͱͦͷมಈ

ネ
ッ
ト
が
呼
ん
だ
新
聞
信
頼
感
の
低
下

�

ୈ
þ
ճ
ủ
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ʹ
ؔ
͢
Δ
શ
ࠃ
ੈ

ௐ
ࠪ
Ứớ
Լ
Ờ

�

ੁ
　
ݪ
　
　
ୖ

 

（
東
京
大
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先

Պ
ֶ
ٕ
ज़
研
究
η
ン
タ
ー
٬
員
研
究
員
）
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こ
の
表
か
ら
は
、
全
国
ࢴ
に
お
け
る
信
頼
感
の
低
Լ

は
、
ଞ
の
タ
イ
ϓ
に
ൺ
ֱ
し
て
ಥ
出
し
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
信
頼
感
が
「
低
く
な
っ
た
」
と

え
た

割
合
は
、
全
国
ࢴ
で
ý
・
３
％
か
ら
11
・
９
％

と
ü
・

ý
⻲
૿
Ճ
し
て
い
る
一
ํ
で
、
ブ
ϩ
ỽ
ク
ࢴ
で
は
３
・
ÿ

⻲
、
県
ࢴ
・
地
ํ
ࢴ
で
は
û
・
ü
⻲
૿
Ճ
し
て
い
る
。
ڪ

ら
く
政
党
や
फ
教
ஂ
体
の
機
関
ࢴ
が
ଟ
い
と
思
わ
れ
る

「
そ
の
ଞ
の
新
聞
」
ߪ
読
者
で
は
、
֘
当
者
が
少
な
い
こ

と
に

意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ÿ
・
２
⻲
の
૿
Ճ
と
な

っ
て
い
る
。

全
国
ࢴ
の
変
動
෯
は
、
ブ
ϩ
ỽ
ク
ࢴ

に
ൺ
ֱ
し
て
大

き
い
と
言
え
る
が
、
今
回
の
ௐ
ࠪ
に
お
け
る
新
聞
信
頼
感

の
低
Լ
は
、
決
し
て
ே
日
新
聞
だ
け
、
全
国
ࢴ
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
今
回
の
件
で
も
、
従

軍
Қ
安
්
に
関
す
る
ِ
証
言
を
取
り
上
げ
た
の
は
ே
日
新

聞
に
ݶ
ら
ず
、
９4
年
ま
で
同
証
言
を
取
り
上
げ
て
い
た
産

経
新
聞
も
ؚ
め
、
ଟ
か
れ
少
な
か
れ
ଞ
ࢴ
も
ޡ
報
に
関
༩

し
て
い
た
こ
と
が
明
֬
と
な
っ
た
。
֤
ࢴ
の
ࢴ
面
で
は
ே

日
新
聞
を
ඇ

す
る
こ
と
に
終
࢝
し
、
自
ࢴ
の
ѻ
い
は
খ

さ
く
し
て
い
た
が
、
ω
ỽ
ト
上
で
は
当
વ
の
よ
う
に
֤
ࢴ

の
報
道
も
ௐ
べ
上
げ
ら
れ
、
こ
う
し
た
姿
勢
は
一
部
で
൷


の
対

と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
今
回
の
新
聞
信
頼
感
低
Լ
に
関
し
て
は
、
こ
の

ω
ỽ
ト
の
役
割
が
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
を
、
࣍
に
示
し
て
お
き
た
い
。

৽
ฉ
ͷ
ޡ
報
Λ
֦
ࢄ
͢
る
Π
ϯ
λ
ồ
ω
ỽ
τ

新
聞
信
頼
感
低
Լ
割
合
の
૿
Ճ
෯
は
、
３0
代
、
40
代
で

ಛ
に
大
き
い
。
ਤ
表
２
の
ừ
全
体
Ử
を
ݟ
る
と
、
３0
代
で

は
７
・
９
⻲
、
40
代
で
は
ý
・
７
⻲
上
ঢ
し
て
お
り
、
ଞ

の
年
代
よ
り
変
動
෯
が
若
ׯ
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
年
齢
が
Ө
ڹ
し
て
い
る
と
い
う
よ

り
、
ω
ỽ
ト
で
の
χ
ỿ
ー
ス
の
Ӿ
読
が
ਂ
く
関
係
し
て
い

る
。
先
月
号
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
ௐ
ࠪ
で
は
ω
ỽ
ト
χ

ỿ
ー
ス
Ӿ
読
ස
度
を
ý
段
階
で
聞
い
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
ि
１
回
以
上
ω
ỽ
ト
χ
ỿ
ー
ス
を
読
む
層
（
以
Լ
、

ω
ỽ
ト
ར
༻
ੵ
ۃ
層
）
と
そ
れ
以
Լ
、
あ
る
い
は
読
ま
な

い
層
（
ω
ỽ
ト
ར
༻
ফ
ۃ
層
）
で
は
、
新
聞
信
頼
感
の
回



向
が
大
き
く
ҟ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ਤ
表
２
の
ӈ
ଆ
の
上
Լ
の
表
は
、ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ੵ
ۃ

層
Ử
と
ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ফ
ۃ
層
Ử
に
分
け
、
信
頼
感
が

「
低
く
な
っ
た
」
割
合
と
変
Խ
෯
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、

上
と
Լ
の
合
ܭ
の
ཝ
を
ݟ
る
と
、ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ੵ
ۃ
層
Ử

で
は
「
低
く
な
っ
た
」
と
報
ࠂ
し
た
割
合
が
ý
・
９
⻲
上

ঢ
し
て
い
る
一
ํ
、
Լ
の
ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ফ
ۃ
層
Ử
で
は

０
・
９
⻲
の
上
ঢ
෯
で
あ
ま
り
૿
え
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
ୈ
ý
回
ௐ
ࠪ
の
数
ࣈ
で
も
、
ੵ
ۃ
層
は
７
・
ý
％
、

ফ
ۃ
層
は
３
・
３
％
と
։
き
が
あ
っ
た
が
、
ୈ
７
回
で
は

こ
れ
が
大
き
く
֦
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

࣍
に
ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ੵ
ۃ
層
Ử
を
年
代
別
に
ݟ
て
み
る

と
、
10
代
・
20
代
と
50
代
を
আ
き
、
変
動
෯
は
ÿ
⻲
を


え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ω
ỽ
ト
で
の
χ
ỿ
ー
ス
Ӿ
読

ස
度
が
ि
１
回
以
上
で
あ
れ

、
60
代
や
７0
代
以
上
と
い

っ
た
高
齢
者
で
も
、
新
聞
の
信
頼
感
が
「
低
く
な
っ
た
」

と
い
う
割
合
が
大
き
く
૿
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
ํ
、
同
༷
に
ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ফ
ۃ
層
Ử
を
ݟ
る
と
、

い
ず
れ
の
年
代
で
も
ʴ
２
⻲
以
Լ
の
変
動
෯
と
な
っ
て
い

る
。
デ
ー
タ
の
少
な
い
（
ୈ
７
回
で
は
３1
人
）
10
代
・
20

代
を
আ
け

、
年
代
間
の
差
ҟ
も
খ
さ
い
。

ω
ỽ
ト
χ
ỿ
ー
ス
Ӿ
読
ස
度
で
分
け
て
み
る
と
年
齢
に

よ
る
明
֬
な
差
が
な
く
な
る
の
は
、
新
聞
の
信
頼
感
が

「
低
く
な
っ
た
」
割
合
の
変
Խ
が
、
回

者
の
年
齢
で
は

な
く
、
ω
ỽ
ト
ར
༻
と
強
く
、
直

的
に
関
係
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
示
す
。
３0
代
、
40
代
で
変
動
෯
が
大
き
く

な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
世
代
で
は
ω
ỽ
ト
で
χ
ỿ
ー
ス

を
ස
ൟ
に
Ӿ
読
す
る
人
の
割
合
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
は
、
ᶃ
ω
ỽ
ト
で
は
ே
日
新
聞

の
ޡ
報

ਤද ùɹɾωοτར༻ͱ৽ฉ৴པײԼׂ߹ͷมಈ
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情
報
に
よ
く

す
る
の
で
、
ω
ỽ
ト
ར
༻
ੵ
ۃ
層
で
は
信

頼
感
が
低
Լ
し
て
い
る
ᶄ
新
聞
の
信
頼
感
が
低
Լ
し
た
の

で
、
ω
ỽ
ト
を
ੵ
ۃ
ར
༻
し
࢝
め
た
ᴹ
ᴹ
と
い
う
Ҽ
果
関

係
が
ٯ
ํ
向
の
二
つ
の
ղ
ऍ
が
ͻ
と
ま
ず
Մ

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
う
ち
、
ᶃ
の
ํ
が
ڪ
ら
く
正
し
い
の
で
は
と

考
え
ら
れ
る
。
ᶄ
の
よ
う
に
ޡ
報
情
報

৮
ˣ
ω
ỽ
ト
ར

༻
と
い
う
経
࿏
の

合
、
ਤ
表
２
の
ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ফ
ۃ

層
Ử
で
も
「
低
く
な
っ
た
」
割
合
が
上
ঢ
す
る
と
思
わ
れ

る
。ừ
ω
ỽ
ト
ར
༻
ੵ
ۃ
層
Ử
の
み
ݦ
著
に
上
ঢ
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
ω
ỽ
ト
経
༝
で
の
ޡ
報
情
報

の


৮
が
信
頼
感
低
Լ
の
要
Ҽ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が

自
વ
で
あ
る
。

先
月
号
の
分
析
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ω
ỽ

ト
で
χ
ỿ
ー
ス
を
読
む
人
は
૿
え
て
お
り
、
中
高
年
層
に

も
֦
大
し
続
け
て
い
る
。
ߪ
読
ࢴ
か
ら
主
に
情
報
を
ಘ
て

い
た
時
代
か
ら
、
ω
ỽ
ト
を
介
し
て
さ
ま
͟
ま
な
メ
デ
ィ

ア
か
ら
情
報
を
ಘ
る
時
代

と
変
Խ
し
て
き
て
い
る
と
言

え
る
。
ߪ
読
者
だ
け
に
情
報
を

え
て
い
る
と
い
う
感
֮

で
は
、も
は
や
ࢴ
面
は
作
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ϝ
σ
ỹ
Ξ
に

͠
Μ
Ͱ
͍
る
ਓ
΄
Ͳ
৽
ฉ
に
ݬ
໓

ω
ỽ
ト
ੵ
ۃ
ར
༻
層
が
よ
り
新
聞
信
頼
感
の
低
Լ
を
報

ࠂ
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
は
、
も
と
も
と
新
聞
に
׳
れ


し
ん
で
い
な
い
よ
う
な
人
ʑ
が
、
新
聞
に
対
し
て
ٙ
い

を
強
め
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
実

際
は
ٯ
で
あ
る
。
本
来
は
新
聞
と
相
ੑ
の
良
い
は
ず
の
、

情
報
欲
、
知
ࣝ
欲
に

ん
で
い
る
よ
う
な
人
ʑ
が
、
新
聞


の
不
信
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ਤ
表
３
は
、
新
聞
ߪ
読
者

に
つ
い
て
、
10
߲
目
の
記
事

の
Ӿ
読
ස
度
別
に
新
聞
信
頼

感
が
「
低
く
な
っ
た
」
割
合

と
そ
の
変
動
෯
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
ྫ
え

政
治
に

関
す
る
記
事
を
「
必
ず
読

む
」
人
は
、
ୈ
ý
回
で
も
新

聞
の
信
頼
感
が
「
低
く
な
っ

た
」
割
合
は
10
・
û
％
と
平

ۉ
よ
り
高
い
。
一
ํ
、「
読

ま
な
い
」
人
は
２
・
０
％

と
、
信
頼
感
が
「
低
く
な
っ

た
」
割
合
が
低
い
。
こ
の


向
は
ୈ
７
回
で
も
変
わ
ら
な

い
が
、
政
治
関
係
記
事
を
よ

く
読
む
層
ほ
ど
信
頼
感
低
Լ

割
合
が
૿
Ճ
し
て
い
る
。

「
必
ず
読
む
」
層
で
は
７
・

３
⻲
の
ϓ
ラ
ス
だ
が
、「
読

ま
な
い
」
層
は
２
・
ü
⻲
の

ϓ
ラ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
の

向
は
、
社
会
、

国
際
情
勢
で
も
ݟ
ら
れ
る
。

一
ํ
、
興
ຯ
ਂ
い
こ
と
に
、

地
元
関
係
記
事
や
ス
ポ
ー
π
・
ܳ

関
係
記
事
を
読
ま
な

い
人
は
、
新
聞
の
信
頼
感
が
「
低
く
な
っ
た
」
と
報
ࠂ
す

る
割
合
が
大
き
く
૿
え
て
い
る
。

こ
う
し
た

向
は
、
新
聞
で
政
治
や
社
会
に
関
す
る
報

道
を
中
心
に
、
ੵ
ۃ
的
に
読
ん
で
い
る
人
ʑ
ほ
ど
、
新
聞

の
信
頼
感
が
低
Լ
し
た
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示

ਤද ûɹΠϯλʔωοτχϡʔεӾಡࣄهͱ৽ฉ৴པײԼׂ߹
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す
。
同
じ
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ω
ỽ
ト
χ
ỿ
ー
ス
で
読
む

記
事
の

向
で
も
ݟ
ら
れ
る
。
ਤ
表
û
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
政
治
に
関
す
る
記
事
を
ω
ỽ
ト
で
読
む
よ
う
な
人
ʑ

は
新
聞
信
頼
感
の
低
Լ
を
報
ࠂ
す
る
割
合
が
大
き
く
、
ୈ

７
回
に
は
大
き
く
こ
れ
が
૿
え
て
い
る
。
政
治
に
関
す
る

記
事
に
ൺ
べ
る
と
弱
い
も
の
の
、
経
ࡁ
、
社
会
、
国
際
情

勢
、
文
Խ
、
χ
ỿ
ー
ス
ղ
説
な
ど
の
記
事
を
読
ん
で
い
る


合
も
、
読
ん
で
い
な
い

合
に
ൺ
べ
て
や
は
り
「
低
く

な
っ
た
」
と
い
う
割
合
が
૿
Ճ
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の

向
は
、
新
聞
の
政
治
面
、
ω
ỽ
ト
χ
ỿ
ー

ス
の
政
治
関
係
の
記
事
に
、
ޡ
報
に
関
す
る
報
道
が
よ
く

掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
直

的
な
原
Ҽ
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
同
時
に
、
χ
ỿ
ー
ス
報
道
を
よ
く
読
む
、
情
報
欲
、

知
ࣝ
欲
の
高
い
人
ʑ
ほ
ど
、
新
聞
の
ࣦ
ଶ
に

シ
ἀ
ỽ
ク
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。こ

れ
を
よ
り

的
に
示
す
の
が
ਤ
表
ü
で

あ
る
。
こ
の
ਤ
は
、
横
࣠
を
֤
回

者
が
知

っ
て
い
る
通
信
社
の
数
と
し
て
、
ॎ
࣠
に
新

聞
の
信
頼
感
が
「
低
く
な
っ
た
」
割
合
を
ࢄ


し
、
ં
れ
ઢ
で
つ
な
い
だ
も
の
で
あ
る
。

通
信
社
ೝ
知
数
は
、
回

者
の
情
報
欲
、
知

ࣝ
欲
、
あ
る
い
は
そ
の
人
の
中
で
の
メ
デ
ィ

ア
の
存
在
感
の
大
き
さ
に
相
関
す
る
数

と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ં
れ
ઢ
を
ݟ
る
と
、
ୈ
ý
回
、
ୈ
７
回
と

も
に
ӈ
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
ଟ
数
の
通

信
社
を
知
っ
て
い
る
人
ほ
ど
「
低
く
な
っ

た
」
と
回

す
る

向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ୈ
７

回
ௐ
ࠪ
で
は
ୈ
ý
回
に
ൺ
べ
て
ં
れ
ઢ
が
ٸ
に
な
っ
て
お

り
、
日
ৗ
的
に
ଟ
く
の
報
道
に

し
、
׳
れ

し
ん
で
い

る
よ
う
な
層
ほ
ど
、
ࡢ
年
度
の
時
点
で
新
聞
の
信
頼
感
が

低
Լ
し
た
と
感
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

同
༷
の
こ
と
は
、
ݸ
別
の
事
ฑ
、
問
題
に
関
す
る
関
心

で
も
表
れ
る
。
ྫ
え

憲
法
改
正
問
題
に
対
し
て
「
ඇ
ৗ

に
関
心
が
あ
る
」
層
で
は
1７
・
０
％
が
新
聞
信
頼
感
の
低

Լ
を
報
ࠂ
す
る
一
ํ
、「
ま
っ
た
く
関
心
が
な
い
」
層
は

ü
・
９
％
し
か
低
Լ
を
報
ࠂ
し
な
い
。
原
発
࠶
Ք
ಇ
問
題

に
関
し
て
は
、「
ඇ
ৗ
に
関
心
が
あ
る
」
層
で
は
14
・

０
％
、「
ま
っ
た
く
関
心
が
な
い
」
層
は
２
・
０
％
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
原
発
を
「
࠶
Ք
ಇ
さ
せ
る
べ
き

だ
」
と
い
う
人
ʑ
が
21
・
２
％
、「
࠶
Ք
ಇ
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
い
う
人
ʑ
が
12
・
７
％
、
そ
れ
ͧ
れ
「
低

く
な
っ
た
」
と
報
ࠂ
す
る
一
ํ
で
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」
と

え
た
人
ʑ
は
ý
・
０
％
で
あ
り
、
意
ݟ
が
明

֬
な
人
ʑ
ほ
ど
、
新
聞

の
不
信
を
表
明
す
る

向
も
֬

ೝ
さ
れ
る
（
以
上
の
数
ࣈ
は
い
ず
れ
も
ୈ
７
回
ௐ
ࠪ
に
よ

る
）。৴

པ
ײ
ủ

Լ
Ứ
ͷ
Ө
ڹ

ݶ
ఆ
త
ʁ

࣍
に
、
信
頼
感
低
Լ
割
合
の
૿
Ճ
が
ど
の
よ
う
な
Ө
ڹ

を
及
ぼ
す
の
か
を
考
え
て
お
き
た
い
。
先
月
号
の
記
事
の

タ
イ
ト
ϧ
は
、「『
ক
来
の
新
聞
の
役
割
』
ݮ
少
派
が
࣋
続

派
を
初
め
て
上
回
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
新
聞
の

ক
来
の
役
割
が
ݮ
少
す
る
と
回

し
た
人
ʑ
が
૿
Ճ
し
、

࣋
続
す
る
と

え
た
人
の
割
合
を
ٯ
స
し
た
こ
と
が
、
今

回
の
ௐ
ࠪ
の

目
点
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
事
実

は
当
વ
、
新
聞
信
頼
感
の
低
Լ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

ਤ
表
ý
は
、
新
聞
信
頼
低
Լ
者
の
中
で
、「
新
聞
の
ক

来
の
役
割
」
に
つ
い
て
の
回

分

を
示
し
て
い
る
。
ୈ

ý
回
、
ୈ
７
回
と
も
に
̖
の
ଆ
、
す
な
わ
ち
「
ݮ
少
派
」

の
割
合
が
ଟ
く
、
̗
の
ଆ
、「
࣋
続
派
」
の
割
合
は
少
な

い
。
新
聞
信
頼
感
の
低
Լ
を
感
じ
た
人
ʑ
は
、
当
વ
の
こ

と
な
が
ら
、
同
時
に
新
聞
の
役
割
の
低
Լ
も
感
じ
る

向

が
強
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
表
の
「
̖
に
近
い
」
の
割
合
を
ݟ
る

と
、
ୈ
ý
回
に
ൺ
ֱ
し
て
ୈ
７
回
で
は
ݮ
少
し
て
い
る
。

新
聞
信
頼
感
低
Լ
者
は
૿
え
た
ほ
ど
に
は
、
新
聞
の
役
割

ݮ
少
派
は
૿
え
て
い
な
い
と
言
え
る
。
同
༷
に
「
̗
に
近

ਤද üɹ௨৴ࣾೝͱ৽ฉ৴པײԼׂ߹
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い
」
も
ݮ
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
૿
え
た
「
低
く

な
っ
た
」
と

え
た
人
ʑ
は
、
新
聞
の
ক
来
に
関
し
て
は

中
間
的
な
ݟ
ํ
の
人
ʑ
が
ଟ
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

࣍
に
、
や
は
り
低
Լ
が

目
さ
れ
た
新
聞
の
信
頼
度
に

つ
い
て
֬
ೝ
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
1３
年
１
月
号
の


ߘ
と
同
༷
、
０
点
の
回

者
も
ؚ
め
た
平
ۉ

を
༻
い

る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
を
「
新
聞
信
頼
ಘ
点
」
と
表
ݱ
す

る
。
ਤ
表
７
で
は
、
新
聞
信
頼
感
の
変
Խ
の
ํ
向
ご
と
に

こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
当
વ
で
は
あ
る
が
、
新
聞

の
信
頼
感
が
「
低
く
な
っ
た
」
と
し
た
回

者
の
新
聞
信

頼
ಘ
点
は
、
ୈ
ý
回
、
ୈ
７
回
と
も
に
ଞ
の
選

ࢶ
よ
り

も
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
上
で
ୈ
ý
回
と
ୈ
７
回
の
新
聞
信
頼
感
低
Լ
層
の

ಘ
点
を
ൺ
ֱ
す
る
と
、
後
者
の
ํ
が
７
点
も
高
く
な
っ
て

お
り
、
平
ۉ
的
に
は
「
普
通
」
で
あ
る
50
点
を

え
て
い

る
。
ࡢ
年
、
新
聞

の
信
頼
感
が
低
く
な
っ
た
と
回

し

た
人
は
、
一
ࡢ
年
に
ൺ
ֱ
す
れ

ま
だ
新
聞

の
信
頼
を

残
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
、
信
頼
感
変
Խ
の
࣭
問
に
ؚ
ま
れ

る
「
こ
の
１
年
間
で
」
と
、
信
頼
ಘ
点
の
࣭
問
に
ؚ
ま
れ

る
「
日
ৗ
生
׆
に
お
い
て
」
と
い
う
༻
ޠ
が
示
す
、

ظ

的
な
信
頼
感
の
変
Խ
と
、
長
ظ
的
な
信
頼
感
の
ҧ
い
を
反

映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ظ
的
に
は
ҹ

が
ѱ
く

な
っ
て
も
、
基
本
的
な
信
頼
感
は
大
き
く
Լ
が
っ
て
は
い

な
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
ক
来
の
新
聞

の
信

頼
の
継
続
を
保
ো
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ଈ
࠲
に
信
頼
を

ࣦ
わ
な
い
人
が
一
ఆ
数
い
た
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
全
体

で
は
新
聞
の
役
割
「
ݮ
少
」
派
は
૿
え
、
信
頼
ಘ
点
も
低

Լ
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
連
続
す
れ

、
長
ظ

的
・
基
本
的
な
信
頼
感
も
ٸ

に
ࣦ
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
ω
ỽ
ト
の
存

在
で
あ
る
。
前
半
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
ޡ
報
の
よ
う
な

報
道
不

事
は
、
こ
れ
を
大
き
く
報
道
す
る
ଞ
社
の
意
ਤ

と
は
無
関
係
に
ω
ỽ
ト
を
介
し
て
新
聞
業
ք
全
体
に
μ
メ

ー
ジ
を
༩
え
ಘ
る
。
情
報
ऩ
ू
に

心
な
人
ほ
ど
、
こ
う

し
た
問
題
に
හ
感
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
聞
の
ച
り

上
げ
、
経
Ӧ
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
も
あ
る
。

従
っ
て
、
ޡ
報
の
よ
う
な
不

事
の
発
生
を

制
す
る

こ
と
は
当
વ
の
こ
と
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
不

事
が
ى

き
た
際
の
業
ք
全
体
の
反
応
、
対
応
も
今
後
の
論
点
と
な

る
だ
ろ
う
。
ω
ỽ
ト
を
交
え
て
新
聞
業
ք
に
ى
き
て
い
る

こ
と
は
、
ߪ
読
者
の
ୣ
い
合
い
の
よ
う
な
、
ଞ
社
の
不
ར

ӹ
が
自
社
の
ར
ӹ
と
な
る
よ
う
な
事
ଶ
で
は
な
い
。
業
ք

全
体
で
信
頼
を
ৢ
成
し
、
ҡ
࣋
し
て
い
く
こ
と
を
、
真


に
考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

˞
そ
の
ଞ
の
ௐ
ࠪ
結
果
は
新
聞
通
信
ௐ
ࠪ
会
の
ϗ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
参
র
。（IUUQ���X

X
X

�DIPTBLBJ�HS�KQ�

）

ਤද ýɹ৽ฉ৴པײԼऀʹ͓͚Δ৽ฉͷকདྷల

ਤද þɹ৽ฉ৴པײͷมԽͱ৽ฉ৴པಘ
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メ
デ
ィ
ア

ڥ
の
ܹ
変
で
、
世
論
ܗ
成
の
主
導
的
地
位

が
༳
ら
͗
つ
つ
あ
る
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の

統

メ
デ
ィ
ア
ᴹ
ᴹ
メ
デ
ィ
ア
を
思

એ

、
権
力
ҡ
࣋
の
ப

と
す
る
政
権
ଆ
も
ݱ
ঢ়
を
࠲
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
û
年
ÿ
月
、
श
近
平
中
国
共
産
党
総
書
記
・
国

Ո
主
੮
自
ら
が
率
い
る
中
共
中
央
「
全
面
的
に
改
革
を
ਂ

Խ
さ
せ
る
た
め
の
指
導
খ

」（
以
Լ
「
খ

」）
が
、

「

統
メ
デ
ィ
ア
と
新
興
メ
デ
ィ
ア
の
༥
合
発
ల
を
ਪ
ਐ

す
る
た
め
の
指
導
意
ݟ
」（
以
Լ
「
意
ݟ
」）
を
決
ఆ
し
た
。

こ
の
「
খ

」
は
、
1３
年
11
月
の
党
18
ظ
中
央
委
員
会

ୈ
３
࣍
全
体
会
ٞ
（
３
中
全
会
）
で
設
ஔ
さ
れ
た
政
治
、

経
ࡁ
、
社
会
、
文
Խ
、

ڥ
な
ど
෯
広
い
分

で
の
改
革

を
ਪ
し
ਐ
め
る
た
め
の
党
の
ト
ỽ
ϓ
Ϩ
ベ
ϧ

৫
。
い
わ


、
श
氏
ྲྀ
「
体
制
改
革
」
の
ਪ
ਐ
役
だ
。
こ
れ
ま
で

に
、
立
法
、
経
ࡁ
と

ڥ
、
文
Խ
体
制
改
革
、
ށ
籍
制

度
、
࢘
法
体
制
改
革
、
知
的
ࡒ
産
権
、
ا
業
責
任
者
報
ु

な
ど
に
関
す
る
ํ

や
ܭ
画
を
ଧ
ち
出
し
て
き
た
。

今
回
の
「
意
ݟ
」
は
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
で
は
初
の
۩
体

的
意
思
表
明
。
党
指
導
部
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
改
革
の
ํ

向
ੑ
と
目
ඪ
を
以
Լ
の
よ
う
に
設
ఆ
し
た
。

「
報
道
ഔ
体
資
ݯ
を

合
し
、

統
メ
デ
ィ
ア
と
新
興

メ
デ
ィ
ア
の
༥
合
発
ల
を
ਪ
ਐ
す
る
こ
と
は
、
党
中
央
が

改
革
を
全
面
的
に
ਂ
Խ
さ
せ
る
上
で
の
重
要
な
ス
ς
ỽ
ϓ

で
あ
り
、
એ

文
Խ
ྖ
Ҭ
に
お
け
る
革
新
の
重
要
任

で

あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
ഔ
体
構

の
ਂ
ࠁ
な
変
Խ
に
対
応

し
、
主
ྲྀ
メ
デ
ィ
ア
の
ί
ミ
ỿ
χ
έ
ー
シ
ἀ
ン
力
、
信
頼

ੑ
、
Ө
ڹ
力
お
よ
び
世
論
༠
導
力
を
高
め
る
た
め
の
重
要

な
ા
ஔ
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
༥
合
発
ల
を
通
じ
て
、
わ

れ
わ
れ
の
主
ྲྀ
メ
デ
ィ
ア
に
先
ਐ
の
ί
ミ
ỿ
χ
έ
ー
シ
ἀ

ン
ς
ク
ノ
ϩ
ジ
ー
を
導
入
し
、
情
報
の
生
産
ੑ
と
サ
ー
ビ

ス

力
を
૿
強
し
、
も
っ
て
党
と
政

の
声
を
よ
り
よ
く


え
、
人
民
大
ऺ
の
情
報
欲
求
を
よ
り
満
足
さ
せ
る
」

も
と
よ
り
、
読
者
の
新
聞

れ
に
何
と
か
対
応
し
よ
う

と
、
新
聞
ଆ
も
ミ
χ
ブ
ϩ
ά
の
「
ඍウ
ェ
イ
Ϙ
ーത」

や
メ
ỽ
η
ー
ジ

ア
ϓ
リ
の
「
ඍウ
ェ
イ
シ
ン信」

な
ど
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
ྖ
Ҭ

の

ਐ
出
を
ٸ
い
で
い
る
。
ま
た
、
経
Ӧ
分

で
も
ి
子

取

引
（
̚
ί
Ϛ
ー
ス
）
の
ల
։
な
ど
全
く
新
し
い
「
༥
合
」

の
ܗ
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
政
権
ଆ
と
改
革
の
ํ
向
ੑ
に

つ
い
て
ೝ
ࣝ
の
ず
れ
は
な
い
。

た
だ
、「
意
ݟ
」
は
、
ط
存
メ
デ
ィ
ア
と
新
興
メ
デ
ィ

ア
と
の
༥
合
を
ਐ
め
て
、
世
論

の
Ө
ڹ
力
を
֬
保
す
る

こ
と
を
、
初
め
て
国
Ո
Ϩ
ベ
ϧ
の
目
ඪ
と
位
ஔ
付
け
た
。

എ
景
に
は
政
権
ଆ
の
強
い
ة
機
感
が
あ
る
。

こ
の
「
খ

」
に
は
直

的
に
新
聞
な
ど
を
指
導
・


理
す
る
中
央
એ

部
の
ཱུ
奇
ᤇ
部
長
や
㮤
樹
߶
ৗ

副
部

長
も
参
Ճ
し
て
い
る
か
ら
、
൴
ら
の
意
ݟ
が
反
映
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
が
、
श
近
平
氏
自

、
ط
存
メ
デ
ィ
ア
の
ਰ

退
に
強
い
ة
機
感
を
๊
い
て
い
て
、
今
回
の
「
指
導
意

ݟ
」
に
つ
な
が
っ
た
અ
が
あ
る
。

ྫ
え

、
こ
ん
な
発
言
だ
。

「
わ
が
国
に
は
ý
ԯ
近
い
ω
ỽ
ト
Ϣ
ー
β
ー
が
い
て
、

Ϟ
ό
イ
ϧ


に
よ
る
ω
ỽ
ト
Ϣ
ー
β
ー
は
う
ち
û
ԯ
ý

ઍ
ສ
人
、
ミ
χ
ブ
ϩ
ά
ඍ
ത
の
ར
༻
者
は
３
ԯ
人
だ
。
ଟ

く
の
人
ʑ
、
と
り
わ
け
若
者
は
、
主
ྲྀ
ഔ
体
を
読
ま
な
い

し
、
ݟ
な
い
。
大
部
分
の
情
報
は
ω
ỽ
ト
か
ら
ಘ
る
。
こ

の
事
実
を
直
視
し
な
け
れ

な
ら
な
い
。
අ
༻
を
か
け

て
、
世
論
の
戦

に
お
い
て
主
導
権
を
ঠ
Ѳ
し
な
け
れ


な
ら
な
い
。
ط
存
メ
デ
ィ
ア
を
ඇ
主
ྲྀ
Խ
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」（
1３
年
ÿ
月
、
全
国
એ

思


作
会
ٞ
）

「
意
ݟ
」
を
受
け
て
今
後
、
֤
社
は
メ
デ
ィ
ア
༥
合
の

า
を

め
る
だ
ろ
う
し
、
༥
合
の
た
め
に
は
、
地
ํ
も
ؚ

め
て
、
政

か
ら
の
さ
ま
͟
ま
な
支
援
が
֦
大
す
る
だ
ろ

う
。た

だ
、
そ
れ
で
ة
機
を
真
に

す
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
ま
た
、
全
て
の
新
聞
、
メ
デ
ィ
ア
ά
ϧ
ー
ϓ
が
新
し

い

ڥ
に
ద
応
で
き
る
か
。

言
す
る
と
、
ݱ
在
１
９
０

０
༨
り
の
新
聞
を
ҡ
࣋
す
る
つ
も
り
が
政
権
に
あ
る
の
か
。

「
意
ݟ
」
に
は
こ
ん
な
く
だ
り
が
あ
る
。

「
ଟ
༷
で
先
ਐ
的
で
ڝ
争
力
あ
る
、
一
ஂ
の
新
ܕ
主
ྲྀ

メ
デ
ィ
ア
を
つ
く
り
、
強
大
な
実
力
、
ί
ミ
ỿ
χ
έ
ー
シ

ἀ
ン
力
、
Ө
ڹ
力
、
信
頼
ੑ
を
࣋
っ
た
、
ز
つ
か
の
新
ܕ

メ
デ
ィ
ア
ू
ஂ
を
ݐ
設
す
る
」

つ
ま
り
、
改
革
で
き
る
の
は
一
ஂ
の
新
聞
、
ز
つ
か
の

メ
デ
ィ
ア
ू
ஂ
。
メ
デ
ィ
ア
༥
合
が
で
き
な
い
新
聞
な
ど

は
リ
ス
ト
ラ
ク
ν
ャ
リ
ン
ά
す
る
、
と
い
う
の
が
こ
の

「
意
ݟ
」
の
真
意
と
言
っ
た
ら
、
う
が
ち
ա
͗
か
。

（
参
考
＝「
中
国
報
業
」
誌
２
０
１
û
年
９
月
上
号
）

（

ݪ
ɹ
ਖ਼
ത
＝
日
本
新
聞
ڠ
会
ത
物
ؗ
事
業
部
付
部
長
）

政
権
側
も
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
復
権
に
腐
心

危
機
感
背
景
に
習
近
平
率
い
る
小
組
が
提
言
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ࢲ
が
長
࡚
支
局
に
ෝ
任
し
て
い
た
１
９
９
１
年
ý
月
、

Ӣ
ઋ
普
ݡ
ַ
の

Ր
が
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
16
人

を
ؚ
む
ܭ
4３
人
が
亡
く
な
り
、
あ
の

Ր
で
記
者
人
生
が

変
わ
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
北
ւ
道
ೆ

部
の
Ԟ

৲
ౡ
の
地

・


（
９３
年
７
月
）
も
୲
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
春
ま
で
は
東
北
で
記
者
の
原
ߘ
を
ݟ
る
デ
ス

ク
と
し
て

ࡂ
報
道
に
関
わ
っ
て
き
た
。

最
近
の
ࡂ

で
は
広
ౡ
の

ੴ
ྲྀ
と
おޚ
ん

ባた
け

さࢁ
ん


Ր
が
ࣖ

に
新
し
い
が
、
地

・
Ր
ࢁ
で
お

え
す
る
こ
と
は
ଟ

い
。
と
り
あ
え
ず
、
分
か
り
や
す
い
Ր
ࢁ
か
ら
入
り
た
い
。

ෆ

ͳ

݅
ॏ
ͳ
り
ઓ
ޙ
Ր
ࢁ
࢙
্
࠷
ѱ
に

ޚ
ባ
ࢁ
は
ඪ
高
３
０
０
０
ἇ
級
の
ࢁ

で
খ
ن

な


Ր
が
ى
こ
り
、
不

な

件
が
重
な
っ
て
ଟ
く
の
٘
ਜ਼
者

を
出
し
た
。
そ
れ
ま
で
最
ѱ
の
٘
ਜ਼
者
数
は
Ӣ
ઋ
の
4３
人

だ
っ
た
が
、
そ
れ
を

え
る
戦
後
Ր
ࢁ
ࡂ

史
上
最
ѱ
の

٘
ਜ਼
者
数
（
死
者
・
行
ํ
不
明
者
ܭ
6３
人
）
に
な
っ
た
。

３
０
０
０
ἇ
級
の
ࢁ
で
は
９
月
か
ら
ߚ
葉
が
࢝
ま
る
。

当
日
は
ま
さ
に
ߚ
葉
真
っ

り
、

༵
日
で
天
気
も
良

く
、
大
勢
の
人
が
ߚ
葉
ङ
り
を
ָ
し
ん
で
い
た
。
お
ன
を

ࢁ

で
৯
べ
よ
う
と
い
う
登
ࢁ
٬
の
ଟ
い
時
間
ଳ
に
ಥ

વ
、
水
ৠ
気
ര
発
が
ى
き
た
。
Ϛ
ά
Ϛ
に
よ
っ
て

せ
ら

れ
た
地
Լ
水
が
上
ঢ
し
て
き
て

き
出
し
た
。

「
৸
ࣖ
に
水
」
の
水
ৠ
気
ര
発
は
、
実
は
׆
Ր
ࢁ
な
ら

あ
り
ಘ
る
こ
と
で
、
18
年
前
の
１
９
９
ý
年
、
ࡕ
神
୶
࿏

大

ࡂ
の
ཌ
年
に
、
北
ւ
道
ۨ
έ
ַ
で
水
ৠ
気
ര
発
が
あ

っ
た
。
真
ౙ
の
３
月
で
、
登
ࢁ
٬
は
୭
も
い
な
く
て
事
な

き
を
ಘ
た
。
数
Χ
月
後
、
Ր
ࢁ
ֶ
者
に
つ
い
て
行
っ
て
み

た
ら
、
大
き
い

ੴ
が
ࢁ

や
登
ࢁ
道
に
ご
ろ
ご
ろ
స
が

っ
て
い
た
。
タ
イ
ミ
ン
ά
が
ѱ
け
れ

大
惨
事
に
な
っ
た

だ
ろ
う
と
思
う
。

前
ஹ
を
生
か
せ
な
か
っ
た
の
か
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

ಥ
વ
の
水
ৠ
気
ര
発
も
ଟ
い
が
、
今
回
の
ޚ
ባ
ࢁ
の

合

は
９
月
10
日
、
11
日
に
༗
感
で
は
な
い
Ր
ࢁ
ੑ
地

が
૿

え
て
い
る
こ
と
が
地

ܭ
で

Ѳ
さ
れ
て
い
た
。
ܯ
ռ
Ϩ

ベ
ϧ
を
上
げ
る
べ
き
か
ど
う
か
気

ி
は
ݕ
౼
し
た
が
、

上
げ
よ
う
か
と
い
う
３
日
目
に
ٸ
に
地

が
ݮ
っ
た
た
め

に
、
出
す
タ
イ
ミ
ン
ά
を
ҳ
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

༗
࢙
Ҏ
དྷ
ú
ճ

Ր
͠
ͨ
ޚ
ባ
ࢁ

ޚ
ባ
ࢁ
は
７９
年
、
９1
年
、
２
０
０
７
年
と
、
༗
史
以
来

３
回
の

Ր
が
あ
る
。
前
回
の
0７
年
は
地

だ
け
で
な

く
、
ࢁ
が

ら
む
よ
う
な
地
֪
変
動
の
デ
ー
タ
も
ಘ
ら
れ

て
い
た
。
今
回
は
そ
の
デ
ー
タ
が
ಘ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
気

ி
は

Ր
ܯ
ռ
Ϩ
ベ
ϧ
１
の
ま
ま
に
し
て
お
い

た
。
Ϩ
ベ
ϧ
は
１
か
ら
ü
ま
で
あ
り
、
１
は
平
Ժ
、
２
は

入
ࢁ
ن
制
で
、
登
ࢁ
中
ࢭ
を
ݺ
び
ֻ
け
る
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
Ϩ
ベ
ϧ
２
に
し
な
か
っ
た
の
か
ٞ
論
に
な
っ
て
い
る

が
、

அ
が

し
い
と
こ
ろ
だ
。

気

ி
は
自
治
体
に
情
報
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が

自
治
体
の
中
で
ࢭ
ま
っ
て
い
た
。
一
൪

え
る
べ
き
ࢁ
খ


に
情
報
が
ಧ
い
て
い
れ

、
少
し
ҧ
っ
た
だ
ろ
う
と
言

う
人
も
い
る
。
11
月
に
։
か
れ
た
Ր
ࢁ
ֶ
会
で
も
ٞ
論
が

出
た
。
登
ࢁ
ブ
ー
ム
の
今
、
ᶃ
ϔ
ϧ
メ
ỽ
ト
を
࣋
っ
て
登

る
ᶄ
登
る
ࢁ
が
׆
Ր
ࢁ
か
ど
う
か
事
前
に
ௐ
べ
る
よ
う
な

登
ࢁ
٬

の
ܒ
発
を
す
る
ᶅ
ࢁ
ַ
Ψ
イ
υ
や
ࢁ
খ

経
Ӧ

者
な
ど
と
も
連
ܞ
す
る
ᶆ

上
に
シ
ェ
ϧ
タ
ー
を

る
べ

き
か
ど
う
か
ᴹ
ᴹ
と
い
う
意
ݟ
も
出
て
い
た
。

以
前
は
Ր
ࢁ
研
究
者
に
と
っ
て
、
ޚ
ባ
ࢁ
は

全
に
׆

動
を
終
え
た
死
Ր
ࢁ
と
い
う
ೝ
ࣝ
だ
っ
た
。
そ
れ
が
７９
年

に

い
た
の
で
ڻ
き
、
全
国
の
Ր
ࢁ
を
ప
ఈ
的
に
ચ
い
出

す
作
業
が
࢝
ま
っ
た
。
い
わ

Ր
ࢁ
研
究
の
原
点
の
よ
う

な
ࢁ
で
、
地
層
を
ௐ
べ
て
い
く
と
、
実
は
Ϛ
ά
Ϛ

Ր
が

û
回
以
上
、
水
ৠ
気
ര
発
が
11
回
以
上
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
Ϛ
ά
Ϛ
本
体
が
上
が
っ
て
く
る
の
が
Ϛ
ά
Ϛ


Ր
、
Ϛ
ά
Ϛ
に

せ
ら
れ
た
地
Լ
水
が
上
が
っ
て
く
る
の

が
水
ৠ
気
ര
発
で
、
Ϛ
ά
Ϛ

Ր
の
ํ
が
ة
な
い
。
Ӣ
ઋ

は
Ϛ
ά
Ϛ

Ր
で
、
Ր
ࡅ
ྲྀ
が
発
生
し
、
し
か
も
׆
動
は

長
引
い
た
。

当
時
、
׆
Ր
ࢁ
は
60
͙
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
׆

Ր
ࢁ
の
ఆ
義
を
広
げ
、
ચ
い
出
し
を
ਐ
め
た
結
果
、
今
は

今
世
紀
中
に
大
規
模
噴
火
5
、
6
回
？

　
　
　
南
海
ト
ラ
フ
、
短
時
間
で
大
津
波
到
達
も

　
　
　
　
　「
3
・
øø
」
割
れ
残
し
の
房
総
沖
も
心
配

�

ॴ͠
Ỷ

　
ᖒ͟
Θ

　
৽
　
Ұ
　


 

（
共
同
通
信
社
ฤ
ू
委
員
݉
論
説
委
員
）

ԼにજΉػة
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北
ํ
ྖ

を
ؚ
め
て
日
本
国
内
に
１
１
０
あ
り
、
世
ք
の

׆
Ր
ࢁ
の
７
％
を

め
て
い
る
。
か
つ
て
の
「
死
Ր
ࢁ
」

と
い
う
表
ݱ
は
教
Պ
書
に
載
ら
な
く
な
っ
た
。
長
ら
く
静

か
で
も
う
׆
動
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
て
も
、
࠶
び
׆

動
を
࢝
め
る
こ
と
が
あ
る
と
分
か
っ
て
、「
死
Ր
ࢁ
」
と

い
う
言
葉
は

わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

20
ੈ
ل

Ր
ࢁ
ֶ
Ͱ
ҟ
ৗ
ͳ
੩
Ժ
ظ

20
世
ل
は
ҟ
ৗ
な
静
Ժ
ظ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ӣ
ઋ
で

は
4３
人
亡
く
な
っ
た
が
、
Ր
ࢁ
ֶ
的
に
は
খ
ن


Ր

で
、
Ր
ࢁ
ֶ
的
に
大
ن

と
言
え
る

Ր
は
20
世
ل
に
は

国
内
で
二
つ
し
か
な
い
。
い
ず
れ
も
戦
前
だ
が
、
14
年
の

ࡩ
ౡ
大
正

Ր
と
2９
年
の
北
ւ
道
ۨ
έ
ַ

Ր
だ
け
だ
。

8３
年
三

ౡ
、
86
年
伊
౾
大
ౡ
、
8９
年
の
静
Ԭ
県
伊
東
市

沖
合
に
あ
る
ւ
ఈ
Ր
ࢁ
の
手て

ੴい
し

ւか
い

ٰき
ỵ
うが
で
き
た

Ր
と

か
、
ໄ
ౡ
の
新し
ん

೩も
え

ַだ
け

、
ઙ
間
ࢁ
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

全
て
খ
ن


Ր
だ
。
大
ن


Ր
が
ҟ
ৗ
に
少
な
い
。

そ
の
Ϳ
り
返
し
で
、
21
世
ل
は
ü
、
ý
回
あ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
と
Ր
ࢁ
ֶ
者

は
言
っ
て
い
る
。

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
έ
ン

Χ
し
て
い
る
夫
්
は
ഁ

局
に
ま
で
ࢸ
ら
な
い
。

Ր
ࢁ
も
静
か
で
あ
れ


あ
る
ほ
ど
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー

は
た
ま
る
。
１
７
０
７

年
以
来
、
３
０
０
年
以

上


を
保
っ
て
い
る


࢜
ࢁ
が
い
つ

Ր
す

る
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

౦

ຊ
େ

ࡂ
ͱ

࢜
ࢁ

Ր
ͷ
Ҽ
Ռ
ؔ


３
年
前
の
東
日
本
大

ࡂ
で
あ
れ
だ
け
地
֪
を
༳
ら
せ


当
વ
、
Ր
ࢁ
も
何
か
ى
き
る
の
で
は
な
い
か
と
Ր
ࢁ
ֶ

者
は
気
に
し
て
い
る
。
ÿ
ý
９
年
の
ః
じ
ょ
う

観が
ん

地

は
東
日
本

大

ࡂ
に
ඖ
ఢ
す
る
大
き
な
地

だ
っ
た
が
、
そ
の
２
年

後
、
秋
田
県
と
ࢁ
ܗ
県
に
ま
た
が
る
ௗ
ւ
ࢁ
が

Ր
し
て

い
る
。
気

ி
の
Ր
ࢁ
՝
は
東
日
本
大

ࡂ
が
ى
き
た
そ

の
日
に
、
ః
観
地

後
に
何
が
あ
っ
た
か
ௐ
べ
出
す
作
業

を
や
っ
て
い
る
。
Ր
ࢁ
ֶ
者
も
一
൪
ۓ
張
し
て
ݟ
क
っ
た

の
が

࢜
ࢁ
で
、

ࡂ
の
û
日
後
の
３
月
15
日
、

度
ý

の
܈
発
地

を
記
録
し
た
。

ݯ
地
は

࢜
ࢁ
直
Լ
だ
っ

た
の
で
、
つ
い
に
き
た
か
と
ۓ
張
に
包
ま
れ
た
が
、

い


Ր
と
い
う
事
ଶ
に
は
ࢸ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
あ
れ

か
ら
ま
だ
３
年
、
そ
の
Ө
ڹ
は
続
い
て
い
る
と
ݟ
な
け
れ


な
ら
な
い
よ
う
だ
。


࢜
ࢁ
だ
け
で
な
く
、
あ
の
大

ࡂ
後
、
ീ
ߕ
田
、
秋

田
ۨ
έ
ַ
、
ଂ
Ԧ
、

日
ޫ
ന
ࠜ
、


ന

ࠜ
、
伊
౾
大
ౡ
、
神


ౡ
、
新
ౡ
、
ശ
ࠜ

ࢁ
、
ম
ַ
、
乗
Ҍ
ַ

な
ど
で
地

が
ٸ
૿

し
て
い
る
。
だ
い
Ϳ

ऩ
ま
っ
て
は
い
る

が
、
ീ
ߕ
田
は
今
年

に
な
っ
て
や
っ
と
མ

ち
ண
い
て
き
た
。
ଂ

Ԧ
は
い
ま
だ
に
く
す
Ϳ
っ
て
い
て
、
こ
の
間
、
お
ז
の
ބ

面
に
ണ
མ
が
あ
り
、
か
な
り
ۓ
張
し
た
。


ന
ࠜ
も
地


が
૿
え
て
き
て
、
ࢁ
が

ら
む

向
も
ݟ
え
て
い
る
の

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
３
年
前
、
新
೩
ַ
の

Ր
が
あ

っ
た

भ
の
ໄ
ౡ
も
地

が
૿
え
て
お
り
、
Ϩ
ベ
ϧ
１
か

ら
２
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
き
な
地

の
後
、
な
ぜ
か
Ր
ࢁ
の

Ր
が
あ
る
。
メ

Χ
χ
ζ
ム
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
連
動
す
る
こ
と
は
統

ܭ
的
に
も
表
れ
て
い
て
、
１
７
０
７
年
の

࢜
ࢁ
の

Ր

も
、
そ
の
4９
日
前
の
ๅ
Ӭ
東
ւ
地

・
ೆ
ւ
地

の
Ө
ڹ

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
04
年
の
年

に
ス
Ϛ
ト
ラ
沖
地


が
あ
り
、
タ
イ
ೆ
部
の
ϓ
ー
έ
ỽ
ト
、
イ
ン
υ
ω
シ
ア

の
ό
ン
μ
・
ア
ν
ェ
、
ス
リ
ラ
ン
Χ
な
ど
で
大


に
よ

る
ଟ
数
の
٘
ਜ਼
者
が
出
た
。
ཌ
年
に
は
ス
Ϛ
ト
ラ
ౡ

部

の
タ
ラ
ン
Ր
ࢁ
、
さ
ら
に
06
年
と
10
年
に
は
ジ
ャ
ϫ
ౡ
中

央
部
の
ム
ラ
ϐ
Ր
ࢁ
な
ど
、
明
ら
か
に
あ
の
地

の
Ө
ڹ

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
Ր
ࢁ
の

Ր
が
相
࣍
い
だ
。
東
日

本
大

ࡂ
は
Ϛ
ά
χ
ν
ỿ
ー
υ
（
̢
）
９
と
い
う
日
本
の

観
ଌ
史
上
最
大
ن

の
地

だ
っ
た
。
国
内
の
Ր
ࢁ
は
今

の
と
こ
ろ
静
か
だ
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
、
研
究
者

は
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
ݟ
क
っ
て
い
る
の
が
ݱ
ঢ়
だ
。

ؾ

ி
に
ઐ

Ո
θ
ϩ
ỏ
େ
ֶ

30

ਓ
ͩ
け

こ
こ
で
Ր
ࢁ
の
研
究
に
つ
い
て
少
し
、ご
紹
介
し
た
い
。

ޚ
ባ
ࢁ

Ր
を
受
け
て
安
倍
晋
三
首
相
ら
が
「
Ր
ࢁ
の

観
ଌ
を
強
Խ
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
お
ۚ
を
出
せ


ॆ
実
す
る
も
の
な
の
か
ʁ　

い
ま
Ր
ࢁ
研
究
を
୲
っ
て
い

る
国
内
体
制
は
ة
機
に
あ
る
。
ܯ
報
を
出
し
た
り

意
を

ݺ
び
ֻ
け
た
り
す
る
義

は
気

ி
が
主

機
関
と
し
て

Ā ݄ùþɺՐͨ͠ޚባ͔ࢁΒ্͕Δ
Ԏʢڞಉʣ
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一
義
的
な
責
任
を
ෛ
っ
て
い
る
が
、
実
は
気

ி
に
Ր
ࢁ

の
専
門
Ո
は
少
な
い
。
国
Ո
ެ

員
ࢼ
ݧ
に
受
か
っ
た
人

た
ち
だ
が
、
Ր
ࢁ
専
門
Ո
の
࠾
༻

は
な
い
の
で
、
Ր
ࢁ

で
υ
ク
タ
ー
を
取
っ
て
気

ி
に
い
る
人
は
ま
れ
だ
し
、

自
治
体
も
同
༷
だ
。

Ր
ࢁ
ࡂ

の

し
い
と
こ
ろ
は
一
ա
ੑ
で
な
く
、
ݱ
在

ਐ
行
ܗ
で
ਐ
ん
で
い
く
こ
と
だ
。
Ӣ
ઋ
の
よ
う
に
３
年
、

û
年
と
長
く
続
い
た
り
、
し
か
も
そ
れ
が
ة
な
い
ํ
に
స

Ϳ
か
、
ޚ
ባ
ࢁ
の
よ
う
に
こ
の
ま
ま
མ
ち
ண
く
の
か
、
そ

の
ݟ
立
て
を
つ
く
る
の
に
ඇ
ৗ
に
ϓ
Ϩ
ỽ
シ
ャ
ー
が
か
か

る
。
そ
の
ϓ
Ϩ
ỽ
シ
ャ
ー
を
ෛ
っ
て

事
を
し
て
き
た
の

は
、
日
本
の
Ր
ࢁ
を
ウ
Φ
ỽ
ν
し
て
き
た
大
ֶ
の
研
究
者

た
ち
だ
。
と
こ
ろ
が
、
大
ֶ
で
Ր
ࢁ
の
観
ଌ
や
研
究
に
ܞ

わ
っ
て
い
る
人
は
、
文
Պ
ল
の
数
ࣈ
で
は
4７
人
だ
が
、
実

際
は
40
人
を
割
っ
て
３0
人
に
近
い
。
さ
ら
に
ݮ
っ
て
「
ֶ

級
่
յ
に
近
い
」
と
自
ẍ
気
ຯ
に
言
う
ֶ
者
も
い
る
。

Ր
ࢁ
研
究
を
目
指
す
人
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
、
最
近

大
き
な
Ր
ࢁ

Ր
が
な
い
こ
と
も
一
Ҽ
だ
が
、
ࠜ
っ
こ
の

ਂ
い
問
題
は
大
ֶ
入
ֶ
η
ン
タ
ー
ࢼ
ݧ
だ
。
今
の


み

で
は
「
物
理
」「
Խ
ֶ
」「
生
物
」
が
重
視
さ
れ
、「
地
ֶ
」

は
ܟ
ԕ
さ
れ
る
。
地
ֶ
を
志
す
人
が
そ
も
そ
も
少
な
い
。

中
ֶ
、
高
ߍ
で
も
地
ֶ
を
教
え
ら
れ
る
先
生
は
ݮ
っ
て
き

た
。
10
年
前
の
国
立
大
ֶ
法
人
Խ
と
と
も
に
、
文
部
Պ
ֶ

ল
か
ら
国
立
大
ֶ

の
運
Ӧ
交
付
ۚ
༧
ࢉ
は
ݮ
る

向
に

あ
り
、
教
員
の
ポ
ス
ト
も
ݮ
り
、
国
立
大
ֶ
の
先
生
は


し
く
な
っ
て
い
る
。
ޮ
率
的
な
研
究
を
求
め
る
今
の
時
代

で
は
、
地
道
に
デ
ー
タ
で

向
を

い
、
ϑ
ィ
ー
ϧ
υ
ϫ

ー
ク
を
重
Ͷ
て
い
く
Ր
ࢁ
ֶ
で
業

が
評
Ձ
さ
れ
る
こ
と

は

し
い
。

Π
λ
Ϧ
Ξ

ઓ
ུ
త
に
ø
ü
÷
ਓ
に
૿
ڧ

Ր
ࢁ
ֶ
を
研
究
し
て
も
、
ಇ
き
ޱ
が
な
い
。
気

ி
も

国
Ո
ެ

員
ࢼ
ݧ
合
格
者
で
な
い
と
࠾
ら
な
い
の
で
、
Ր

ࢁ
ֶ
を
ֶ
ん
だ
と
い
う
だ
け
で
は
ί
ン
サ
ϧ
タ
ン
ト
か
大

ֶ
Ӄ
に
ਐ
ֶ
す
る
し
か
な
い
。
大
ֶ
Ӄ
も
今
は
不
安
ఆ
な

࠾
༻
ঢ়
گ
に
な
っ
て
い
る
。
ྫ
え

ü
年
間
の
ϓ
ϩ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
そ
の
ظ
間
だ
け
ޏ
༻
さ
れ
る
と
い
う
ܗ
ଶ
が
ଟ

い
。
ത
࢜
՝
ఔ
を
म
ྃ
し
た
若
手
研
究
者
の
「
ポ
ス
υ
ク

問
題
」
は
ਂ
ࠁ
で
、
大
ֶ
Ӄ
を
ఘ
め
て
म
࢜
の
段
階
で
ब

৬
し
て
し
ま
う
人
が
૿
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
ろ
い

ろ
な
事
情
が
相
ま
っ
て
、
今
は
Ր
ࢁ
研
究
の
ة
機
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
、
イ
ン
υ
ω
シ
ア
、
ϑ
ィ
リ
ϐ
ン
、
そ
し
て

ア
メ
リ
Χ
も
ϋ
ϫ
イ
な
ど
に
Ր
ࢁ
が
ଟ
い
の
で
、
日
本
と

ҧ
っ
て
国
の
機
関
と
し
て

視
観
ଌ
と
ௐ
ࠪ
研
究
を
一
元

Խ
し
て
い
る
。
ಛ
に
イ
タ
リ
ア
は
戦
ུ
的
に
そ
の
人
数
を

૿
や
し
て
、
い
ま
１
ü
０
人
͙
ら
い
い
る
。

日
本
の
Ր
ࢁ
研
究
者
か
ら
は
ब
৬
ޱ
を
֬
保
す
る
意
ຯ

で
も
「
地

Ր
ࢁ
ி
」
や
「
国
立
の

視
研
究
機
関
」
を


む
声
が
10
年
来
出
て
い
る
が
、
政

の
ࠊ
は
重
い
。
３

年
前
、
ऺ
ٞ
Ӄ
の
委
員
会
で
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
決
ٞ
ま
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
な
し
の
つ
Ϳ
て
だ

と
聞
い
て
い
る
。
ফ
අ
者
ி
、
観
ޫ
ி
が
で
き
、
ス
ポ
ー

π
ி
も
で
き
る
よ
う
だ
が
、
地

や
Ր
ࢁ
の

Ր
は
、
め

っ
た
に
な
い
こ
と
と
し
て
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
Ծ
に

࢜
ࢁ
の

Ր
が
あ
っ
た
時
に
、
研
究

者
が
い
る
か
ど
う
か
さ
え
ո
し
い
ঢ়
گ
だ
と
い
う
こ
と
を

ਃ
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

ủ
ׂ
Ε

͠
Ứ
ͷ

૯
ଆ
に


༠
ൃ
ͷ
ڪ
Ε

࣍
に
地

に
つ
い
て
言
え

、
11
年
の
東
日
本
大

ࡂ

（
気

ி
の
正
ࣜ
名
শ
は
「
東
北
地
ํ
太
平
༸
沖
地

」）

は
̢
９
・
０
の
大
地

で
ւ
ఈ
を
大
き
く
༳
ら
し
、
ւ
面

を

り
上
げ
た
結
果
、
ڊ
大
な


が
ى
き
た
。

ݯ
の

長
さ
ü
０
０
ἅ
ἇ
ʷ
෯
２
０
０
ἅ
ἇ
を
た
っ
た
３
分
間
で

ഁ
յ
し
た
。
੨

か
ら
ઍ
葉
ま
で
、
û
０
０
か
ら
ü
０
０

の
ړ
ଜ
や
ू
མ
が
յ
໓
的
ඃ

を
受
け
た
。

日
本
の
ํ

に
は
「
ࡕ
神
୶
࿏
大

ࡂ
の
際
の
神
ށ
の
ঢ়
گ
が
Լ
関
ま

で
続
い
て
い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
。


ࡂ
の
３
ि
間
後
、
ࢲ
が
ٶ
城
県
ೆ
三

町
で
ࡱ
っ
た

ࣸ
真
だ
。
真
ん
中
に
あ
る
の
が

ࡂ
対
策
ி
ࣷ
で
、
20
代

の
ঁ
ੑ
৬
員
が

ࡂ
無
ઢ
で
ආ

を
ݺ
び
ֻ
け
続
け
、
自

ら
は
٘
ਜ਼
に
な
っ
た
。
３
階
の

上
で
つ
か
ま
っ
て
い
た

町
長
な
ど
、
ਏ
う
じ
て
数
人
生
き
残
っ
た
が
、
こ
こ
に
い

た
40
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
。

ࡂ
対
策
ி
ࣷ
の
隣
に
は

役

が
あ
っ
た
が
、

ܗ
も
な
い
。

ࢲ
は
06
年
か
ら
ઋ

に
ෝ
任
し
て
い
た
が
、「
ٶ
城
県

沖
地

」
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
た
。

ٶ
城
県
沖
地

に
は
３0
Ỗ
40
年
周
ظ
説
が
あ
っ
て
、
前
回

７0
年
代
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

３
階
以
上
に
い
れ

大
ৎ
夫
だ
と
い
う


専
門
Ո
の
意

ݟ
で
ݐ
て
た
の
が
、
こ
の
ி
ࣷ
だ
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
こ

の
近
く
に
あ
っ
た
ü
階
ݐ
て
ビ
ϧ
の
上
ま
で
水
が
来
て
、

ý
階
以
上
で
な
け
れ

ବ
目
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

３0
Ỗ
40
年
周
ظ
の
地

は
֬
か
に
ա
ڈ
数
回
の
ύ
タ
ー

ン
で
あ
っ
た
の
で
、
ࢲ
も
東
京
で
༳
れ
を
感
じ
て
ٶ
城
県

沖
地

が
来
た
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
༳
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れ
が
ऩ
ま
ら
な
い
。「
ٶ
城
県
沖
で
は
ڊ
大
な
地

が
あ

る
が
、
地
Լ
の
ϓ
Ϩ
ー
ト
の
メ
Χ
χ
ζ
ム
で
、
な
ぜ
か


ౡ
沖
で
は
、
ى
き
な
い
」
と
い
う
Ծ
説
が
地

研
究
者
の

一
部
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
ഁ

し
、
原
発
事
ނ
と
い
う

大
変
な
問
題
を
引
き
ى
こ
し
た
。

Ր
ࢁ
に
し
て
も
地

に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の

૾
を

は
る
か
に
し
の
͙
も
の
が
あ
る
こ
と
を
௧
感
さ
せ
ら
れ

た
。
い
ま
心
配
さ
れ
て
い
る
の
は
、
今
回
ü
０
０
ἅ
ἇ
を

ഁ
յ
し
た
が
、
そ
の
྆

に
「
割
れ
残
し
」
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
北
は
「
ؠ
手
・
੨

ଆ
」、

ೆ
は
「

総
ଆ
」
を
༠
発
す
る
Մ

ੑ
が
あ
っ
て
、
ن


の
大
き
な


を

う
地

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ݒ

೦
さ
れ
て
い
る
。
も
し

総
ଆ
で
ى
こ
れ

、
首
都
ݍ


の
Ө
ڹ
は
大
き
い
。

沖
合
だ
け
で
な
く
、
内

も

ܹ
し
た
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
て
い
る
。
３
月
11
日
の
࣍
の
日
、
長

県
ӫ

ଜ
で

度
ý
強
の
地

が
あ
っ
た
が
、
あ
れ
も
༠
発
さ
れ

た
も
の
だ
。
ւ
の
ଆ
で
あ
れ
だ
け
す
さ
ま
じ
い
ن

で
༳

ら
す
と
、
日
本
ྻ
ౡ
の
内

部
に
も
何
ら
か
の
Ө
ڹ
が
あ

っ
て
お
か
し
く
な
い
。
ま
だ
３
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
が
ى
き
る
Մ

ੑ
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

࠷

৺

ͳ
ೆ
ւ
τ
ϥ
ϑ
ڊ
େ



い
ま
一
൪
心
配
さ
れ
て
い
る
の
は
ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
ڊ
大
地


だ
。
東
北
地
ํ
太
平
༸
沖
地

と
同
じ
よ
う
な
メ
Χ
χ

ζ
ム
で
、
ւ
の
沖
合
の
ւ
ߔ
で
ى
き
る
と

ఆ
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
日
本
が
こ
ん
な
に
地

や
Ր
ࢁ
の

Ր
が
ଟ
い

か
と
い
え

、
日
本
ྻ
ౡ
周
ล
に
は
࢛
つ
の
ϓ
Ϩ
ー
ト
と

ݺ

れ
る
ؠ
൫
が
う
ご
め
き
合
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

伊
౾
半
ౡ
は
ੲ
、
は
る
か
沖
合
に
あ
っ
て
、
日
本
ྻ
ౡ

が
乗
っ
て
い
る
ϓ
Ϩ
ー
ト
と
は
別
の
ϑ
ィ
リ
ϐ
ン
ւ
ϓ
Ϩ

ー
ト
に
乗
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
北
に
動
き
、
ど
ん
ど
ん
日

本
ྻ
ౡ
に
近
ͮ
い
て
き
て
、
Ϳ
つ
か
り
、
今
の
地
ܗ
に
な

っ
て
い
る
。
ϑ
ィ
リ
ϐ
ン
ւ
ϓ
Ϩ
ー
ト
が

ଆ
の
ϓ
Ϩ
ー

ト
に
Ϳ
つ
か
り
、
ԡ
し
合
い
、
せ
め
͗
合
い
し
て
い
る
間

に
、

よ
り
ւ
の
ํ
が
重
い
の
で
、
ϓ
Ϩ
ー
ト
が
年
間
û

Ỗ
ü
₉

ん
で
い
く
。

み
ࠐ
む
ա
ఔ
で
、

ଆ
の
ϓ
Ϩ

ー
ト
も
そ
の

み
ࠐ
み
に
付
き
合
わ
さ
れ
、
࣋
ち
こ
た
え

て
い
る
が
、
あ
る
と
き
ݶ
ք
に
き
て
地

を
ى
こ
す
。

こ
れ
が
「
ϓ
Ϩ
ー
ト
ڥ
ք
地

」
の
؆
୯
な
説
明
で
、

内

ܕ
よ
り
も
は
る
か
に
ス
έ
ー
ϧ
が
大
き
な
も
の
に
な

る
。
東
日
本
大

ࡂ
は
ま
さ
に
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。
ࡕ
神

大

ࡂ
は
ϓ
Ϩ
ー
ト
ܕ
で
は
な
く
、
直
Լ
ܕ
の
内

地


だ
。
ϓ
Ϩ
ー
ト
が
Ϳ
つ
か
り
合
い
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、
周
ظ
は
ൺ
ֱ
的
ن
則
正
し
く
ى
き
て
い
る
。

地

ֶ
者
は
地

ܭ
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
ݹ
文
書
を
ప
ఈ
的
に
ચ
い
出
す
。
ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
地


の
記
録
は
、
最
近
で
は
１
û
９
ÿ
年
の
明
応
地

、
ߐ

ށ
時
代
に
入
っ
た

か
り
の
１
ý
０
ü
年
の
ܚ
長
地

、


࢜
ࢁ

Ր
に
つ
な
が
っ
た
１
７
０
７
年
の
ๅ
Ӭ
地

な

ど
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
地

ܭ
な
ど
な
い
時
代
だ
が
、
ݹ

文
書
を
読
む
こ
と
で
か
な
り
分
か
る
。

一
൪
最
近
で
は
、
戦
中
の
44
年
に
東
ೆ
ւ
で
地

が
あ

り
、
２
年
後
の
46
年
に
ೆ
ւ
地

が
あ
っ
た
。
ๅ
Ӭ
地


で
は
東
ւ
地

と
ೆ
ւ
地

が
同
時
に
ى
き
て
い
る
が
、

こ
の
時
は
２
年
間
を
ஔ
い
て
い
る
。
一
度
に
ى
き
る
ύ
タ

ー
ン
と
、
ず
れ
て
ى
き
る
ύ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
࣍
は
ど
う

い
う
ύ
タ
ー
ン
で
く
る
か
ݒ
೦
さ
れ
て
い
る
が
、
一
度
に

ى
き
て
し
ま
う
と
、
静
Ԭ
の
ॣ
Տ

沖
か
ら
大
分
県
ま
で

大
き
な
ඃ

が
出
る
ڪ
れ
が
あ
る
。
日
本
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
ଶ
も
、

ఆ
し
て
お
い
た

ํ
が
よ
い
と
思
う
。

最
近
は
１
０
０
年
か
ら
２
０
０
年
୯
位
で
大
き
な
地


が
ى
き
て
い
る
の
で
、
最

で
は
20
Ỗ
３0
年
後
に
来
る
Մ


ੑ
が
あ
る
。
ಛ
に
Ԋ
؛
の
県
は
、
そ
の
対
策
に
ඇ
ৗ
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
ւ
が

ݯ
と
な
れ

、
ڊ
大
な



を

う
。
高
知
県
ࠇ
潮
町
で
は
３4
ἇ
の


と
い
う
シ
ἀ

ỽ
Ω
ン
ά
な
数
ࣈ
も
出
て
い
る
。

さ
ら
に
ࠔ
っ
た
こ
と
に
、
ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
地

の

ݯ
は

ഁյ͞ΕͨೆࡾொͷࡂରࡦிࣷʢචऀࡱӨʣ
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東
日
本
大

ࡂ
の
時
よ
り
も

に
近
く
、


が
よ
り
早

く
来
ऻ
す
る
と

ఆ
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
地

が
ޕ
後

２
時
46
分
で
、
ٶ
ݹ
に


が
到
達
し
た
の
が
約
20
分
後

だ
っ
た
と
記
Ա
し
て
い
る
が
、
静
Ԭ
県
の
ޚ
前
࡚
と
か
高

知
県
の
ࣨ
ށ
あ
た
り
に
は
ü
分
と
か
10
分
͙
ら
い
で
来
て

し
ま
う
Մ

ੑ
が
あ
る
。
地

が
発
生
し
て
び
っ
く
り
し

て
い
る
間
も
な
く
ಀ
げ
出
さ
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
い

う
厳
し
い

件
に
あ
る
と
考
え
、
地
元
で
は
ආ

܇
࿅
な

ど
、
い
ろ
い
ろ

夫
を
重
Ͷ
て
い
る
。

ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
も
心
配
だ
が
、
東
京
も
さ
ま
͟
ま
な
リ
ス

ク
を
๊
え
て
い
る
。
ま
ず

総
沖

ݯ
の
ڊ
大
地

は
１

ý
７
７
年
以
来
な
い
。
こ
の
時
は
̢
ÿ
で


に
ऻ
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
か
な
り
時
間
が
た
っ
て
い
る
の

で
、
東
北
地
ํ
太
平
༸
沖
地

に
༠
発
さ
れ
る
ܗ
で
ى
き

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
声
も
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
で
よ
く
言
わ
れ
る
首
都
直
Լ
ܕ
地

だ
が
、

メ
Χ
χ
ζ
ム
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
研
究
は
ਐ
ん
で
い
る

が
、
周
ظ
ੑ
が
ݟ
い
だ
し
に
く
い
。

ݯ
地
も
、
ߥ

か

立

か
、
ॾ
説
あ
る
。
い
つ
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
ى
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
ݱ

ঢ়
だ
。


࢜
ࢁ

Ր
ͷ
߱
փ
ỏ
ή
Ϧ
ϥ
߽
Ӎ
ộ

Ր
ࢁ
で
は

࢜
ࢁ
の

Ր
が
一
൪
心
配
さ
れ
て
い
る
。

Ծ
に
༹
ؠ
ྲྀ
の
ඃ

が
な
く
て
も
、
Ր
ࢁ
փ
が
ภ

風
に

乗
れ

、
ๅ
Ӭ
の
と
き
ߐ
ށ
の
町
が
փ
だ
ら
け
に
な
っ
た

の
と
同
じ
こ
と
が
ى
き
る
。
Ր
ࢁ
փ
は
૭
を
閉
め
切
っ
て

い
て
も
入
っ
て
く
る
。
ύ
ι
ί
ン
や
ણ
ࡉ
な
さ
ま
͟
ま
な

機
ث
に
༩
え
る
Ө
ڹ
は
大
き
い
。

Թ
ஆ
Խ
に
よ
っ
て
ή
リ
ラ
߽
Ӎ
や
ڊ
大

風
も
૿
え
、

ಛ
に
東
京
東
部
の

Ԋ
い
の
θ
ϩ
メ
ー
ト
ϧ
地
ଳ
な
ど
、

低
い

地
の
ਁ
水
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ή
リ

ラ
߽
Ӎ
は
本
当
に
Թ
ஆ
Խ
に
よ
っ
て
૿
え
て
い
る
の
か
、

気

ி
も
い
ろ
い
ろ
ௐ
べ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
அ
言
は
で

き
な
い
よ
う
だ
。
Ӎ
量
ܭ
を
ੲ
よ
り
き
め
ࡉ
か
く
ஔ
い
て

い
る
の
で
、
ࡉ
か
い
デ
ー
タ
ま
で
र
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
ݟ
て
く
る
と
、
東
京
は
リ
ス
ク
の
ଟ
い
所

だ
と
改
め
て
思
う
が
、
そ
れ
を

ఆ
し
て
何
を
උ
え
る
べ

き
か
考
え
て
み
た
。
ࡕ
神
大

ࡂ
の
時
の
教
܇
は
、
ま
ず

事
業
所
お
よ
び
ډ

の



அ
を
し
、


ੑ
を
高
め

る
こ
と
だ
っ
た
。
ே
ü
時
46
分
に
発
生
し
て
৸
ࣨ
で
圧
死

と
い
う
ํ
も
ଟ
か
っ
た
が
、
１
日
の
３
分
の
１
を
ա
ご
す

৸
ࣨ
だ
け
で
も
せ
め
て


ੑ
を
強
Խ
し
、
自
分
の

を

क
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

高
層
ビ
ϧ
の
上
層

階
で
は
༳
れ
が
い
つ
ま
で
も
続
く
長
周
ظ
地

動
が
あ
る
。

උ

は
３
日
分
༻
意
し
て
お
け

、
あ
と
は
行
政
が
ආ


所
に
࣋
っ
て
き
て
く
れ
る
と
い
う
の
が
ੲ
の
話
だ
っ
た

が
、
３
日
で
は
無
理
だ
。
東
日
本
大

ࡂ
の
時
、
１
ि
間

た
っ
て
も
全
く
物
が
ಧ
か
な
い
ආ

所
が
あ
っ
た
し
、
東

京
で
は
ආ

所
に
入
り
切
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

高

層
Ϛ
ン
シ
ἀ
ン
が
૿
え
て
い
る
が
、
そ
の
ॅ
人
が
খ
ֶ
ߍ

に
ආ

す
る
と
い
っ
て
も
容
量
Φ
ー
ό
ー
に
な
る
だ
ろ
う

し
、
地
元
の
自
治
会
と
の
あ
つ
れ
き
も
心
配
さ
れ
る
。
Ϛ

ン
シ
ἀ
ン
の

理

合
で
උ

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

ؼ


民
の
問
題
も
大
き
い
。
東
日
本
大

ࡂ
の
時
、

東
京
も

度
ü
強
で
大
変
だ
っ
た
。
ݐ
物
の
่
յ
、
Ր

ࡂ
、
道
࿏
が
割
れ
る
な
ど
は
な
か
っ
た
が
、
あ
れ
は
ྫ
֎

的
に

件
が
良
か
っ
た
と
思
っ
た
ํ
が
よ
い
。
あ
の
日
、

̟
̧
は
ࢭ
ま
っ
て
い
た
が
、
ࢲ
మ
は

か
ら
動
き
࢝
め
、

何
と
か
Ո
に
た
ど
り
ண
い
た
人
は
ଟ
か
っ
た
。
首
都
直
Լ

の
地

が
ى
き
た
時
の
ؼ


民
は
あ
ん
な
も
の
で
は
ࡁ

ま
な
い
。
Τ
Ϩ
ベ
ー
タ
ー
も
し

ら
く
は
動
か
な
い
だ
ろ

う
し
、
ܞ
ଳ
ి
話
は
も
ち
ろ
ん
通
じ
な
い
。
ؼ


民
が

あ
ふ
れ
て
、
ٹ
ٸ
ं
や
ফ

ं
も
動
け
な
く
な
る
。
事
業

所
で
は
そ
の
人
た
ち
を
受
け
入
れ
る
ଶ
勢
を
今
か
ら
考
え

て
お
い
た
ํ
が
よ
い
と
思
う
。

東
京
を
า
い
て
い
て
ා
い
と
思
う
の
は
、
広
ࠂ
な
ど


֎
の
མ
Լ
物
だ
。
མ
ち
て
く
る
Ψ
ラ
ス
に
も
気
を
付
け
て

ほ
し
い
。
߄
て
て

֎
に
ඈ
び
出
す
の
は
ة
な
い
の
で
、

そ
の
ݐ
物
が
も
つ
よ
う
な
ら
、
し

ら
く

内
に
い
た
ํ

が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

Ր
ࡂ
も
心
配
だ
。
ࡕ
神
・
୶
࿏
大

ࡂ
で
も
Ր
ࡂ
が
ى

こ
っ
た
し
、
関
東
大

ࡂ
で
は
本
所
周
ล
の
ඃ

が
大
き

か
っ
た
。

７
Ԋ
い
や

田
区
な
ど
、


ॅ

ີ
ू
地

で
は
Ր
ࡂ
対
策
が
ٸ

だ
。

東
京
で
大
ඃ

が
出
た
時
、
大
ࡕ
、
名
ݹ

で
ど
う
ό

ỽ
ク
ア
ỽ
ϓ
す
る
か
、
報
道
機
関
で
は
そ
れ
を
೦
಄
に
ஔ

い
た
උ
え
が
か
な
り
ਐ
ん
で
い
る
。
ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
が
あ
っ

た
時
は
大
ࡕ
、
名
ݹ

を
ど
う
ό
ỽ
ク
ア
ỽ
ϓ
す
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
考
え
る
と
き
り
が
な
い
が
、
東
日
本

大

ࡂ
以
߱
、「

ఆ
֎
」
と
い
う
言
葉
は

わ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
し
、
で
き
る
だ
け
の
シ
ミ
ỿ
Ϩ
ー
シ
ἀ

ン
は
し
て
い
か
な
け
れ

な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
ࡂ

で
Ո
を
無
く
し
た

合
、
ま
ず
Ծ
設
ॅ


が
考
え
ら
れ
た
が
、
首
都
直
Լ
ܕ
で
シ
ミ
ỿ
Ϩ
ー
シ
ἀ

ン
す
る
と
、
２
年
以
上
か
か
っ
て
も
ま
だ
ݐ
設
中
だ
と
い
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う
話
が
あ
り
、
ڪ
ら
く
東
日
本
大

ࡂ
で
導
入
さ
れ
た

「
み
な
し
Ծ
設
」
を
࠾
༻
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

̪
̧
（
都
市
࠶
生
機
構
）、
県
Ӧ
ॅ

、
ޏ
༻
ଅ
ਐ
ॅ


の
ۭ
ࣨ
や
一
ൠ
の
ۭ
き
Ո
な
ど
を
ར
༻
し
て
、
そ
こ
に
入

っ
て
も
ら
う
。
ඃ
ࡂ
者
か
そ
う
で
な
い
人
か
の
区
別
は


し
い
が
、
ί
ス
ト

を
考
え
れ

ଟ
分
そ
う
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
Ծ
設
ॅ

は
ݐ
て
る
の
に
３
０
０

ສ
ԁ
、
յ
す
の
に
１
０
０
ສ
ԁ
で
、
û
０
０
ສ
ԁ
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
東
北
の

合
、
פ
冷
地


༷
の
も
の
に
し
、
風
࿊
も

い
だ
き
機

を
付
け
る
と
、

７
０
０
ສ
ԁ
前
後
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
２
Ỗ
３
年
た

て

յ
す
。
ί
ス
ト
的
に
考
え
れ

、
み
な
し
Ծ
設
を
૿

や
す
以
֎
に
な
い
。

い
ま
気

ி
が
発
表
す
る
情
報
は
ࡉ
か
く
な
っ
て
、
大

Ӎ
ܯ
報
、
記
録
的

時
間
大
Ӎ
ܯ
報
、

࠭
ࡂ

ܯ
報
情

報
な
ど
、
新
ޠ
も
出
て
い
る
。
一
ݟ
い
い
よ
う
に
も
思
え

る
が
、
あ
ま
り
に
も
情
報
が
ࡉ
か
ա
͗
て
情
報
が
さࡨ
く

૰そ
う

す

る
面
も
あ
る
。
広
ౡ
の

ੴ
ྲྀ
ࡂ

の
時
も
、
自
治
体
৬

員
に
அ
続
的
に
メ
ー
ϧ
、
ϑ
Ỹ
ク
ス
が
入
っ
て
き
て
、
ど

れ
が
重
要
な
情
報
か
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

ୈ

ײ
ಇ
͔
ͤ
ࣗ

ͷ

Λ
क
Ε

ÿ
月
20
日
ޕ
前
１
時
4９
分
、
広
ౡ
気


が
出
し
た

「
１
時
間
の
最
大
Ӎ
量
７0
ἄ
」
と
い
う
情
報
が
、
࣍
ʑ
に

来
る
ϑ
Ỹ
ク
ス
、
メ
ー
ϧ
に
ฆ
れ
ࠐ
ん
で
ຒ

し
、
ݟ
མ

と
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
ࡂ

で
は
報
道
機
関
、
メ
デ

ィ
ア
の
取
材
も
自
治
体
の
手
を

わ
せ
る
。
こ
の
点
は
わ

れ
わ
れ
メ
デ
ィ
ア
も
自
ռ
し
な
け
れ

な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

あ
ま
り
に
き
め
ࡉ
か
い
情
報
が
出
て
く
る
と
、
情
報
や

行
政
に
ґ
存
す
る
姿
勢
を
生
ん
で
し
ま
わ
な
い
か
と
い
う

ݒ
೦
も
ֶ
会
で
は
ٞ
論
さ
れ
て
い
る
。
伊
౾
大
ౡ
で
の


ੴ
ྲྀ
ࡂ

時
に
も
、
お
年
د
り
が
ς
Ϩ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ỿ

ー
に
、「
行
政
の
指
示
が
な
か
っ
た
か
ら
大
ৎ
夫
だ
と
思

っ
て
い
た
」
と

え
て
い
た
。

行
政
や
気


の
情
報
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
言
え

な
い
し
、
む
し
ろ
ࡉ
か
い
ϩ
ー
Χ
ϧ
な
と
こ
ろ
で
は
֎
し

て
い
る

合
も
ଟ
い
の
で
、
や
は
り
自
分
の
ୈ

感
を
ಇ

か
せ
、
情
報
ऩ
ू
す
る
。
ܞ
ଳ
ి
話
や
さ
ま
͟
ま
な



に
頼
り
ա
͗
る
の
で
は
な
く
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
ۭ

が
ٸ
に
҉
く
な
っ
た
、
ԕ
く
で
ཕ
໐
が
と
ど
ろ
く
、
生
ஆ

か
い
ۭ
気
に
ࠞ
じ
っ
て
ͻ
ん
や
り
し
た
風
が
ਧ
い
て
き
た

な
ど
、
そ
う
い
う
変
Խ
を
හ
感
に
感
じ
取
る
感
ੑ
を
大
事

に
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。

気

ி
や
自
治
体
に
は
今
後
も
ۭ
ৼ
り
を
ڪ
れ
な
い
で

情
報
を
出
し
て
ほ
し
い
が
、
地

に
し
て
も
Ր
ࢁ
に
し
て

も
ή
リ
ラ
߽
Ӎ
に
し
て
も
、
い
つ
も
ద
切
な
情
報
が
出
る

と
は
ݶ
ら
な
い
。
あ
る
ఔ
度
自
分
の

は
自
分
で

を
क

る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

˖
　̟
　

˖
　̟
　

˖
　̟
　

˖
˖

ừ
࣭
ٙ
応

の
一
部
Ử

　̦

ࢲ
は
中
部
ి
力
本
社
の
近
く
で
生
ま
れ
ҭ
っ
た

が
、
ޚ
前
࡚
に
中
ి

Ԭ
原
発
が
あ
っ
て
、
数
े
ἅ
北
に

は
東
ւ
道
新
װ
ઢ
が
走
っ
て
い
る
。
安
倍
首
相
も
経
ࡁ
ք

も
ί
ス
ト
の
安
い
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
ݯ
と
し
て
原
発
に
頼
ら
͟

る
を
ಘ
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
ޚ
前
࡚
が


に
ऻ
わ

れ
た
時
、
అ

や
原
発
の
冷
٫

ஔ
対
策
だ
け
で

え
ら

れ
る
と
は
思
え
な
い
。

　̖

東
日
本
大

ࡂ
の
時
、
ٶ
城
県
ঁ

原
発
は
高


に
あ
っ
た
の
で
、
͗
り
͗
り


が
来
な
く
て
無
事
に
冷

٫
で
き
た
が
、
東
京
ి
力
の

ౡ
は
ご
存
じ
の
よ
う
な
ঢ়

ଶ
に
な
っ
た
。
֬
か
に
ޚ
前
࡚
は

所
が
ѱ
い
。「
め
っ

た
に
な
い
か
ら
」
と
い
う
政
治
的

அ
の
よ
う
だ
か
、



だ
け
で
な
く
、
ど
う
い
う
յ
れ
ํ
で
東
ւ
地

が
ى
き

る
の
か
分
か
ら
な
い
ঢ়
گ
で
、
あ
の

所
に
ஔ
く
の
か
と

い
う
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

࠶
Ք
ಇ
一
൪
手
に
な
る

भ
ి
力
の
せ
ん

内だ
い

原
発
も
、
ほ

と
ん
ど
手
続
き
は
終
わ
り
、
年
明
け
࠶
Ք
ಇ
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
Ր
ࢁ
ֶ
者
は
あ
そ
こ
は
国
内
で
も
最
も
ة
な

い
、
ま
ず
い

所
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ࢁ
が
ڊ
大
な


Ր
を
す
る
と
、
中
の
も
の
を
ు
き
出
す
の
で
ۭ
ಎ
が
で

き
る
。
Ѩ
ો
の
Χ
ϧ
デ
ラ
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け


分
か
る
と
思
う
が
、
Ά
こ
っ
と
お
ז
の
よ
う
な
地
ܗ
が
で

ʢڞಉʣ

10cm

30cm
50cm

降灰の厚み
2cm

降灰の厚み
2cm

10cm

30cm
50cm

富士山噴火の降灰の可能性

富
士
山

50km50km

※「富士山ハザードマップ検討委員会」作成※「富士山ハザードマップ検討委員会」作成
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静
岡
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群馬長野

前橋 水戸
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き
る
。

内
原
発
の
半
ܘ
１
ý
０
ἅ
ἇ
以
内
に
そ
の
よ
う

な
Χ
ϧ
デ
ラ
が
ü
Χ
所
あ
る
。
そ
こ
で
ڊ
大

Ր
が
ى
こ

れ

Ր
ࡅ
ྲྀ
が
原
発
に
Ө
ڹ
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
と
い

う
、
考
え
た
く
も
な
い
こ
と
だ
が
、
Ր
ࢁ
ֶ
者
は
か
な
り

ݒ
೦
し
て
い
る
。

一
連
の
৹
ࠪ
の
中
で
も
そ
う
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
と
Պ

ֶ
者
は
ܯ

を
໐
ら
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
ڊ
大

Ր
は

１
ສ
年
に
１
回
ఔ
度
で
、
࠶
Ք
ಇ
ظ
間
中
に
そ
れ
が
ى
き

る
Մ

ੑ
は
े
分
低
い
と
い
う

அ
で
通
っ
て
し
ま
っ

た
。
Պ
ֶ
者
の
ة
機
感
も
意
ݟ
も
反
映
さ
れ
た
と
は
言
え

な
い
。

ࢲ
は
ݸ
人
的
に
、
東
日
本
大

ࡂ
以
߱
、
決
め
付
け
た

も
の
の
考
え
ํ
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
自
વ
に
ݠ

ڏ
で
な
い
と
、
ま
た
い
つ
か
手
௧
い
し
っ

返
し
が
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　̦

ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
で
直
近
の
も
の
は
戦
中
の
１
９
û
û

年
と
終
戦
直
後
の
46
年
だ
が
、
こ
の
時
の
ඃ

は
ど
の
ఔ

度
だ
っ
た
の
か
。

　̖

戦
中
の
44
年
の
時
は
報
道

制
が
引
か
れ
て
い
た

し
、
46
年
も
戦
後
の
υ
タ
ό
タ
の
中
で
、
ೆ
ւ
地

の
全

体
૾
が

わ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
あ

の
二
つ
は
ن

が
খ
さ
か
っ
た
の
で
、
࣍
が
早
く
来
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　̦

そ
の
前
の
三
つ
は
大
き
か
っ
た
が
、
直
近
の
も
の

は
ൺ
ֱ
的
খ
ن

だ
っ
た
か
ら
、
࣍
に
来
る
と
す
れ

大

き
い
だ
ろ
う
と
༧
ଌ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　̖

１
７
０
７
年
の
ๅ
Ӭ
地

は
だ
い
Ϳ
ݱ
代
に
近
ͮ

い
て
い
る
の
で
か
な
り
記
録
も
あ
る
が
、
そ
の
前
の
１
ý

０
ü
年
の
ܚ
長
地

に
つ
い
て
は
評
Ձ
が
割
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
に
東
日
本
大

ࡂ
よ
り
ଟ
い
２
ສ
２
０
０
０
人

の
٘
ਜ਼
者
が
出
た
明
治
三



が
あ
る
が
、
こ
の
時
の


度
は
３
͙
ら
い
だ
っ
た
。
ά
ラ
ỽ
と
༳
れ
た
だ
け
だ
と

思
っ
て
安
心
し
て
৸
て
い
た
ら
、
そ
の
後
、
と
て
つ
も
な

い


が
来
た
の
で
「


地

」
と
言
っ
た
り
、
地


が
Ώ
っ
く
り
ى
き
て


が
大
き
く
な
る
の
で
「
͵
る
͵

る
地

」
と
言
っ
た
り
し
た
。

ܚ
長
地

は
、


地

と
ڊ
大
な
ೆ
ւ
地

の
合
体

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ֶ
者
も
い
る
。
東
は
ど
こ

ま
で
Ө
ڹ
が
あ
っ
て
、

ଆ
が
ど
こ
ま
で
行
っ
た
の
か
、

֬
ఆ
は

し
い
。
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
ݹ
文
書
の
記
録
も
ո

し
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
ॾ
説
入
り
ཚ
れ
て
い
る
。
政


は
１
７
０
７
年
ๅ
Ӭ
地

の
連
動
ܕ
で
、
ೆ
ւ
と
東
ւ
が

同
時
に
ى
き
る
ύ
タ
ー
ン
を

ఆ
し
て
い
る
。

　̦

以
前
は
ॣ
Տ

に
地

ܭ
を
ஔ
く
と
か
、
ͻ
ず
み

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
と
地

が
ى
き
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
い
た
が
、
今
は
そ
れ
も
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
地


༧
知
の
ݱ
ঢ়
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　̖

そ
れ
は
東
ւ
地

の
こ
と
で
、
１
９
７
０
年
代
に

東
大
地

研
ॿ
手
だ
っ
た
ੴ
ڮ
ࠀ

氏
が
ॣ
Տ

地

説

を
ଧ
ち
出
し
て
以
来
、
そ
れ
が
法

に
も
な
り
、
東
ւ
地


は
༧
知
で
き
る
Մ

ੑ
が
あ
る
と
し
て
政

は
対
策
を

ਐ
め
て
き
た
。
９
月
１
日
の

ࡂ
の
日
に
は
ආ

܇
࿅
を

や
り
、
首
相
が
ݺ
び
ֻ
け
る
η
Ϩ
Ϟ
χ
ー
は
、
実
は
今
も

続
い
て
い
る
。
気

ி
や
政

と
し
て
は
、
東
ւ
地

は

༧
知
Մ

と
い
う
ض
を
߱
ろ
し
て
は
い
な
い
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
え

、
戦
時
中
の
１
９
û
û
年
に

東
ೆ
ւ
地

が
発
生
し
た
際
、
水
४
ଌ
量
を
し
て
い
て
、

直
前
に
地
֪
変
動
が
あ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
ಘ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
同
じ
ύ
タ
ー
ン
で
ى
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
ͻ
ず
み
ܭ
を
ஔ
い
て
今
も
気

ி
の
৬
員
が
24
時
間

交
代
制
で
ウ
Φ
ỽ
ν
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
༧
知
Մ

ੑ

を
前
ఏ
に
や
っ
て
い
る
の
は
東
ւ
地

だ
け
で
、
首
都
直

Լ
や
ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
に
つ
い
て
は
、
地

ܭ
は
ஔ
い
て
い
る

が
、
༧
知
で
き
る
と
い
う
ଶ
勢
で
は

ん
で
い
な
い
。
東

ւ
地

に
つ
い
て
も
、
あ
く
ま
で
༧
知
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ۭ
ৼ
り
も
े
分
あ
る
と
思
っ
た
ํ

が
よ
い
。

　̦

１
ý
７
７
年
の
̢
ÿ
以
来
な
い
と
い
う

総
沖


ݯ
の
地

と
、
首
都
直
Լ
地

と
の
ҧ
い
を
教
え
て
ほ
し

い
。　̖


総
沖
は
ϓ
Ϩ
ー
ト
ڥ
ք
ܕ
の
地

で
、
東
日

本
、
ೆ
ւ
ト
ラ
ϑ
と
同
じ
だ
。


が
ා
い
。

度
ý
以

上
で
、
か
な
り
広
い
範
ғ
に
Ө
ڹ
す
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
。

直
Լ
ܕ
地

は
ϓ
Ϩ
ー
ト
ڥ
ք
地

よ
り
も
ن

と
し

て
は
若
ׯ
খ
さ
く
な
る
。
た
だ
、
̢
が
ൺ
ֱ
的
খ
さ
い
と

は
い
え
、
そ
の
上
に
都
市
が
あ
る
の
で
、
神
ށ
の
よ
う
な

大
惨
事
の
ڪ
れ
が
あ
る
。
Ծ
に

度
７
が
ى
き
た

合
、

時
間
ଳ
に
も
よ
る
が
、
容
қ
な
ら
͟
る
事
ଶ
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　̦

関
東
大

ࡂ
の
周
ظ
説
は
今
も
あ
る
の
か
。

　̖

関
東
地

に
つ
い
て
は
、
相

ト
ラ
ϑ
の
ϓ
Ϩ
ー

ト
の

み
ࠐ
み
で
２
０
０
年
前
後
の
周
ظ
で
ى
き
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
前
回
が
１
９
２
３
年
だ
か
ら
、
ೆ
ւ
ト
ラ

ϑ
よ
り
は
切
迫
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
本
ߘ
は
11
月
1９
日
に
行
っ
た
講
演
内
容
を
要
約
、
一
部

Ճ
ච
し
た
）
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地
൫

Լ
が
続
く
ถ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
ք
が
๊
え
る
一

൪
の
՝
題
は
、
ܹ
変
す
る
メ
デ
ィ
ア

ڥ
Լ
に
あ
っ
て
ਐ

行
す
る
読
者
の
׆
ࣈ

れ
と
、
移
動
体
・
ス
Ϛ
ー
ト
メ
デ

ィ
ア
な
ど
を
中
心
と
す
る
ి
子
メ
デ
ィ
ア
ഔ
体

の
情
報


৮
行
動

の
シ
ϑ
ト
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

ඇ
Ӧ
ར
の
ถ
χ
ỿ
ー
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
ௐ
ࠪ
研
究
機

関
で
あ
る
「
ϐ
ỿ
ー
・
リ
サ
ー
ν
・
η
ン
タ
ー
」（
̥
̧

̘
）
が
２
年
間
に
わ
た
り
ط
存
メ
デ
ィ
ア
の
「
Ϩ
Ψ
シ

ー
・
メ
デ
ィ
ア
」（
＝
以
Լ
̡
̢
）
と
「
ඇ
Ӧ
ར
の
χ
ỿ

ー
ス
取
材
・
ฤ
ू
者
」（
＝
以
Լ
̣
̥
̣
）
と
の
ڠ
ಇ
の

在
り
ํ
に

目
し
、
χ
ỿ
ー
ス
取
材
・
ฤ
ू

৫
の
間
で

χ
ỿ
ー
ス
を
社
会
に
ఏ
示
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
Մ

ੑ

が
あ
る
か
を
ௐ
ࠪ
し
、
こ
の
ほ
ど
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
・

ύ
ー
ト
ナ
ー
シ
ỽ
ϓ
Ỗ
新
た
な
ར
ӹ
を
求
め
て
」
と
題
し

た
リ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
発
表
し
た
（
̥
̧
̘
、
12
月
û
日
）。

̥
̧
̘
の
ௐ
ࠪ
研
究
ϓ
ϩ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ᶃ
ඇ
Ӧ
ར

χ
ỿ
ー
ス
の
ૹ
り
出
し
૭
ޱ
戦
ུ
ᶄ
新
聞
の
自
ݾ
変
革
戦

ུ
ᶅ
地
元
ϩ
ー
Χ
ϧ
χ
ỿ
ー
ス
報
道
の
変
Խ
と
ݱ
ঢ়
ᶆ
デ

ジ
タ
ϧ
戦
ུ

の
本
格
ண
手
な
ど
を
ப
と
し
た
ௐ
ࠪ
研
究

を
手
ֻ
け
て
き
た
。
今
回
の
ま
と
め
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
̣

̥
̣
が
̡
̢
と
新
た
な
つ
な
が
り
を
࣋
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ζ
ム
׆
動
に
ま
い
ਐ
し
て
い
る
姿
が
ݦ
著
に
ݟ
ら
れ
る
点

が
、
ز
つ
か
の
ಛ

と
と
も
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

̡
̢
は
、
２
０
０
０
年
代
後
半
の
経
Ӧ
ޮ
率
Խ
戦
ུ
に

よ
っ
て
ղ
ޏ
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
改
め
て
ڠ
ಇ
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
報
道
量
を
૿
Ճ
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
ଞ
ํ
、
̡
̢
に
ղ
ޏ
さ
れ
て
̣
̥
̣
に
関
わ

り
࢝
め
た
人
た
ち
は
、
ಠ
自
の
χ
ỿ
ー
ス
を
よ
り
ଟ
く
の

読
者
に
発
信
し
、
安
ఆ
的
に
ڙ
څ
す
る
ν
ャ
ン
ω
ϧ
を
֬

保
す
る
こ
と
を
ئ
っ
て
い
る
。

ถ
Φ
ン
ラ
イ
ン
・
χ
ỿ
ー
ス
ڠ
会
の
ジ
ム
・
ブ
ラ
デ
ィ

前
会
長
は
「
今
こ
そ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
օ
で

ஆ
か
さ
を
求
め
て
、
一
つ
の

所
に
ू
ま
る
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
。
χ
ỿ
ー
ス
取
材
・
制
作
に
関
わ
る
全
て
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
ू
結
す
る
こ
と
が
、
一
ൠ
の
人
ʑ
に

ど
の
よ
う
な
恩
ܙ
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
、
少
な
く
と

も
理
論
的
に
は
、
よ
り
෯
広
く
、
ま
た
掘
り
Լ
げ
た
χ
ỿ

ー
ス
報
道
が
Մ

に
な
り
、
χ
ỿ
ー
ス
が
人
ʑ
に
と
っ
て


近
で
、
৮
れ
や
す
い
存
在
に
な
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
ٞ
論
に
な
る
の
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
に
関
わ

る
「
χ
ỿ
ー
ス
制
作

৫
」
に
対
す
る
理
ղ
だ
と
思
わ
れ

る
。
人
に
よ
っ
て
も
ղ
ऍ
が
ҟ
な
る
が
、
一
ൠ
的
に
、
χ

ỿ
ー
ス
制
作

৫
は
、
記
事
の
内
容
や

え
ํ
が
ଟ
༷

で
、
よ
り
広
い
範
ғ
に

え
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
ଟ
く

の
人
に
ૌ
求
で
き
る
力
を
උ
え
る
こ
と
が
ظ

さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
前
ఏ
で
、
̥
̧
̘
が
ถ
国
内
の
代
表
的

な
ڠ
ಇ
事
ྫ
を
ௐ
ࠪ
し
た
と
こ
ろ
、

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
ᶃ
大
ن

な
ޏ
༻
Χ
ỽ

ト
や
広
ࠂ
ऩ
入
ݮ
の
時
ظ
を
抜
け
た
̡
̢
は
、
࣭
の
高
い

χ
ỿ
ー
ス
を
ڙ
څ
し
て
く
れ
る
̣
̥
̣
ύ
ー
ト
ナ
ー
を
探

し
て
い
る
ᶄ
̡
̢
は
ௐ
ࠪ
報
道
や
ಛ
μ
ω
記
事
な
ど
、
取

材
අ
を
ଟ
く
必
要
と
す
る
た
め
、
ಠ
自
で
取
り

む
こ
と

が
で
き
な
い
取
材
報
道
の
ॿ
っ
人
と
し
て
̣
̥
̣
を
位
ஔ

付
け
て
い
る
ᶅ
ඇ
Ӧ
ར
の
̣
̥
̣
を
支
え
る
た
め
の
民
間

資
ۚ
サ
ポ
ー
ト
の
ރ
ׇ
は
؆
୯
に
日
ৗ
׆
動
の
継
続
を
ڴ

か
す
ᶆ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
׆
動
に
お
け
る

૾
の
共
同
体

関
係
の
構
ங
が
、
ϩ
ー
Χ
ϧ
に
閉
じ
な
い
国
内
横
அ
ܕ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
の
新
ト
Ϩ
ン
υ
と
な
る
Մ

ੑ
が
あ
る
。

さ
ら
に
ᶇ
ݱ
行
の
新
聞
ߪ
読
者
を
中
心
に
ਾ
え
る
̡
̢

は
ྫ
え

、
デ
ジ
タ
ϧ
の
メ
デ
ィ
ア
ί
ン
ς
ン
π
ల
։
を

中
心
に
す
る
̣
̥
̣
と
の
間
で
、
中
心
的
な
χ
ỿ
ー
ス
記

事

৮
者
年
齢
層
な
ど
属
ੑ
の
差
ҟ
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、

和
ੑ
を
欠
い
て
時
に
は
ڝ
合
関
係
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
、
̡
̢
と
̣
̥
̣
と
の
間
の
デ
ジ
タ
ϧ
ڠ
ಇ
を
め

͙
る
取
り

み
は
二
の
࣍
に
さ
れ
る
Մ

ੑ
が
あ
る
、
最

後
に
ᶈ
基
ۚ
や
ا
業
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
̣
̥
̣

の
ௐ
ࠪ

報
道
支
援
は
、
࣭
の
高
い
ௐ
ࠪ
報
道
を
生
む
Մ

ੑ
が
高

い
が
、
こ
れ
ら
の
成
功
が
社
会
で
民
主
的
な
ٞ
論
を
ר
き

ى
こ
し
、
ま
た
ߋ
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
ݺ
び
ࠐ
む
き
っ
か
け

と
な
る
。

ถ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
業
ք
が
ة
機
を
感
じ
さ
せ
る
ঢ়
گ

に
ؕ
っ
た
際
、
民
主
的
な
社
会
を
ҡ
࣋
す
る
た
め
の
Τ
ン

ジ
ン
と
し
て
の
役
割
の
重
要
ੑ
に
ؑ
み
、
一
時
は
連
邦
が

ެ
的
資
ۚ
の
投
入
を
ݕ
౼
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、

̣
̥
̣
の
力
が
社
会
に
ࠜ
付
き
、
さ
ら
に
信
頼
ੑ
を
ங
き

上
げ
る
ڠ
ಇ
関
係
が
Ճ

す
れ

、
い
ま
だ
に
༳
れ
る
ถ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
基
൫
の
安
ఆ
Խ
に
資
す
る
に
ҧ
い
な
い
。

（
ۚ
ࢁ
ɹ
ษ
＝
立
命
ؗ
大
ֶ
教
授
）

既
存
メ
デ
ィ
ア
と
非
営
利
編
集
者
の
協
働
の
道
探
る

米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
調
査
機
関
が
リ
ポ
ー
ト
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อ
　ా

く
し
く
も
ࡢ
日
14
日
、
ே
日
新
聞
の

ଜ
伊た
だ

量か
ず

社
長
が
、
原
発
事
ނ
の
「
٢
田
ௐ
書
」
関
連
記
事
の
取
り

ফ
し
、
従
軍
Қ
安
්
報
道
の
記
事
取
り
ফ
し
で
ँ
罪
し
な

か
っ
た
こ
と
、

上
জ
さ
ん
の
ί
ラ
ム
掲
載
を
一
時
ݟ
合

わ
せ
た
こ
と
の
責
任
を
取
り
、
ࣙ
任
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
ޡ
報
問
題
に

を
発
し
、
安
倍
晋
三
政
権
や
一
部

Ϛ
ス
ί
ミ
に
よ
る
ܹ
し
い
ே
日
ό
ỽ
シ
ン
ά
が
続
き
、

「
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
史
の
分
水
ྮれ
い

」（
ຖ
日
新
聞
）

と
も
言
う
べ
き
報
道
の
ة
機
を
ܴ
え
て
い
る
。
こ
の
時
ظ

に
当
た
り
、
１
９
ý
０
年
代
に
東
京
大
ֶ
新
聞
研
究
所
で

研
究
生
と
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
を
ֶ
ん
だ
者
が
ू
い
、

こ
の
ة
機
を
ど
う
乗
り
ӽ
え
る
べ
き
か
ଟ
֯
的
に
౼
ٞ

し
、
そ
の
掲
載
を
通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
ք
に
広
く
こ
の
問
題

に
つ
い
て
発
信
し
た
い
。

出
੮
者
の
中
に
は
、
ே
日
で
Պ
ֶ
部
長
を

め
ら
れ
た

ࣲ
田
మ
治
氏
を
は
じ
め
、
ே
日
̤
̗
が
ý
人
ؚ
ま
れ
て
い

る
。
本
日
の
࢘
会
を
事
業
構

大
ֶ
Ӄ
大
ֶ
副
ֶ
長
の
上



༸
氏
に
お
ئ
い
し
た
い
。

࢘
ձ　

で
は
、
ୈ
一
報
ࠂ
者
の
Ԭ
さ
ん
か
ら
。

ਇ
Ү

ỏ
ࢁ
ా
ް
࢙
྆
ࢯ
ͷ

ߟ
͔
Β

Ԭ　

今
、
書
ళ
に
は
さ
ま
͟
ま
な
「
ே
日
ୟた
た

き
」
の
出

版
物
が
ώ
ラ
ੵ
み
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
ि
ץ
文
春
ྟ

時
૿
ץ
号
（
ࡢ
年
10
月
３
日
号
）
は
、
９0
年
以
߱
に
文


春
秋
社
発
行
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ே
日
関
連
の
記
事
か

ら
「
選え

り
抜
き
の
論
考
」
を
選
ん
だ
と
う
た
い
、『「
ே
日

新
聞
」
は
日
本
に
必
要
か
』
と
い
う
η
ン
η
ー
シ
ἀ
ナ
ϧ

な
タ
イ
ト
ϧ
が
付
け
ら
れ
、

ඌ
װ
二
、
藤
Ԭ
信
উ
、
ീ


ल
࣍
氏
な
ど
᭞そ
う

ʑそ
う

た
る
論
٬
に
よ
る
論
文
が
ଟ
数
࠶
録

さ
れ
て
い
る
。「
ӈ
」
の
論
٬
が
「
ࠨ
」
の
ே
日
新
聞
を

ਇ
Ү

ỏ
ࢁ
ా
ް
࢙
྆
ࢯ
ͷ

ߟ
͔
Β

討
論
会
　
朝
日
新
聞
の
再
生
へ
向
け
て

　
　
　「
誤
報
」
問
題
と
バ
ッ
シ
ン
グ
を
考
え
る

ઙ
প
ɹ
ӳ
ൣ 

元
ຖ
日
新
聞
記
者

Ҫ
্
ɹ
ོ
ੜ 

元
ே
日
新
聞
記
者

Ԭ
ɹ
ɹ

ढ़ 

ห
ޢ
࢜

Ճ
౻
य़
ܙ
 ࢠ

元
大
ֶ
教
員


্
ɹ
୷
Ӭ 

元
ே
日
新
聞
記
者


ޱ
ɹ
ਯ
 ࢠ

元
ฤ
ू
者


ଜ
ɹ
ӳ
༤ 

元
ே
日
新
聞
記
者

ۙ
౻
ɹ
ٛ
ত 

元
ຖ
日
新
聞
記
者

ࣲ
ా
ɹ
మ
 ࣏

元
ே
日
新
聞
記
者
（
Պ
ֶ
部
長
）

৽
ಊ
ɹ
ກ
 ࢠ

通
訳
者

࠭
ࢁ
ɹ
ɹ
ਗ਼ 

元
ே
日
新
聞
記
者

ۄ

ɹ
ල
 

元
新
聞
研
究
所
研
究
生

த

ɹ

ീ 
元
ே
日
新
聞
記
者
・
元
大
ֶ
教
員

（
࢘
会
）
্

ɹ

༸　
　

大
ֶ
教
員

（
設
Ӧ
）
อ
ా
ɹ
ཾ
　
　
「
メ
デ
ィ
ア
ల

」
ฤ
ू
長

（
２
０
１
û
年
11
月
15
日
、
日
本
ϓ
Ϩ
ス
η
ン
タ
ー
で
）

〈出੮者・敬শུ〉
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߈
ܸ
す
る
手
法
を
知
り
た
く
、
通
読
し
て
み
た
。

今
日
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
中
の
ݱ
代
史
Ո
・
ਇ
Ү


氏
の
「
Қ
安
්
『

の
上
話
』
を
ప
ఈ
ݕ
証
す
る
」（「
ॾ

܅
」
９6
年
12
月
号
に
掲
載
、
以
後
「
ୈ
一
論
文
」
と
ݺ
Ϳ
）

と
、「
ே
日
WT
̣
̝
̠
全
面
戦
争
の
ٯ
స
ܶ
」（「
ॾ
܅
」

05
年
３
月
号
掲
載
、「
ୈ
二
論
文
」
と
ݺ
Ϳ
）
で
あ
る
。

ਇ
氏
は
ୈ
一
論
文
で
、
日
本
の
裁

所
に
ఏ
ى
さ
れ
た

ૌ
ু
で
の
原
ࠂ
（
従
軍
Қ
安
්
経
ݧ
者
）
の
ૌ
ঢ়
か
ら
र

い
上
げ
た
「

の
上
話
」
を
分
析
。
う
ち
２
人
は
Ω
ー
η

ン
と
い
う
ϓ
ϩ
の
出

で
、
強
制
さ
れ
て
Қ
安
්
に
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ଞ
の
1９
人
の
証
言
か
ら
も
、
ே


半
ౡ
に
お
い
て
は
日
本
の

憲
に
よ
る
Қ
安
්
の
強
制

連
行
的
ௐ
達
は
な
か
っ
た
と
அ
ఆ
し
て
よ
い
と
言
う
。
そ

の
上
で
、
Қ
安
්
は
民
間
の
業
者
が
「

行
ҝ
」
と
し
て

の
ച
春
を
目
的
に
ࢲ
的
な
契
約
で
ޏ
༻
し
て
い
た
ঁ
ੑ
た

ち
が
大
部
分
で
あ
る
か
ら
、
戦
後
補
ঈ
の
対

と
す
べ
き

で
は
な
い
と
言
う
。

中
国
ࢁ

ল
の
Қ
安
්
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
Ҭ
に
ற

ಮ
し
て
い
た
中
ୂ
の
生
存
者
か
ら
ਇ
氏
自

が
ஸ
ೡ
な
聞

き
取
り
ௐ
ࠪ
を
し
た
結
果
、
Қ
安
්
た
ち
の
ڙ
述
を
൱
ఆ

し
て
い
る
。
当
時
、
ീ
࿏
軍
が
周
ล
に
い
た
と
こ
ろ
で
の

ݽ
ಠ
な
क
උ
ୂ
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
こ
で
民
心
に
反
す
る

よ
う
な
こ
と
を
や
れ

、
た
ち
ま
ち
յ
໓
し
た
で
あ
ろ
う

と
い
う
わ
け
だ
。
ϑ
ィ
リ
ϐ
ン
の
Қ
安
්
に
つ
い
て
も
社

会
階
層
的
な
分
析
を
ࢼ
み
て
い
る
。

結
論
部
分
で
は
、
ア
ジ
ア
の
戦

に
お
け
る
日
本
軍
に

よ
る
「
ੑ
ඃ

」
は
Қ
安
所
ܕ
を
࣠
に
、「
自
༝
࿀
Ѫ
」

ܕ
や
Ϩ
イ
ϓ
ܕ
が
ࠞ
在
す
る
ෳ
雑
な
༷
相
で
、
地
Ҭ
別
の

実
ଶ
ௐ
ࠪ
が
今
後
も
必
要
だ
と
ఏ
言
し
て
お
り
、
ਇ
氏
の

政
治
的
な
立

と
は
無
関
係
に
、
実
証
的
な
ཪ
付
け
を


っ
た
説
ಘ
力
の
あ
る
論
文
だ
と
評
Ձ
で
き
る
。

ୈ
二
論
文
は
、
従
軍
Қ
安
්
問
題
を

及
す
る
「
ঁ
ੑ

国
際
法
ఊ
」
を
取
り
上
げ
た
̣
̝
̠
の
൪

を
め
͙
る
も

の
で
あ
る
。
ே
日
新
聞
は
05
年
１
月
12
日
、「
̣
̝
̠
の

Қ
安
්
൪

が
改
変
さ
れ
た
の
は
中

昭
一
氏
と
安
倍
氏

が
介
入
し
た
か
ら
」
と
い
う
記
事
を
本
田
խ
和
記
者
の
ॺ

名
入
り
で
出
し
た
。
̣
̝
̠
は
強
く
߅
ٞ
し
、
྆
者
間
で

ެ
։
࣭
問
ঢ়
や
記
者
会
ݟ
の
や
り
と
り
が
続
く
。

当
時
、（「
ঁ
ੑ
法
ఊ
」
を
主
࠵
し
た
）「
ό
ウ
ω
ỽ
ト
」

が
原
ࠂ
に
な
り
、
̣
̝
̠
と
関
連
制
作
会
社
２
社
を
ඃ
ࠂ

と
し
て
、
ظ

権
৵

の
不
法
行
ҝ
に
よ
る
ଛ

ഛ
ঈ
を


求
す
る
と
い
う
事
件
の
߇
ૌ
৹
が
࢝
ま
っ
て
い
た
。
ே

日
記
事
の
ཌ
日
、
こ
の
൪

を
୲
当
し
た
̣
̝
̠
の
長
井

さڿ
と
るν
ー
ϑ
ϓ
ϩ
デ
ỿ
ー
サ
ー
（
̘
̥
）
が
記
者
会
ݟ
し
、

ど
う
い
う
介
入
が
あ
っ
た
か
を
述
べ
た
。

̣
̝
̠
の
上
層
部
の
要

で
ٸ
き
ょ
、
こ
の
൪

に
ビ

デ
Φ
出
演
し
た
ਇ
氏
は
、
ୈ
二
論
文
で
「
長
井
̘
̥
の
記

者
会
ݟ
で
の
発
言
は
、
う
わ
さ
、

聞
、
Բ
ଌ
だ
ら
け
」

と
அ
ఆ
し
た
上
で
、「
ど
う
や
ら
こ
の
（
̣
̝
̠
と
の
）

ό
ト
ϧ
は
ே
日
の

ഊ
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
２
年
後
に
東
京
高
裁
は
、
長
井
̘
̥
の
記
者

会
ݟ
と
同
内
容
の
証
言
を
全
面
的
に
࠾
༻
し
、
ό
ウ
ω
ỽ

ト
全
面
উ
ૌ
の
ٯ
స

決
を
言
い

し
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ਇ
氏
は
ྟ
時
૿
ץ
号
で
、
こ
の
高
裁

決
に

は
৮
れ
ず
、
最
高
裁
が
ό
ウ
ω
ỽ
ト
ଆ
の

求
を
全
部
غ

٫
し
た
こ
と
の
み
を
付
記
し
結
局
、
自
分
の
言
っ
て
い
る

こ
と
が
正
し
い
と
し
て
い
る
。
実
証
的
な
手
法
は
姿
を
ফ

し
、
ਇ
氏
の
「
ӈ
」
的
な
政
治
的
立

が
ݟ
え
隠
れ
す
る
。

྆
論
文
の
ൺ
ֱ
を
前
ఏ
と
し
て
、
こ
の
౼
論
会
で
論
じ

ら
れ
る
さ
ま
͟
ま
な
問
題
を

理
す
る
た
め
に
、「
ޡ
報
」

の
ई
度
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
「
ޡ
報
」
が
裁


༻
ޠ
で
い
う
「
事
実
ޡ
ೝ
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
評

Ձ
の
ޡ
り
な
の
か
。
そ
れ
は
「
ޡ
報
」
を
ど
う
ఆ
義
す
る

か
の
問
題
で
あ
る
。

࣍
に
、
ޡ
報
が
生
じ
た

合
の
法
的
責
任
の
問
題
が
あ

る
。
名
誉
ᆝき

ଛそ
ん

の
成
൱
に
つ
い
て
最
高
裁
の

決
で
は

「
事
実
を
摘
示
し
て
の
名
誉
ᆝ
ଛ
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
行

ҝ
が
ެ
共
の
ར

に
関
す
る
事
実
に
か
か
り
、
か
つ
そ
の

目
的
が
も
っ
ͺ
ら
ެ
ӹ
を
ਤ
る
も
の
で
あ
る

合
に
、
摘

示
さ
れ
た
事
実
が
そ
の
重
要
部
分
に
お
い
て
真
実
で
あ
る

こ
と
が
証
明
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
行
ҝ
は
Ӡう
ん

ʑ͵
ん

」
と
あ

る
。
ެ
共
の
ར

に
関
す
る
事
実
を
ެ
ӹ
を
ਤ
る
目
的
で

ࣥ
ච
し
た
記
事
に
つ
い
て
は
、
事
実
を
正
֬
に

Ѳ
し
て

ࣥ
ච
し
た
も
の
で
あ
る
ݶ
り
、
そ
の
評
Ձ
に
つ
い
て
ޡ
報

と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
と
読
め
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

࢘
ձ　

࣍
に

上
さ
ん
の
報
ࠂ
を
お
ئ
い
し
ま
す
。


　্

ࡢ
日
、

ଜ
社
長
の
ࣙ
任
表
明
が
あ
り
、
そ
の

前
日
に
は
ே
日
新
聞
の
ୈ
三
者
機
関
「
報
道
と
人
権
委
員

会
」（
̥
̧
̘
）
か
ら
ü
㌻
に
わ
た
る
長
文
の
ݟ
ղ
報
道

が
出
て
、
そ
れ
を
読
ん
で
い
る
。
ま
た
「
メ
デ
ィ
ア
ల


」
11
月
号

ࢁ
田
ް
史
氏
（
ே
日
̤
̗
）
が
د
ߘ
し
た

記
事
も
、
じ
っ
く
り
読
ん
だ
。
ࢁ
田
氏
は
Φ
ー
ι
υ
ỽ
ク

ス
な
ݟ
ํ
を
し
て
お
り
、
ࢲ
も
同
感
だ
。

上
原
ߘ
を
掲

載
し
な
か
っ
た
の
は
、
全
く
の
ミ
ス
ς
ー
ク
だ
と
思
う
。

こ
ん
な
こ
と
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
の
世
ք
で
あ
る
の
か

と
い
う
意
ຯ
で
は
論
֎
だ
。
な
ぜ
ே
日
が
こ
ん
な
こ
と
を

ى
こ
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
全
く
理
ղ
で
き
な
い
。

ޡ
報
ͩ
͕
፻

Ͱ

ͳ
͍
ủ
٢
ా
ௐ
ॻ
Ứ


ଜ
社
長
の
記
者
会
ݟ
で
メ
ー
ン
の
話
題
は

ౡ
ୈ
１

ޡ
報
ͩ
͕
፻

Ͱ

ͳ
͍
ủ
٢
ా
ௐ
ॻ
Ứ
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原
発
に
お
け
る
ޡ
報
だ
っ
た
。
社
内
で
も
ޡ
報
か
፻Ͷ
つ

ͧ
う

か

論
ٞ
が
分
か
れ
て
い
て
、
̥
̧
̘
の
長
文
の
֓
要
を
２
度

ほ
ど
読
ん
だ
が
、
ど
っ
ち
と
も
取
れ
る
か
な
と
思
っ
て
い

る
。
11
月
1３
日
の
ຖ
日
新
聞
社
会
面
に
、
̥
̧
̘
の
報
ࠂ

を
受
け
て
、

部

ষ
・
立
教
大
ֶ
教
授
が
ஊ
話
を
出

し
、「
こ
れ
は
፻

で
は
な
く
て
、
୯
な
る
ޡ
報
だ
。
社

長
が
責
任
を
取
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
大
事
な
評
Ձ
で
は
な
い
か
。

ே
日
ό
ỽ
シ
ン
ά
を
や
っ
て
い
る
勢
力
は
「
٢
田
ௐ
書

を
も
と
に
、
ே
日
が
ま
た
፻

し
た
」
と
言
っ
て
い
る

が
、
ü
月
20
日
付
の
ࢴ
面
で
「
所
長
命
ྩ
に
ҧ
反　

原
発

ఫ
退
」
と
報
じ
た
の
は
٢
田
ௐ
書
の
読
み
間
ҧ
い
だ
ろ

う
。
̥
̧
̘
の
ݟ
ղ
要
ࢫ
を
よ
く
読
ん
で
も
、
上
࢘
が
し


ら
く
と
ど
ま
れ
と
い
う
指
示
は
イ
ί
ー
ϧ
命
ྩ
だ
か

ら
、
指
示
に
反
し
て
ÿ
ý
０
人
の
所
員
が
ό
ス
な
ど
で
ୈ

２
原
発
に
ආ

し
た
、
ఫ
退
し
た
と
い
う
の
は
、
ޡ
報
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
፻

で
は
な
い
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
ど

う
評
Ձ
す
る
か
の
問
題
だ
。

̥
̧
̘
の
報
ࠂ
に
は
「
取
材
経
ա
か
ら
記
事
掲
載
ま
で

情
報
ݯ
ൿ
ಗ
を
優
先　

ௐ
書
共
༗
せ
ず
」
と
あ
る
。
こ
こ

が
元
記
者
と
し
て
は
一
൪
関
心
の
強
い
と
こ
ろ
。
な
る
ほ

ど
、
こ
う
い
う
経
ա
で
記
事
が
出
た
ん
だ
な
と
思
っ
た
。


ཧ
෦
ͷ
ม
Խ
ͱ
ద

ͳ
ủ
ݟ
ग़
͠
Ứ

ྗ

ࡢ
年
中
に
こ
の
ௐ
書
を
入
手
し
て
、
実
際
に
記
事
が
出

ߘ
さ
れ
た
の
が
ü
月
1９
日
。
ü
Χ
月
間
、
ど
う
い
う
取
材

を
重
Ͷ
て
い
た
か
知
ら
な
い
が
、
い
よ
い
よ
1９
日
に
出
す

ͧ
と
い
う
こ
と
で
政
治
部
や
Պ
ֶ
ҩ
ྍ
部
、
さ
ら
に
最
後

は
大
ࡕ
（
本
社

理
部
）
に
ݟ
出
し
を
ఏ
示
し
て
意
ݟ
を

聞
い
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
き
な
ω
タ
の

合
、
あ

り
ಘ
る
こ
と
だ
。
し
か
も
、
ҩ
ྍ
୲
当
記
者
が
「『
ҧ
反
』

よ
り
も
『
指
示
に
反
し
て
』
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と

言
っ
て
い
る
。
大
ࡕ
本
社
も
「『
所
長
指
示
通
ら
ず　

原

発
退
ආ
』
ఔ
度
の
表
ݱ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て

い
る
。
も
し
、
こ
う
し
た
ݟ
出
し
で
あ
れ

問
題
に
な
ら

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ே
日
社
内
は
リ
ス
ト
ラ
で
、
ੲ
の

理
部
、
ߍ
Ӿ
部
な

ど
の
機

を
一
ॹ
に
し
た
ฤ
ू
η
ン
タ
ー
が
で
き
た
。
ੲ

は
、

理
部
が
付
け
た
ݟ
出
し
に
出
ߘ
部
が
ҟ
論
を
এ

え
、

合
に
よ
っ
て
は

理
部
か
ら
記
事
の
一
部
書
き
直

し
を

文
し
た
り
と
、
ܹ
し
く
や
り
合
っ
て
最
終
的
に
ݟ

出
し
を
取
っ
て
い
た
。
今
は
、
そ
う
い
う

面
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
回
、
政

が
֎
部
に
出
さ
な
い
と
し
て
い
た
٢
田
ௐ

書
と
い
う
大
き
な
ω
タ
を
若
い
記
者
が
取
っ
て
き
て
、
２

人
の
ベ
ς
ラ
ン
記
者
が
ݕ
証
し
た
と
い
う
が
、
ü
Χ
月
間

も
何
を
や
っ
て
い
た
の
か
と
思
う
。
し
か
も
、
な
ぜ
２
人

の
ベ
ς
ラ
ン
記
者
だ
け
に
ݕ
証
さ
せ
て
、
も
っ
と
ෳ
数
参

Ճ
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
。
取
材
体
制
の
問
題
、

理
部
と

の
関
係
と
か
ٕ
ज़
的
な
問
題
も
ؚ
め
て
、
ミ
ス
ς
ー
ク
を

し
な
い
手
だ
て
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
残
೦
に
思
う
。

ࣲ
田
さ
ん
は
ଟ
分
、
あ
れ
は
ޡ
報
ఔ
度
で
取
り
ফ
し
な

ど
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
ご
意
ݟ
だ
と
思
う
が
、
そ
う

い
う
ݟ
ղ
は
̤
̗
に
も
ଟ
い
。「
ޡ
報
で
も
な
い
し
、
ま

し
て
や
፻

で
は
な
い
」
と
い
う
意
ݟ
の
人
も
い
る
。
ࢁ

田
論
文
も
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
と
思
う
が
、
̥
̧
̘
ݟ

ղ
要
ࢫ
を
ݟ
て
、
ே
日
の
中
の
ί
ミ
ỿ
χ
έ
ー
シ
ἀ
ン
の

在
り
ํ
は
こ
こ
ま
で
ྼ
Խ
し
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。
ଞ

の
社
も
大
な
り
খ
な
り
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

ࣲ
田
さ
ん
も
メ
ン
ό
ー
だ
が
、「
ே
日
新
聞
東
京
社
会

部
̤
̗
े
日
会
」
で
９
月
1７
日
、
東
京
新
聞
の

理
部
長

か
ら
話
を
聞
い
た
。
東
京
新
聞
が
１
面
の
構
成
の
新
し
い

や
り
ํ
を
構
ங
し
、
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
ٞ
の
「
論

点
明
示
報
道
」
で
大

を
受

し
た
。
そ
の

理
部
長
に

話
を
聞
い
た
が
、
東
京
新
聞
に
は
ґ
વ
と
し
て

理
部
が

あ
る
。
出
ߘ
部
を
東
京
新
聞
で
は
ఏ
ߘ
部
と
言
う
そ
う
だ

が
、
ಛ
に
１
面
の
ݟ
出
し
の
取
り
ํ
な
ど
は

理
部
と
ఏ

ߘ
部
の
間
で
か
な
り
や
り
と
り
す
る
。
ே
日
の

理
部
が

あ
っ
た
時
代
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。

ü
月
15
日
に
安
倍
首
相
が
ղ
ऍ
改
憲
ݕ
౼
を
指
示
し
た

と
き
、
ど
う
い
う
ݟ
出
し
を
取
る
か
྆
者
で
や
り
と
り
し

た
結
果
、「『
戦
地
に
国
民
』

道
」
と
い
う
ݟ
出
し
を
16

日
付
ே
ץ
１
面
で
取
っ
た
。
こ
れ
は
実
は
本
文
に
は
な
い

が
、

理
部
長
が
「
こ
の
ղ
ऍ
改
憲
は
、
最
終
的
に
は
そ

う
い
う
こ
と
な
ん
だ
よ
Ͷ
」
と
言
い
、
ఏ
ߘ
部
の
部
長
同

࢜
で
論
ٞ
し
、「『
戦
地
に
国
民
』

道
」
で
い
い
で
す

か
」
と
な
り
、
最
終
的
に
は

理
部
の
ݟ
ղ
が
通
っ
て
、

あ
の
ݟ
出
し
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
今
の
ே
日
に
は

な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

理
部
長
は
「
ࢲ
ど
も

は
東
京
の
ϩ
ー
Χ
ϧ
ࢴ
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
」
と
ݠ
ଝ
さ
れ
て
い
た
が
、
ࢲ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ζ
ム
の
原
点
だ
と
思
う
。

ே
日
は
３
・
11
以
߱
、「

原
発
」
を
ඪ
ͻ
ょ
う

ᒗぼ
う

し
、
報
道

し
て
き
た
。
そ
れ
以
前
の
୶
ന
な
ฤ
ू
ํ

に
ൺ
べ
て
、

き
ち
ん
と
し
て
い
る
の
で
ࢲ
も
周
り
も
評
Ձ
し
て
い
る
。

そ
れ
が
٢
田
ௐ
書
の
報
道
な
ど
で
、
͙
ら
つ
い
た
り
、

「

原
発
」
が
「
容
ೝ
」
に
な
っ
た
り
し
た
ら
、
そ
の
と

き
ே
日
新
聞
は
終
わ
る
と
思
う
。
Қ
安
්
問
題
も
大
事
だ

が
、
ま
だ
े
数
ສ
人
が
ආ

し
て
い
る

ౡ
の
事
ଶ
を
一

ൠ
市
民
は
ݟ
て
い
る
。
ே
日
が
ಥ
વ
、「

原
発
」
の
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൘
を
Լ
ろ
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
の
死
だ

と
思
う
。
そ
の
こ
と
だ
け
は
͙
ら
つ
か
ず
に
や
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
̤
̗
と
し
て
求
め
た
い
こ
と
だ
。

࢘
ձ　

ま
ず
Ԭ
、

上
྆
報
ࠂ
に
つ
い
て
の
࣭
問
を
。

อ
　ా


理
部
が
な
く
な
り
、
い
ま
出
ߘ
部
は
ฤ
ू
η

ン
タ
ー
だ
け
と
や
り
と
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、


理
部
が
ഇ
ࢭ
さ
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
、
そ
の
後
、
原

ߘ
の
ྲྀ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。


ଜ　


理
部
が
な
く
な
っ
た
の
は
２
０
０
ý
年
。


理
部
は
記
事
の
ѻ
い
を
決
め
、
ݟ
出
し
を
付
け
、
制
作
部

に

む
指
示
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
だ
っ
た
の
が
、
今
は
ࢴ

面
を
実
際
に

む
と
こ
ろ
ま
で
全
部
、
ฤ
ू
η
ン
タ
ー
の

中
で
や
っ
て
い
る
。

理
部
と
い
う
名
前
は
な
く
な
っ
た

が
、
ฤ
ू
η
ン
タ
ー
が

理
部
の
役
割
を
し
て
い
る
。
ฤ

ू
η
ン
タ
ー
長
が
い
て
、
総
合
面
、
ߗ
面
、
ೈ
面
の
デ
ス

ク
が
い
て
、
そ
の
Լ
に
ฤ
ू
者
が
い
る
と
い
う
の
は
従
来

通
り
だ
。

อ
　ా

ݟ
出
し
の
取
り
ํ
に
つ
い
て
論
ٞ
が
あ
ま
り
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。


　্

ଟ
分
、
秋
ࢁ
ᡃ
太

社
長
時
代
だ
と
思
う
。
൴

は
７
年
間
（
05
Ỗ
12
年
）
社
長
を
や
り
、
そ
の
間
、
い
ろ

い
ろ
な

৫
改
ฤ
を
や
っ
た
。
ฤ
ू
η
ン
タ
ー
は
北
ଜ
さ

ん
の
言
っ
た
通
り
で
、
東
京
の

合
、
当
日
の
当
൪
ฤ
ू

長
が
い
て
、
そ
の
ฤ
ू
長
が
際
ど
い
ݟ
出
し
な
ど
に
つ
い

て
最
終
責
任
を
ෛ
い
、
そ
の
指
示
に
従
う
と
い
う
ྲྀ
れ
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ݱ

感
֮
と
は
ち
ょ
っ
と
ず
れ
て

い
て
、
ݱ

の

理
部
デ
ス
ク
が
出
ߘ
部
デ
ス
ク
と
や
り

合
っ
て
と
い
う
ύ
タ
ー
ン
で
は
な
い
。


ଜ　

当
൪
ฤ
ू
長
は
ࢲ
が
ݱ
役
だ
っ
た
ࠒ
、
ط
に
で

き
て
い
て
、
そ
れ
ま
で
は

理
部
総
合
面
デ
ス
ク
に
全
面

的
な
権
ݶ
を
༩
え
て
い
た
の
を
、
当
൪
ฤ
ू
長
が
ޱ
を
出

す
ܗ
に
な
っ
た
。

த
　

ฤ
ू
η
ン
タ
ー
と
名
前
は
変
わ
っ
て
も
、
実
ଶ

は

理
部
だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
東
京
と
大
ࡕ
と
で
、

出
ߘ
部
と

理
部
と
の
力
関
係
が
ず
い
Ϳ
ん
ҧ
う
と
い
う

こ
と
は
ੲ
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
。
大
ࡕ
の
ํ
が
圧

的
に


理
部
の
力
が
強
く
て
。

࢘
ձ　

井
上
さ
ん
、
名
ݹ

も
そ
う
で
す
か
。

Ҫ
　্

名
ݹ

と

部
の
本
社
で
は
ࡢ
秋
ま
で
に

理

機

は
な
く
な
っ
た
。
東
京
に
統
合
ฤ
ू
η
ン
タ
ー
が
で

き
、
地
ํ
版
は
も
と
よ
り
名
ݹ

と

部
༻
の
１
面
、
社

会
面
も
作
っ
て
い
る
。
東
京
で
名
ݹ

と

部
の
新
聞
も

作
る
と
い
う
大
変
な
合
理
Խ
が
行
わ
れ
た
。

࢘
ձ　

そ
れ
は
中
央
ू
権
Խ
じ
Ỵ
な
い
の
（
স
）。


　ޱ

٢
田
ௐ
書
で
聞
き
た
い
の
は
、
２
人
の
ベ
ς
ラ

ン
が
記
事
を
書
い
た
。
࣍
長
は
２
人
が
書
い
た
も
の
の
Ϩ

ク
ν
ャ
ー
を
受
け
た
だ
け
。
࣍
長
も
上
の
人
も
（
ௐ
書

を
）
読
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
は
ݸ
人
的
な
も
の
な
の
か
。

そ
れ
と
も
、
そ
れ
が
普
通
で
、
そ
の
こ
と
を
強
く
൷

し

た
り
し
な
い
の
か
。
記
事
の
も
と
の
資
料
を
上
の
人
が
全

વ
読
ま
な
い
と
い
う
の
は
信
じ
ら
れ
な
い
。


　্

そ
こ
は
ඇ
ৗ
に
不
思
ٞ
で
、
֬
か
に

大
な
ௐ

書
で
は
あ
る
が
、
読
む
べ
き
だ
と
思
う
。
ಛ
別
報
道
部
と

い
う
の
が
ü
、
ý
年
前
に
で
き
て
、
優
ल
な
記
者
を
ू
め

た
一
種
の
Τ
リ
ー
ト
部
に
な
っ
て
、
ط
存
の
政
治
部
、
社

会
部
、
何
す
る
も
の
ͧ
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
。

し
い

と
は
思
う
が
、
政

が
出
さ
な
い
と
言
っ
て
い
た
ௐ
書
を

取
っ
て
き
た
わ
け
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
ஸ
ೡ
に
読
み
ࠐ
む

べ
き
だ
。
こ
ん
な
ঢ়
ଶ
で
記
事
が
書
か
れ
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
と
、
ࢲ
も
び
っ
く
り
し
た
。

֬
か
に
東
京
が
一
൪

し
い
。
ே
日
新
聞
の
ࢴ
面
の

７
、
ÿ
割
は
東
京
に
情
報
が
ू
ま
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
ൺ

ֱ
的
少
な
い
人
数
の
記
者
で
ϫ
ỽ
と
や
ら
な
け
れ

い
け

な
い
。
ੲ
か
ら

ら
は
ݱ

࿑
ಇ
者
で
、
い
ろ
い
ろ
な


事
を
๊
え
て
走
り
回
っ
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
എ
景
は
あ

る
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
ん
な
大
事
な
ಛ
μ
ω
を
き
ち
ん

と
読
み
ࠐ
ま
な
い
こ
と
自
体
、
信
じ

い
。

ઙ
প　

̥
̧
̘
ݟ
ղ
を
受
け
た

上
さ
ん
の
報
ࠂ
で

「
大
ࡕ
か
ら
（
別
の
）
ݟ
出
し
の
ఏ
Ҋ
が
あ
っ
た
。
あ
の

ఔ
度
な
ら
ޡ
報
に
も
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う

が
、
そ
れ
は
記
事
の
本
文
を
直
さ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
を
ؚ
め
て
か
。


　্

ݟ
出
し
を
変
え
れ

本
文
も
変
え
な
け
れ

い

け
な
い
が
、
大
෯
に
変
え
な
く
て
も
い
い
と
思
う
。

Ԭ　

大
ࡕ
が
ݟ
出
し
を
ఏ
Ҋ
し
た
ん
で
す
か
。

Ҫ
　্

ٙ
問
を
ఄ
す
る
と
い
う
こ
と
で
。

อ
　ా

大
ࡕ

理
部
ఏ
Ҋ
の
ݟ
出
し
に
し
て
お
け

、

ݟ
出
し
に
つ
い
て
は
ଟ
分
あ
ま
り
問
題
な
か
っ
た
と
。


　্

問
題
な
か
っ
た
と
思
う
。事
実
の
ま
ま
だ
か
ら
。

࢘
ձ　

࣍
に
ࣲ
田
さ
ん
か
ら
中
間
意
ݟ
を
お
ئ
い
す
る
。

ࣲ
　ా

ࢲ
は
今
回
の
ே
日
新
聞
問
題
は
、
三
つ
の
Φ
ウ

ン
ΰ
ー
ϧ
、
自
ਞ
に
ΰ
ー
ϧ
し
た
よ
う
な
ࣦ
ഊ
が
あ
っ
た

と
思
う
。
そ
の
一
つ
は
、
従
軍
Қ
安
්
報
道
の
ݕ
証
を
し

た
こ
と
は
良
い
が
、
ݕ
証
の
出
し
ํ
を
ࣦ
ഊ
し
た
。
二
つ

目
は

上
論
文
を
Ϙ
π
に
し
た
こ
と
。
こ
れ
も
信
じ
ら
れ

な
い
ࣦ
ଶ
だ
。
そ
れ
以
上
に
大
ࣦ
ଶ
だ
と
思
う
の
は
三
つ

目
の
、
従
軍
Қ
安
්
の
問
題
を
ँ
る
つ
い
で
に
と
い
う
よ

う
な
ܗ
で
、
原
発
の
٢
田
ௐ
書
記
事
を
取
り
ফ
し
た
こ

と
。
そ
の
責
任
を
取
っ
て
ฤ
ू
୲
当
役
員
を
ղ
任
し
、
社

長
は
間
も
な
く
退
任
す
る
と
એ
言
し
た
。
そ
れ
は
、
従
軍
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Қ
安
්
問
題
の
責
任
を
取
っ
た
の
で
は
な
い
と
、
わ
͟
わ

͟
அ
っ
て
い
る
。
こ
の
対
応
は
大
ࣦ
ഊ
で
、
し
か
も
後
に

ඌ
を
引
く
大
ࣦ
ഊ
だ
と
い
う
の
が
ࢲ
の
意
ݟ
だ
。

٢
田
ௐ
書
の
記
事
は
ޡ
報
で
も
な
け
れ

、
ڏ
報
で
も

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
社
の
対
応
は
ڏ
報
ѻ
い
だ
。
事
実
が

な
い
の
に
記
者
が
で
っ
ち
上
げ
る
の
が
ڏ
報
で
、
ே
日
新

聞
の

合
、
ա
ڈ
に
伊
藤

会
ݟ
記
事
件
や
サ
ン
ΰ
事
件

が
あ
り
、
ฤ
ू
局
長
や
社
長
が
ࣙ
め
て
い
る
が
、
今
回
の

٢
田
ௐ
書
の
記
事
が
そ
ん
な
記
事
で
な
い
こ
と
は
、
す
͙

分
か
る
話
だ
。

で
は
問
題
が
な
か
っ
た
か
と
言
え

、
そ
う
で
は
な

い
。

上
報
ࠂ
に
も
出
て
い
た
通
り
、
あ
の
記
事
出
ߘ
前

の
社
内
ݕ
౼
会
で
Պ
ֶ
ҩ
ྍ
部
の
記
者
か
ら
「『
命
ྩ
ҧ

反
』
は
ち
ょ
っ
と
強
ա
͗
る
ん
じ
Ỵ
な
い
か
。『
指
示
に

反
し
て
』
で
は
い
け
な
い
か
」
と
い
う
ఏ
Ҋ
が
出
た
。
掲

載
前
日
に
大
ࡕ
本
社
か
ら
「『
所
長
指
示
通
ら
ず
原
発
退

ආ
』
に
し
た
ら
ど
う
だ
」
と
い
う
ఏ
Ҋ
ま
で
出
て
い
た
。

ࢲ
は
そ
れ
に
、
こ
の
問
題
は
ਚ
き
て
い
る
と
思
う
。
そ
の

ఏ
Ҋ
が
通
っ
て
い
れ

何
ら
問
題
の
な
い
記
事
だ
。

あ
の
記
事
は
ݟ
出
し
が
ち
ょ
っ
と
強
ա
͗
た
と
い
う
だ

け
の
こ
と
だ
。
書
い
た
人
た
ち
は
「
命
ྩ
ҧ
反
だ
」
と
ಥ

っ
ͺ
Ͷ
た
よ
う
だ
が
、
٢
田
ণま
さ

お

さ
ん
（

ౡ
ୈ
１
原
発

所
長
）
の
発
言
（
֓
ུ
）
は
「
本
当
は
ࢲ
、
２
̛
（
ୈ
２

原
発
）
に
行
け
と
言
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
近
ล
に
一
回

退
ආ
し
て
࣍
の
指
示
を

て
と
言
っ
た
つ
も
り
な
ん
で
す

が
、
２
̛
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
ん
で
、
ま
ず
̜
̢

（
ά
ϧ
ー
ϓ
Ϛ
ω
ジ
ャ
ー
）
ク
ラ
ス
か
ら
ؼ
っ
て
き
て
も

ら
っ
た
わ
け
で
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
必
要
な
人
ま
で

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
所
長
の
意
ਤ
に
反

し
た
、
指
示
に
反
し
た
だ
け
で
な
く
、
命
ྩ
ҧ
反
だ
と
言

え

言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
の
ఔ
度
の
問
題
だ
。

そ
れ
を
記
事
を
取
り
ফ
し
、
社
長
が
責
任
を
取
る
と
い

う
対
応
は
一
体
何
な
の
か
。
こ
れ
が
前
ྫ
に
な
れ

、
ௐ

ࠪ
報
道
が

し
く
な
る
。
記
者
が
ಠ
自
に
掘
り
ى
こ
し
た

も
の
を
報
じ
る
際
は
、
あ
る
ఔ
度
ア
ク
η
ン
ト
を
付
け
よ

う
と
す
る
。
そ
れ
が
少
し
強
ա
͗
た
の
で
社
長
が
ࣙ
め
な

け
れ

な
ら
な
い
と
な
れ

、
社
長
は
「
そ
ん
な
記
事
は

や
め
と
け
」
と
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ら
、

新
聞
は
も
う

ち
ょ
う

མら
く

の
一
్
を
た
ど
る
し
か
な
い
。
そ
れ
を

ٹ
う
།
一
の
道
が
ௐ
ࠪ
報
道
だ
と
思
う
か
ら
だ
。

ࢲ
は
か
す
か
な
ظ

を
๊
い
て
「
こ
ん
な
も
の
を
取
り

ফ
し
た
ら
ବ
目
だ
」
と
̥
̧
̘
に
意
ݟ
書
を
出
し
た
が
、

残
೦
な
が
ら
ݟ
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
、
̥
̧
̘
報
ࠂ
書
を
ৄ
ࡉ
に
読
む
と
、
よ
く
ௐ
べ

た
な
と
思
う
͙
ら
い
ৄ
し
く
て
、
ঢ়
گ
は
よ
く
分
か
る
。

ঢ়
گ
が
分
か
れ

分
か
る
ほ
ど
、
な
ぜ
記
事
を
「
取
り
ফ

し
」「
社
長
は
ࣙ
め
る
」
こ
と
を
ଥ
当
だ
と
し
た
の
か
、

全
く
分
か
ら
な
い
。「
ௐ
ࠪ
報
道
と
し
て
、
政

が
隠
し

て
い
た
も
の
を
明
る
み
に
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
高
く

評
Ձ
す
る
」
と
ま
で
書
い
て
い
な
が
ら
、
ڏ
報
ѻ
い
が
ଥ

当
で
あ
る
こ
と
の
理
༝
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。

̥
̧
̘
は
、
報
道
に
よ
っ
て
人
権
が
ই
つ
け
ら
れ
た
人

を
ど
う
ٹ
う
か
と
い
う
の
が
本
来
の
役
割
だ
。
ü
月
20
日

の
記
事
が
出
て
、
東
ి
の
所
員
た
ち
か
ら
「
ಀ
げ
た
と
言

わ
れ
て
は
人
権
৵

だ
」
と
ૌ
え
て
き
た
の
な
ら
分
か
る

が
、
そ
う
で
は
な
く
、
ே
日
新
聞
社
が
ಠ
自
に
取
り
ফ
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
報
道
し
た
９
月
12
日
の
ࢴ
面
こ
そ

̥
̧
̘
の
৹
ࠪ
の
対

に
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

あ
の
取
り
ফ
し
記
事
に
よ
っ
て
人
権
が
ই
つ
け
ら
れ
た

の
は
、
あ
の
記
事
を
書
い
た
記
者
た
ち
で
、
記
者
生
命
が

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
ા
ஔ
を
取
っ
た
。「
厳
重
ॲ
分

す
る
」
と
社
長
も
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
権
が

ই
つ
け
ら
れ
て
い
る
人
が
い
る
の
に
、
そ
れ
を
ٹ
お
う
と

も
し
て
い
な
い
。

今
回
の
ே
日
新
聞
の
ॲ
ஔ
と
̥
̧
̘
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ࢲ
は
ౖ
り
心
಄
と
い
う
よ
り
も
、
情
け
な
い
な
と
思

っ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
て
新
聞
は
大
ৎ
夫

な
の
か
な
と
い
う
の
が
ࢲ
の
率
直
な
意
ݟ
だ
。

「
命
ྩ
ҧ
反
」
と
い
う
言
葉
が
強
ա
͗
る
と
い
う
意
ݟ

に
は
、
ࢲ
も
あ
る
ఔ
度
同
ௐ
す
る
。「
指
示
に
反
し
て
」

と
か
「
意
に
反
し
て
」
の
ํ
が
良
か
っ
た
。
大
ࡕ
の

理

部
が
ఏ
Ҋ
し
た
「
退
ආ
」
で
も
良
か
っ
た
と
思
う
。

あ
の
ୈ
一
報
は
「
٢
田
ௐ
書
を
入
手
し
た
」
で
あ
っ

て
、
٢
田
所
長
が
何
と
し
Ỵ
べ
っ
て
い
た
か
が
χ
ỿ
ー
ス

の
য
点
だ
っ
た
。
所
長
の
指
示
は
所
員
に

わ
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
の
は
続
報
で
書
け

い
い
話
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
続
報
を
出
そ

う
と
û
、
ü
回
ࢼ
み
た
が
、
全
部
ࢭ
め
ら
れ
た
。
そ
の
こ

と
も
̥
̧
̘
の
報
ࠂ
書
に
ৄ
し
く
出
て
い
る
。

結
局
あ
の
問
題
は
、
一
つ
は
ݟ
出
し
を
付
け
る
部
門
の

力
が
弱
く
な
っ
て
い
た
こ
と
。
ࢲ
の
い
た
こ
ろ
の
ே
日
新

聞
で
は
、

理
部
は
ઈ
対
の
権
ݶ
を
࣋
っ
て
い
た
。
そ
の

力
が
な
く
な
っ
て
、
出
ߘ
部
に
ԡ
さ
れ
る
よ
う
な
ঢ়
گ
が

続
い
て
い
た
。

も
う
一
つ
は
、
社
内
の
ν
ェ
ỽ
ク
機

は
ಇ
い
て
い
た

の
に
、
今
回
は
そ
の
ν
ェ
ỽ
ク
機

が
記
事
に
反
映
さ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ス
ク
ー
ϓ
を
し
た
記
者

に
ま
で
、
そ
の
責
任
を
取
れ
み
た
い
な
話
に
な
れ

、
୯

な
る
人
権
問
題
で
は
ࡁ
ま
な
い
、
新
聞
の
生
命
そ
の
も
の

が
ة
機
に
ͻ
ん
す
る
ঢ়
گ
で
は
な
い
か
。
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ࢲ
は
退
社
す
る
と
き
、「
ே
日
新
聞
改

ܭ
画
」
と
い

う
ଔ
業
論
文
で
、「
東
京
は
出
ߘ
が
ଟ
く
、
記
事
の
７
Ỗ

ÿ
割
は
東
京
出
ߘ
だ
か
ら
、
東
京
で
記
事
を

む
の
は
良

く
な
い
。
全
部
大
ࡕ
で

ん
だ
ら
ど
う
だ
」
と
ఏ
Ҋ
し

た
。
࠾
༻
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
ࢲ
の
実
感
だ
っ

た
。
ࢲ
は
東
京
ۈ


か
り
だ
が
、
自
分
が
出
ߘ
し
た
記

事
に
一
൪
い
い
ݟ
出
し
を
付
け
て
い
る
の
は
大
ࡕ
だ
っ

た
。
書
い
た
記
者
の
そ

に
い
る
と

அ
が
Ώ
が
む
か

ら
、
ԕ
い
ํ
が
よ
い
。
本
当
は

࢜
ࢁ

で
や
れ

い
い

が
、せ
め
て
大
ࡕ
で
や
っ
た
ら
ど
う
だ
と
言
っ
た
わ
け
だ
。

今
回
の
ス
ク
ー
ϓ
記
事
を
「
取
り
ফ
し
」「
社
長
ࣙ
任
」

と
い
う
社
の

அ
は
大
間
ҧ
い
だ
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん

と
し
て
も
言
わ
な
け
れ

い
け
な
い
。
̤
̗
に
話
す
と
、

そ
う
だ
そ
う
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
ݱ
役
の
人
た

ち
は
反
論
も
な
く
、
首
を
ͻ
Ͷ
っ
て
何
も
言
わ
な
い
。
上

の

அ
に
対
し
て
従
ॱ
な
記
者
が
ଟ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
な
、
と
い
う
ҹ

だ
。


上
論
文
を
Ϙ
π
に
し
た
の
も
、
֎
に

わ
っ
て
か
ら

社
内
で
大
反
発
が
ى
こ
っ
た
よ
う
だ
か
、
最
初
の
と
こ
ろ

で
「
お
か
し
い
よ
」
と
言
え

、
そ
こ
で
ͻ
っ
く
り
返
っ

て
い
た
は
ず
だ
。
あ
ま
り
に
も

৫
重
視
に
な
り
、
新
聞

社
ら
し
く
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
今
回
の
最
大
の
原
Ҽ

で
、
そ
れ
を
直
す
に
は
も
う
一
回
、「
新
聞
は
デ
ス
ク
が

作
る
ん
だ
。
部
長
、
局
長
は

っ
て
ろ
」
と
い
う
よ
う

な
、
ੲ
の
あ
の
ύ
タ
ー
ン
に
戻
す
。
そ
れ
が
立
ち
直
る
道

で
は
な
い
か
と
ࢲ
は
思
っ
て
い
る
。

࢘
ձ　

ࣲ
田
さ
ん
の
話
は

い
で
す
Ͷ
。
若
ʑ
し
い


気
が

わ
っ
て
き
ま
す
（
স
）。
Ԭ
さ
ん
の
報
ࠂ
は
Қ
安

්
報
道
を
め
͙
る
ݕ
証
で
、

上
報
ࠂ
は
ࢁ
田
論
考
全
体

を
ѻ
っ
て
い
る
が
、
原
発
の
٢
田
ௐ
書
の
ํ
に
重
き
が
あ

り
、
ࣲ
田
さ
ん
か
ら
も
そ
の
話
が
あ
っ
た
。

上
原
ߘ
の

Ϙ
π
問
題
は
後
で
意
ݟ
を

く
と
し
て
、
Қ
安
්
の
問

題
、
原
発
ௐ
書
の
問
題
、
こ
の
2
ς
ー
Ϛ
に
対
す
る
切
り

ޱ
と
し
て
、
一
つ
は
ே
日
に
ݸ
別
の
問
題
が
あ
る
。
ே
日

の
東
京
と
大
ࡕ
の
関
係
と
か
、
社
内
構

と
か
、
ฤ
ू
の

主
導
権
と
か
。
も
う
一
つ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
全
体
の
問

題
と
し
て
、
ࣲ
田
さ
ん
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ

う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
社
が
自
ݾ
ن
制
し
た
り
、
や
る
気

を
な
く
す
記
者
が
出
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
自
༝
な
発
言
を
求
め
ま
す
。
そ
の
前
に
一
つ

֬
ೝ
し
た
い
の
は
、
ޡ
報
、
事
実
ޡ
ೝ
、
፻

、
ڏ
報
、

ޡ
ղ
ᴹ
ᴹ
と
い
ろ
い
ろ
出
て
き
た
が
、
こ
の
ѻ
い
を
ど
う

考
え
れ

よ
い
の
か
。

ࣲ
　ా

፻

と
ڏ
報
は
同
じ
だ
。

Ԭ　

事
実
に
反
す
る
こ
と
を
言
う
の
は
ޡ
報
中
の
ޡ
報

で
あ
っ
て
、
事
実
を
前
ఏ
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
評
Ձ

の
意
ݟ
を
付
す
る
の
を
ޡ
ղ
と
言
う
の
は
間
ҧ
い
だ
ろ
う

と
い
う
の
が
ࢲ
の
基
本
的
な
ݟ
ղ
だ
。
ݟ
出
し
も
評
Ձ
的

な
部
分
が
あ
る
と
思
う
。

先
ほ
ど
の
ࣲ
田
さ
ん
の
話
と
の
関
係
で
言
う
と
、
ޡ
報

に
よ
っ
て
ど
う
い
う
Ө
ڹ
な
り
ඃ

が
出
た
か
。
ޡ
報
の

対

と
な
っ
た
者
の
人
権
を
৵

し
た
か
と
い
う
よ
う
な

切
り
ޱ
が
一
つ
。
ଞ
ํ
、
今
回
の
Қ
安
්
問
題
は
そ
う
い

う
問
題
で
は
な
く
て
、
日
本
国
全
体
が
ど
う
関
わ
る
か
と

い
う
ڪ
ろ
し
い
話
に
な
っ
て
い
る
、
法

༻
ޠ
で
言
う
と

い
か
な
る
法
ӹ
৵

が
あ
っ
た
の
か
。
ࢲ
的
な
ར
ӹ
が
৵


さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
大
き
な
ެ
の
ར
ӹ
が

৵

さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
ઈ
え
ず
意
ࣝ
し
な
が

ら
、
ޡ
報
と
い
う
言
葉
を

う
べ
き
だ
ろ
う
と
ࢲ
は
思
っ

て
い
る
。

࢘
ձ　

従
軍
Қ
安
්
問
題
の
٢
田
ਗ਼
治
証
言
は
、
ޡ
報

と
い
う
よ
り
も
ڏ
報
だ
と
思
う
。

Ԭ　

そ
う
で
す
Ͷ
。

࢘
ձ　

だ
か
ら
取
り
ফ
さ
͟
る
を
ಘ
な
い
。
గ
正
が
で

き
な
い
。

Ԭ　

名
誉
ᆝ
ଛ
関
係
の
裁

を
や
っ
て
い
く
と
、
٢
田

ਗ਼
治
氏
の
話
が
真
実
と
思
う
相
当
の
理
༝
が
あ
れ

、
そ

れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
話
か
な
と
い
う
気
が
す
る
。
従
軍
Қ

安
්
に
つ
い
て
٢
田
氏
の
言
葉
を
真
実
だ
と
信
じ
て
書
い

た
こ
と
を
ޡ
報
と
言
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
割
り
切
れ
な
い

思
い
は
あ
る
。

ࣲ
　ా
「
自
分
は
ѱ
い
こ
と
を
し
ま
し
た
」
と
ࠂ
ന
し

た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
を
最
初
に
報
じ
た
の
が
け
し
か
ら

ん
と
言
う
の
は
無
理
だ
と
思
う
。

Ԭ　
「
発
言
者
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
報
道

は
֬
か
に
正
֬
な
報
道
だ
。

ࣲ
　ా

そ
こ
は
し
ょ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
ڏ
言
บ
の

ྫ
は
ա
ڈ
に
も
い
っ
ͺ
い
あ
っ
て
、
最
近
で
は
、
ࢁ
中
৳


さ
ん
が
̸
̥
̨
ࡉ
๔
で
ノ
ー
ベ
ϧ

を
も
ら
っ
た
直
後

に
、「
ࢲ
は
そ
れ
を
人
間
に
応
༻
し
た
」
と
い
う
の
が
読

ച
新
聞
の
１
面
ト
ỽ
ϓ
を
০
っ
た
。
そ
う
い
う
人
が
出
て

き
た
と
き
に
、
真
ِ
の

அ
は

し
い
が
、
٢
田
ਗ਼
治
証

言
を
最
初
か
ら
ٙ
え
と
い
う
の
は
無
理
だ
。

Ԭ　

無
理
だ
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
ٙ
っ
て
い
た
ら
記
事

が
書
け
な
い
、
取
材
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

ঁ
ੑ
ͷ

ỏ
ਓ
ݖ
ͷ



　ޱ

ঁ
の
目
か
ら
ݟ
る
と
、
உ
ੑ
の
よ
う
に
、
Қ
安

්
と
普
通
の
人
で
Ϩ
イ
ϓ
さ
れ
る
の
に
、
ย
ํ
は
ϓ
ϩ

で
、
ย
ํ
は
素
人
だ
と
い
う
分
け
ํ
は
し
な
い
。
உ
が


ঁ
ੑ
ͷ

ỏ
ਓ
ݖ
ͷ
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ث
を
࣋
っ
て
戦

に
行
き
、
生
命
の
ة
ݥ
に

え
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
ঁ
が
戦

に
ஔ
か
れ
れ

、
ੑ
的
な
ඃ


に
ૺ
っ
て
、
Ϩ
イ
ϓ
さ
れ
る
か
ࡴ
さ
れ
る
か
だ
と
思
う
。

ਇ
氏
が
戦
後
ௐ
ࠪ
に
行
っ
て
、
൴
は
ே

ޠ
が
よ
く
で

き
た
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
あ
ち
こ
ち
聞
い
て
回

っ
て
、
そ
こ
の
人
た
ち
が
自
分
の
ڳ
の
内
を
全
部
、
正
直

に
話
す
か
ど
う
か
。
ঁ
の

か
ら
言
う
と
、
そ
の
点
で
ま

ず
ਇ
論
文
は
信
じ
ら
れ
な
い
し
、「
全
વ
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
の
は
あ
り
ಘ
な
い
と
思

う
。
٢
田
ਗ਼
治
証
言
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
ଞ
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ಘ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ਇ
論
文
の
よ
う
に
、「
こ
う
い
う
わ
け
で
、
全
く
な
か
っ

た
ん
だ
よ
」
と
ॗ
ʑ
と
ਐ
ん
で
い
く
こ
と
に
は
と
て
も
ೲ

ಘ
い
か
な
い
。

Ԭ　

ਇ
論
文
は
そ
の
ล
は
ݠ
ڏ
に
「
自
分
た
ち
が
ௐ
べ

た
範
ғ
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
言
う
こ
と

で
ࢭ
め
て
い
る
。
よ
く
「
直

・
間

Ӡ
ʑ
」
と
い
う
言

葉
が

わ
れ
る
が
、
直

的
な
も
の
が
な
い
と
し
て
も
間


的
な
意
ຯ
で
強
制
が
あ
っ
た
こ
と
を
ਇ
氏
は
決
し
て
൱

ఆ
し
て
い
な
い
。
そ
の
意
ຯ
で

は
評
Ձ
し
て
い
る
。

Ճ
౻　
「
広
い
意
ຯ
で
強
制
が
あ
っ
た
こ
と
を
ਇ
氏
は

決
し
て
൱
ఆ
し
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
Ԭ
さ
ん
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
論
考
を
ख़
読
す
る
と
、
్
中
若
ׯ
の
ৡ

า
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
ݟ
え
て
も
、
言
わ
ん
と
す
る
と

こ
ろ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ؖ
国
の
ঁ
ੑ
ஂ
体
が
ま
と
め

た
元
従
軍
Қ
安
්
の
証
言
ू
に
関
係
者
の
ཪ
付
け
証
言
が

な
い
こ
と
を
、
証
拠
不
े
分
と
し
て
൷

し
た
上
で
、

「
か
れ
こ
れ
総
合
し
て
み
る
と
、
ே

半
ౡ
に
お
い
て
は

日
本
の

憲
に
よ
る
Қ
安
්
の
強
制
連
行
的
ௐ
達
は
な
か

っ
た
と
அ
ఆ
し
て
よ
い
と
思
う
」
と
述
べ
て
、
ਇ
氏
は
ே


半
ౡ
に
関
す
る
「
ప
ఈ
ௐ
ࠪ
」
を
終
え
て
い
る
。

ਇ
氏
は
「
強
制
連
行
」
֓
೦
の
֦
大
を
ࢼ
み
た
よ
う
に

ݟ
え
な
が
ら
、
ڱ
義
の
強
制
連
行
の
ఆ
義
に
ґ
拠
し
て
結

論
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
ே

半
ౡ
の
ঁ
ੑ
た

ち
の
ஔ
か
れ
て
い
た
ঢ়
گ
を
考
ྀ
し
た
「
軍
ま
た
は
総
ಜ


が
選
ఆ
し
た
業
者
が
ུ
取
、
༠
ս
や
人

ച
ങ
に
よ
り

『
連
行
』
し
た

合
も
ؚ
む
」
と
い
う
、
広
義
の
強
制
連

行
の
ఆ
義
を
࠾
༻
す
る
人
ʑ
の
考
え
ํ
を
ଧ
ち
ফ
し
、
ঁ

ੑ
た
ち
の
ಀ
れ

い
Қ
安
්
経
ݧ
の
存
在
を
不
Մ
視
Խ
し

て
い
る
こ
と
を
、
ݟ
ಀ
し
て
は
な
ら
な
い
。

ࢲ
自

、
ϑ
ェ
ミ
χ
ζ
ム
の
ू
会
で
元
Қ
安
්
の
証
言

を
ௌ
い
た
が
、
ݱ

に
い
た
人
間
の
ଟ
く
は
உ
ੑ
研
究
者

を
ؚ
め
、
証
言
者
た
ち
の
ۤ
悩
を
ऌ
み
取
っ
て
広
義
の
ఆ

義
を
࠾
༻
し
、
உ
ੑ
が
圧

的
ଟ
数
を

め
て
い
た
政
治

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
の
世
ք
に
ಇ
き
か
け
、
Տ

༸
平



長

ஊ
話
を
生
む
に
ࢸ
っ
た
。
こ
う
し
た
心
の
動
き
を

ԡ
し
と
ど
め
よ
う
と
し
て
、
ڱ
義
の
「

憲
に
よ
る
強
制

連
行
」
の
ఆ
義
に
こ
だ
わ
り
、「
Տ

ஊ
話
」
を
無
ޮ
Խ

し
て
い
く
と
い
う
社
会
的
機

を
、
ਇ
論
文
は
果
た
し
て

い
る
と
思
う
。

「
強
制
連
行
」
の
ఆ
義
を
め
͙
る
Ϊ
ャ
ỽ
ϓ
に
つ
い
て

は
、
ÿ
月
ü
日
の
ே
日
の
Қ
安
්
問
題
の
ݕ
証
の
中
で
、

ৄ
し
い
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
ݕ

証
し
た
の
だ
か
ら
、
୯
な
る
ա
ڈ
記
事
を
め
͙
る
ँ
罪
に

と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
ݕ
証
を
生
か
し
て
広
義
の
「
強
制
連

行
」
の
視
点
を
取
り
続
け
て
い
く
の
が
、
ே
日
の
ݟ
ࣝ
を

示
し
、
日
ؖ
関
係
の
改
ળ
と
い
う
国
ӹ
、
そ
し
て
、
ア
ジ

ア
・
世
ք
の
平
和
に
資
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

原
発
事
ނ
に
関
す
る
「
٢
田
ௐ
書
」
の
ํ
に
つ
い
て
い

え

、
ݟ
出
し
や
Ω
ー
ϫ
ー
υ
の
選

と
い
う
こ
と
は
、

ே
日
に
ݶ
ら
ず
新
聞
が
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
た
め
に
ඇ

ৗ
に
重
要
だ
と
思
う
。

ࢲ
は
人
権
を
࣠
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
リ
ς
ラ
シ
ー
の
授
業

を
か
な
り
や
っ
て
き
た
。
新
聞
研
究
所
で
ֶ
ん
だ
後
、
教

৬
に
ब
い
た
関

の
大
ֶ
で
、

圧
さ
れ
て
い
た
ଆ
の
視

点
か
ら
ݟ
直
す
姿
勢
を
ֶ
び
、
東
京
の
ঁ
子
大
に
来
て
か

ら
は
ジ
ェ
ン
μ
ー
を
ؚ
む
人
権
の
視
点
か
ら
、「
メ
デ
ィ

ア
を
主
体
的
に
ղ
読
し


す
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
を

ҭ
て
合
う
」
と
い
う
ૂ
い
で
、
授
業
を

み
࢝
め
た
。

ݟ
出
し
に
つ
い
て
も
、
し

し

ٞ
論
に
な
っ
た
。
٢

田
ௐ
書
に
関
す
る
記
事
自
体
は
大
変
Ձ

が
あ
っ
た
が
、

ݟ
出
し
が
ま
ず
く
て
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
ά
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う

合
に
、
ど
う
ॲ
理
を
し
た
ら
い
い
か
。

「
ݟ
出
し
గ
正
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
（
স
）。

東
京
新
聞
に
ώ
ン
ト
を
ಘ
て
、
考
え
を
Ϳ
つ
け
合
い
、
ਂ

め
合
い
な
が
ら
走
っ
て
い
る
記
者
た
ち
の
姿
が
生
き
生
き

と
ࢴ
面
に
ݱ
れ
る
よ
う
な
新
聞
に
し
て
ほ
し
い
。

ݸ
ਓ
ͱ

৫
ỏ
ݪ

͔
Β
ͷ
࠶

ݕ
Λ

த
　

Қ
安
්
問
題
で
ÿ
月
ü
、
ý
日
の
ಛ
ू
を
や
っ

た
時
に
、
本
来
は
あ
れ
だ
け
の
大
ಛ
ू
だ
か
ら
相
当
ࠊ
を

ਾ
え
て
取
り

ん
で
い
る
は
ず
で
、
ୈ
二
、
ୈ
三
の

が

来
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
全
く
ࠊ
ࡅ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の

ఔ
度
の
֮
ޛ
で
ಛ
ू
を
し
た
の
か
、
と
い
う
の
が
大
き
な

ٙ
問
だ
。

٢
田
ௐ
書
問
題
は
本
人
が
あ
る
時
ظ
、
指
示
に
反
し
て

ఫ
退
し
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
の
は
間
ҧ
い
な
い
だ
ろ
う

し
、
そ
の
意
ຯ
で
は
ޡ
報
で
は
な
い
。
東
京
新
聞
の
論
点

明
示
報
道
と
ࣅ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ݟ
出
し
で
何
を
強

ௐ
す
る
か
、

し
い
と
こ
ろ
だ
。

ݸ
ਓ
ͱ

৫
ỏ
ݪ

͔
Β
ͷ
࠶

ݕ
Λ
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大
ֶ
で
10
年
ほ
ど
教
え
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
と
は
何

だ
と
考
え
て
き
た
。
反
ࠎ
ਫ਼
神
、
൷

ਫ਼
神
、
歴
史
と
世

ք
的
視

の
ॎ
横
の
࣠
で
物
事
を
ݟ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ

言
っ
て
き
た
が
、
ࢲ
の
結
論
は
、
近
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム

の
原
点
は
18
世
ل
に
イ
Ϊ
リ
ス
で
ى
こ
っ
た
ύ
ン
ϑ
Ϩ
ỽ

ト
書
き
だ
と
思
う
。
ア
メ
リ
Χ
で
は
ೆ
北
戦
争
で
何
े
ສ

人
と
死
ん
だ
結
果
、
ౕ
ྴ
ղ
์
が
実
ݱ
し
た
が
、
イ
Ϊ
リ

ス
で
は
そ
の
࢛
半
世
ل
前
、
１
ÿ
３
ÿ
年
に
ౕ
ྴ
制
度
が

ഇ
ࢭ
に
な
っ
た
。
し
か
も
無
݂
で
。
そ
れ
を
ট
い
た
の

は
、
さ
ら
に
半
世
ل
前
に
ϩ
ン
υ
ン
の
ҹ


に
ू
ま
っ

た
ク
Τ
ー
Χ
ー
教
ె
た
ち
が
「
ౕ
ྴ
は
人
道
に
反
す
る
も

の
だ
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
ύ
ン
ϑ
Ϩ
ỽ
ト
で
広
め

た
こ
と
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
大
義
を
実
ݱ
す
る
の
が
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ζ
ム
の
原
点
だ
。

今
の
段
階
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
の

命
は
何
だ
と
い
う

と
、
人
ྨ
の
理

を
実
ݱ
す
る
戦
後
の
平
和
・
民
主
主

義
、
人
権
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
対
す
る
߈
ܸ
が
、
安
倍
政

権
の
「
戦
前
の
日
本
に
戻
そ
う
」
と
い
う
動
き
と
と
も
に

強
ま
っ
た
。
そ
れ
が
ே
日
ό
ỽ
シ
ン
ά
だ
。
こ
れ
に
は
相

当
の
֮
ޛ
で
、
周
到
な
構
え
で
戦
わ
Ͷ

な
ら
な
い
の

に
、
中
్
半

な
構
え
で
ࣦ
ഊ
し
た
の
が
今
回
だ
。

ੲ
「
നは
っ

こ
う

事
件
」（ở

Ỡ）
の
後
、
ே
日
新
聞
ߝ
ྖ
に

「
不
ภ
不
党
の
地
に
立
っ
て
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
た
。

事
実
を
書
く
と
い
う
の
は
報
道
の
基
本
だ
が
、「
不
ภ
不

党
」
を
強
ௐ
し
ա
͗
る
と
、
ݱ
ঢ়
に
と
ら
わ
れ
た
だ
け
の

保
क
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ݱ
実
の
中
か
ら
、
大
義
に
Ԋ
っ

た
時
代
の
先
ۦ
け
を
ݟ
つ
け
て
書
く
、
先
ほ
ど
言
っ
た
理


を

求
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ζ
ム
の
原
点
を
忘
れ
な
い
こ

と
だ
。
今
度
の
結
果
で
ന

事
件
の
時
の
よ
う
な
社
是
が

で
き
て
「
不
ภ
不
党
」
が
強
ௐ
さ
れ
ա
͗
て
し
ま
う
と
、

Ҥ
ॖ
に
結
び
付
き
か
Ͷ
な
い
。
そ
う
し
て
は
ବ
目
だ
し
、

ே
日
ら
し
い
ਐ
า
ੑ
が
ҡ
࣋
さ
れ
る
か
ど
う
か

目
す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ở

Ỡ
大
正
デ
Ϟ
ク
ラ
シ
ー
の
先
಄
に
立
っ
て
ถ
૽
動

な
ど
に
関
し
ࣉ
内
正
ؽ
内
ֳ
を
ڄ
弾
し
て
い
た
大
ࡕ
ே
日

新
聞
が
１
９
１
ÿ
年
ÿ
月
に
掲
載
し
た
記
事
中
の
文
言

「
ന

日
を
؏
け
り
」（
内
ཚ
の
ஹ
候
を
示
す
ނ
事
成
ޠ
）

を
問
題
視
さ
れ
、
発
行
ې
ࢭ
に
さ
れ
か
け
た
事
件
。
大
ࡕ

ே
日
は
体
制
一
新
し
ې
ࢭ
を
໔
れ
た
。
ࣉ
内
政
権
は
弾
圧

の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
大
ࡕ
ே
日
の
国
Ո

権
力

の
۶

を


す
る
事
件
。

৽
ಊ　

ࢲ
は
一
ൠ
の
サ
イ
Ϩ
ン
ト
Ϛ
ジ
ἀ
リ
ς
ィ
ー
と

し
て
発
言
す
る
が
、
英
ޠ
で
言
う
「%

BN
BHF JT EPOF

（
後
の
ࡇ
り
）」、
ே
日
は
ਂ
い
ই
を
ෛ
っ
た
。
事
実
は
何

だ
っ
た
の
か
、
今
後
一
体
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の

か
、
と
話
さ
れ
て
い
る
。

１
９
ÿ
０
年
に
య
ܕ
的
な
፻

事
件
、「
ジ
ミ
ー
の
世

ք
」
が
ϫ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
に
出
た
。
ϔ
ϩ
イ
ン
中
ಟ

の
ÿ
ࡀ
の
少
年
の
υ
Ω
ỿ
メ
ン
タ
リ
ー
の
よ
う
な
も
の

だ
。
書
い
た
記
者
は
ジ
ャ
ω
ỽ
ト
・
ク
ỽ
ク
と
い
う
ࠇ
人

ঁ
ੑ
で
、
し
か
も
ϐ
ỿ
リ
π
Ỹ
ー

を
受
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
ٙ
問
を
࣋
つ
人
た
ち
が
い
て
、
全

く
፻

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

は
当
વ
返
ؐ

さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ω
ỽ
ト
・
ク
ỽ
ク
に
よ
る
と
、
ຑ
ༀ

関
係
の
記
事
を
書
く
と
い
う
こ
と
で
時
間
を
も
ら
っ
て
い

た
の
に
、
書
け
な
い
。
ϫ
シ
ン
ト
ン
周
ล
の
ଟ
く
の
ϔ
ϩ

イ
ン
ױ
者
の
情
報
を
一
人
の
少
年
に
ま
と
め
て
し
ま
っ

た
。
自
分
は
ඇ
ৗ
に
ϓ
Ϩ
ỽ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
と
言
っ
て

い
る
。

読
者
か
ら
の
手
ࢴ
が
ࡴ
到
し
て
、
当
時
の
ฤ
ू
長
ベ

ン
・
ブ
ラ
ỽ
υ
リ
ー
は
ϫ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
に
そ
の
手

ࢴ
を
載
せ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
デ
ィ
ー
ϓ
ス
ϩ
ー
ト
が
本

当
に
い
る
こ
と
を
信
じ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
」
と

か
、「
今
ご
ろ
ジ
ミ
ー
少
年
は
ϫ
シ
ン
ト
ン
の
ど
こ
か
で

デ
ィ
ー
ϓ
ス
ϩ
ー
ト
と
一
ॹ
に
ॅ
ん
で
い
る
と
考
え
て
も

い
い
の
か
」
と
か
、
ൽ
肉
た
っ

り
の
内
容
だ
っ
た
。

ポ
ス
ト
は
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と

が
ى
こ
っ
た
か
ݕ
証
し
た
が
、
そ
の
間
、
ベ
ン
・
ブ
ラ
ỽ

υ
リ
ー
は
ฤ
ू
長
を
続
け
、
ࣙ
め
た
の
は
９0
年
初
め
だ
っ

た
と
思
う
。
実
は
ポ
ス
ト
は
そ
の
間
、
ࣣ
つ
の
ϐ
ỿ
リ
π

Ỹ
ー

を
受
け
て
い
る
。
ブ
ラ
ỽ
υ
リ
ー
と
と
も
に
ؤ
張

っ
た
の
が
ウ
Ỽ
ー
タ
ー
ή
ー
ト
事
件
を
ࠂ
発
し
た
༗
名
な

Ϙ
ブ
・
ウ
ỽ
υ
ϫ
ー
υ
だ
っ
た
が
、
ϫ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス

ト
は
ݟ
事
立
ち
直
っ
た
わ
け
だ
。

ま
た
、
真
実
を
報
道
す
る
と
い
う
意
ຯ
で
は
、
χ
ỿ
ー

Ϥ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ζ
の
２
０
０
ÿ
年
の
記
事
が
あ
る
。
ೆ

Φ
η
ν
ア
ฆ
争
で
ά
ϧ
ジ
ア
と
ϩ
シ
ア
が
ি
ಥ
し
た
と
き
、

ά
ϧ
ジ
ア
政

は
ϩ
シ
ア
が
先
制
߈
ܸ
を

ֻ
け
た
と
発

表
し
た
が
、
タ
イ
ム
ζ
は
む
し
ろ
ٯ
で
あ
る
と
の
記
事
を

載
せ
た
。
ϩ
シ
ア
は
弱
い
者
い
じ
め
を
し
て
い
る
と
い
う

ೝ
ࣝ
が
広
が
っ
て
い
る
と
き
、
容
қ
な
こ
と
で
は
な
い
。

ά
ϧ
ジ
ア
֎
交

が
ٞ
会
で
「
先
制
し
た
の
は
わ
れ
わ

れ
で
あ
っ
た
」
と
証
言
し
て
、
国
民
か
ら
総
ス
Χ
ン
を
৯

っ
た
。
タ
イ
ム
ζ
は
0９
年
の
̚
̪
リ
ポ
ー
ト
を
取
材
。
そ

の
内
容
は
྆
ํ
に
責
任
が
あ
る
が
、
事
実
関
係
か
ら
言
え


ά
ϧ
ジ
ア
の
߈
ܸ
が
先
行
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
地
ຯ
な
記
事
の
ੵ
み
重
Ͷ
が
、
わ
れ
わ
れ

サ
イ
Ϩ
ン
ト
Ϛ
ジ
ἀ
リ
ς
ィ
ー
の
読
者
の
信
頼
を
ಘ
る
の

だ
と
思
う
。
ࢲ
は
ே
日
に
よ
み
が
え
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ

に
は
制
度
的
、
抜
本
的
改
革
が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
ே
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日
、
ؤ
張
れ
。

࢘
ձ　

ܹ
ྭ
あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
手


れ
な
感
じ
も
し
ま
す
が
（
স
）。

ۄ
　

Ԭ
さ
ん
が
最
初
に
言
わ
れ
た
「
事
実
と
評
Ձ
の

問
題
」
が
あ
る
と
思
う
。
事
実
と
い
う
の
は
そ
ん
な
に
୯

७
に
事
実
と
し
て
र
い
上
げ
ら
れ
る
の
か
。
事
実
の
中
に

は
必
ず
評
Ձ
が
入
っ
て
し
ま
う
。
事
実
と
評
Ձ
は
分
け
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
評
Ձ
を
Ճ
え
た
事
実
と
な
る

と
、
必
ず
そ
こ
に
ϑ
ィ
ク
シ
ἀ
ン
と
い
う
か
大
義
が
入
っ

て
し
ま
う
。
大
義
な
し
に
記
事
は
書
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。今

回
の
問
題
も

৫
の
問
題
よ
り
、
記
者
の
大
義
あ
る

い
は
正
義
感
の
࣋
ち
ํ
が
少
し
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

事
実
だ
け
を
र
う
と
保
क
主
義
に
な
る
、
と
中
北
さ
ん
は

指
摘
し
た
。
そ
れ
は
全
く
そ
う
で
、
事
実
を
र
う
と
き
の

ϑ
ィ
ク
シ
ἀ
ン
と
い
う
か
、
思

と
言
う
と
ま
ず
い
と
思

う
が
、
評
Ձ
の
問
題
を
も
う
少
し
ࠜ
本
的
に
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
今
回
の
問
題
で
思
う
こ
と
だ
。


　্

だ
ん
だ
ん
新
聞
研
的
に
な
っ
て
き
た
Ͷ
（
স
）。

ઙ
প　

ே
日
ό
ỽ
シ
ン
ά
は
、
権
Җ
を
ͻ
っ
く
り
返
す

の
が
面
ന
い
、
と
い
う
一
面
も
あ
る
と
思
っ
た
。
ே
日
新

聞
は
粘
り
強
く
、
信
頼
を
回
復
し
て
い
く
し
か
な
い
。

ぼ
く
は

理
が
長
か
っ
た
の
で
、
原
発
の
٢
田
ௐ
書
に

一
൪
興
ຯ
が
あ
る
。
̥
̧
̘
ݟ
ղ
を
載
せ
た
ே
日
の
ಛ
別

ࢴ
面
は
、
問
題
の
記
事
を
࠶
録
し
て
い
る
。
取
り
ফ
し
た

記
事
を
何
ඦ
ສ
部
も
新
た
に

っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
ݕ

証
の
た
め
に
は
や
む
を
ಘ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

٢
田
ௐ
書
を
報
じ
た
ே
日
新
聞
の
東
京
、
名
ݹ

、
大

ࡕ
、

部
の
ࢴ
面
は
、
Ϩ
イ
ア
ウ
ト
は
ҟ
な
る
が
、
ݟ
出

し
に
「
命
ྩ
に
ҧ
反
し
て
９
割
が
原
発
を
ఫ
退
し
た
」
と

い
う
要
素
は
み
ん
な
入
っ
て
い
る
。
出
ߘ
元
の
東
京
か
ら

の
意
向
も
あ
っ
た
と
は
思
う
が
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
こ

う
し
た
ѻ
い
に
な
る
。
大
ࡕ
本
社
の
ࢴ
面
が
東
ి
ଆ
の
言

い
分
を
ۂ
が
り
な
り
に
も
一
面
に
࣋
っ
て
き
た
。
こ
れ
は

良
か
っ
た
。


理
部
員
と
し
て
考
え
た
と
き
、
記
事
に
ち
ょ
っ
と
ٙ

問
を
࣋
っ
て
も
、「
ୈ
二
弾
が
あ
る
」
と
か
言
わ
れ
る
と
、

引
き
Լ
が
ら
͟
る
を
ಘ
な
い
。
だ
が
、
も
う
少
し
記
事
の

書
き
ํ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ۙ
౻　

三
つ

か
り
不
思
ٞ
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。
一

つ
は
ݟ
出
し
の
問
題
で
、
大
ࡕ
本
社
か
ら
ఏ
Ҋ
が
あ
っ

た
、
あ
れ
な
ら
、
こ
ん
な
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
た

だ
、
ü
月
20
日
に
こ
の
ே
日
の
ಛ
μ
ω
を
読
ん
だ
と
き
の

気
࣋
ち
を
ৼ
り
返
る
と
、「
あ
、
や
っ
ͺ
り
か
」
と
み
ん

な
思
っ
た
と
思
う
。
あ
の
原
発
事
ނ
以
来
、
ど
う
し
て
も

こ
こ
に
行
き
ண
く
༧
ఆ
ௐ
和
み
た
い
な
も
の
が
ຒ
め
ࠐ
ま

れ
て
い
て
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
れ

大
ஂ
ԁ
、
ス
ト
ー

リ
ー
は

結
す
る
と
い
う
෬
ઢ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
大
ࡕ
が
ఏ
Ҋ
を
し
て
も
、
東
京
に
「
証
拠
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
る
と
、
大
ࡕ
は
ؤ
張
れ
な
く
て
引
っ
ࠐ
ん
だ
。

そ
れ
も
、
前
か
ら
の
経
ա
が
෬
ઢ
と
し
て
ຒ
め
ࠐ
ま
れ
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
ࢲ
の
意
ݟ
だ
。

も
う
一
つ
不
思
ٞ
に
思
う
の
は
、

上
報
ࠂ
の
中
で
あ

っ
た
、（
٢
田
ௐ
書
を
）
࣍
長
も
読
ん
で
い
な
い
、
部
長

も
読
ん
で
い
な
い
。（
記
者
）
２
人
だ
け
で
と
い
う
の
が

よ
く
通
っ
た
な
。
普
通
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
う
い
う

大
き
な
ಛ
μ
ω
だ
か
ら
こ
そ
、
責
任
ಀ
れ
で
Ғ
い
人
一
人

か
ま
そ
う
か
と
か
（
স
）、
そ
う
い
う
考
え
は
ಇ
か
な
か

っ
た
の
か
ʁ　

記
者
ݸ
人
の
問
題
な
の
か
、
ே
日
の



み
の
問
題
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
ڪ
ら
く
そ
の
྆
ํ
あ

る
だ
ろ
う
が
、
人
間
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ຖ

日
新
聞
で
は
、
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。

三
つ
目
に
不
思
ٞ
な
の
は
、

上
論
文
で
も
そ
う
だ

が
、
間
ҧ
っ
た
ら
早
く
ँ
る
。
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
理

༝
、
ؤ
張
っ
た
理
༝
が
分
か
ら
な
い
。
Қ
安
්
の
問
題
で

も
、
Ԇ
ʑ
と
続
い
て
い
て
、
ڪ
ら
く
代
ʑ
の
社
長
は
み
ん

な
知
っ
て
い
た
と
思
う
。
し
か
し
、
自
分
が
手
を
ಥ
っ
ࠐ

む
の
は
嫌
だ
、
࣍
の
社
長
に
回
し
ち
Ỵ
え
と
い
う
（
স
）、

ѱ
く
言
え

サ
ラ
リ
ー
Ϛ
ン
ࠜ
ੑ
が
ಇ
い
た
の
か
な
と
い

う
気
が
す
る
。

（

ଜ
社
長
は
）
記
者
会
ݟ
で
も

上
論
文
を
な
ぜ
載

せ
な
か
っ
た
か
、
理
༝
は
全
く
な
し
に
、
感

ら
し
き
も

の
は
言
っ
た
。
社
長
が
感

ら
し
き
も
の
を
言
え

、
Լ

は
そ
ん

度た
く

し
て
載
せ
な
い
。
あ
れ
は
全
く
信
じ
ら
れ
な
い
。

࢘
ձ　

ど
う
い
う
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、

上
論
文
を

載
せ
な
か
っ
た
か
、

上
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。


　্

あ
ま
り
৮
れ
て
ほ
し
く
な
い
が
、

ଜ
社
長
が

載
せ
る
な
と
言
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
そ
う
い
う
ྲྀ
言

が
広
が
っ
て
い
て
、「
決
め
た
の
は

ଜ
さ
ん
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
部
Լ
の
ਿ
Ӝ
（
信
行
取
締
役
・
ฤ
ू
୲
当
）

に
ԡ
し
付
け
た
」
と
い
う
説
も
༗
力
だ
が
、
証
拠
が
な
く

て
分
か
ら
な
い
。

ۙ
౻　


ଜ
社
長
は
記
者
会
ݟ
で
「

上
論
文
を
ݟ
て

ど
う
で
す
か
」
と
会

の
記
者
か
ら
࣭
問
が
あ
っ
て
、
感


ら
し
き
も
の
は
言
っ
た
と
思
う
が
ộ
ộ
。


ଜ　

٢
田
ௐ
書
の
ü
月
20
日
付
の
記
事
の
も
と
に
な

っ
た
と
こ
ろ
を
読
む
と
、
通
ৗ
の
Ϛ
χ
ỿ
ア
ϧ
に
従
っ
た

対
策
な
ど
取
れ
な
く
な
っ
て
、
ύ
χ
ỽ
ク
ঢ়
ଶ
に
あ
っ

た
。「
์
ࣹ
ੑ
物
࣭
が
全
部
出
て
、
ま
き
ࢄ
ら
し
て
し
ま

う
わ
け
で
す
か
ら
、
զ
ʑ
の
イ
メ
ー
ジ
は
東
日
本
յ
໓
で



（ �� ）

ù÷øüõøõø� ϝ σ Ο Ξ ల � /P�ýúþ

す
よ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
٢
田
ௐ
書
の

「
本
当
は
ࢲ
、
２
̛
に
行
け
と
言
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
」

と
い
う
こ
と
を
読
み
直
す
と
、
ޡ
報
と
は
言
え
な
い
し
、

必
ず
し
も
༐
み
足
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

た
だ
、
こ
う
い
う
ௐ
ࠪ
報
道
で
は

を
ݻ
め
な
く
て
は

い
け
な
い
し
、
記
事
を
書
く

合
は
「
表
ݱ
は
৻
重
に
」

と
い
う
の
が
原
則
だ
。「
命
ྩ
ҧ
反
」
と
அ
ఆ
し
た
の
は
、

思
い
上
が
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ே
日
の
大
ࡕ
と
東
京
の
話
が
あ
っ
て
、
大
ࡕ
を
࣋
ち
上

げ
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
が
、
大
ࡕ
は
「
ア
ジ
ア


の
૭
ޱ
だ
」
と
い
う
意
ࣝ
と
、
人
権
を
重
視
し
て
書
い
て

き
た
。
٢
田
ਗ਼
治
発
言
も
最
初
、
大
ࡕ
の
講
演
会
で
の
発

言
を
載
せ
た
。
そ
の
後
、
٢
田
ਗ਼
治
は
එ
ଣ
だ
よ
と
分
か

っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
権
を
क
る
、
Қ
安
්
問

題
を
ૌ
え
る
と
い
う
ํ
向
で
走
り
続
け
て
し
ま
っ
た
。
٢

田
ਗ਼
治
発
言
は
ِ
り
で
あ
っ
た
と
、
ど
こ
か
で
は
っ
き
り

さ
せ
な
け
れ

い
け
な
い
の
を
ଵ
っ
て
き
た
の
は
、
大
ࡕ

の
ѱ
い
面
が
出
た
と
ࢲ
は
思
っ
て
い
る
。

Ҫ
　্

名
ݹ

は
い
ま

༵
༦
ץ
が
な
い
の
で
、
そ
れ

を
読
む
た
め
に
デ
ジ
タ
ϧ
版
で
取
り
࢝
め
た
。
̥
̧
̘
の

報
ࠂ
は
興
ຯ

ʑ
で
、
あ
ん
な
に
面
ന
い
原
ߘ
は
初
め
て

だ
と
思
っ
て
全
部
読
ん
だ
が
、
あ
ん
な

合
に
原
発
所
員

に
命
ྩ
す
る
権
ݶ
が
٢
田
所
長
に
法
的
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
ʁ　

ࢲ
の
意
ݟ
は
少
数
意
ݟ
か
も
し
れ
な
い
が
、
命
に

関
わ
る
原
発
事
ނ
の
よ
う
な

合
に
、
所
長
が
部
Լ
に

「
あ
あ
せ
よ
、
こ
う
せ
よ
」
と
指
示
や
命
ྩ
を
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ಀ
げ
た
人
が
い
て
も
、
責
め

ら
れ
な
い
。
事
ނ
ॲ
理
の
た
め
に
「
高
齢
者
を
ૹ
り
ࠐ

め
」
と
い
う
ڪ
ろ
し
い
意
ݟ
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
ど
こ

か
で
ফ
え
て
ϗ
ỽ
と
し
た
。
２
人
の
記
者
は
ௐ
書
の
内
容

を
書
く
だ
け
で
「
原
発
は
ڪ
ろ
し
い
」
と
示
せ
た
の
に
、

な
ぜ
୶
ʑ
と
書
か
な
か
っ
た
の
か
。

Қ
安
්
問
題
で
は
ؖ
国
人
ঁ
ੑ
と
結
ࠗ
し
た
元
記
者
の

ݸ
人
的
な
こ
と
で
言
い
ͮ
ら
い
が
、
そ
の
義

が
Қ
安
්

問
題
で
登

す
る
会
の
関
係
者
だ
っ
た
と
の
指
摘
。
も
し

そ
う
な
ら
、
無
༻
な
ޡ
ղ
を
ආ
け
る
た
め
に
も
、
別
の
記

者
に
任
せ
た
ํ
が
よ
か
っ
た
の
で
は
と
の
ٙ
問
が
残
っ
た
。

࠭
　ࢁ

్
中
参
Ճ
で
、
ٞ
論
の
ྲྀ
れ
も
分
か
ら
な
い
ま

ま
の
感

。
ே
日
が
お
わ
び
や
ऍ
明
を
何
度
も
載
せ
て
い

る
が
、
か
な
り
「
後
付
け
」
で
言
っ
て
い
る
感
じ
だ
。
取

材
し
た
り
記
事
を
作
っ
て
い
る
時
は
、
時
間
に

わ
れ
て

や
っ
て
い
る
は
ず
。
も
し
間
ҧ
っ
て
い
た
ら
続
報
で
ϑ
Ỽ

ϩ
ー
す
れ

よ
い
と
思
わ
な
け
れ

、
何
も
書
け
な
い
。

と
こ
ろ
が
「
新
聞
は
ઈ
対
に
正
し
い
」
と
思
い
ࠐ
ん
で
い

る
読
者
が
ଟ
い
。
こ
の
མ
差
ʂ　

ே
日
が
今
回
の
ό
ỽ
シ

ン
ά
に
ෛ
け
て
、
自
分
に
՝
し
た
「
反
ল
の
ห
」
に
厳
ີ

で
あ
り
ա
͗
る
と
「
ࢴ
面
が
全
く
、
つ
ま
ら
な
く
な
る
の

で
は
」
と
心
配
す
る
ே
日
ϑ
Ỹ
ン
も
い
る
。

٢
田
ௐ
書
の
件
も
、
や
っ
ͺ
り
ま
ず
か
っ
た
と
後
付
け

で
や
れ

ز
ら
で
も
付
く
と
思
う
が
、
ࢲ
が
一
൪
ڪ
れ
て

い
る
の
は
安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
の
Ϛ
ス
ί
ミ
ୟ
き
だ
。

「
̫
̚
̧
̮
」
と
い
う
ঁ
ੑ
月
ץ
誌
（
ޫ
文
社
）
が
ಛ

ఆ
ൿ
ີ
保
ޢ
法
の
こ
と
を
３
月
号
で
ѻ
お
う
と
し
た
ら
、

事
前
に
ฤ
ू
部
に
内
ֳ
広
報
ࣨ
か
ら
ి
話
が
か
か
っ
て
き

て
、「
そ
う
い
う
ಛ
ू
を
す
る
と
聞
い
た
が
、
う
ち
に
取

材
が
な
い
。
う
ち
に
も
取
材
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ

れ
た
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
取
材
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
ど

う
し
て
内
ֳ
広
報
ࣨ
に
࿙
れ
る
の
か
。

࢘
ձ　

最
後
に
ࣲ
田
さ
ん
か
ら
一
言
を
。

ࣲ
　ా

ਇ
Ү

論
文
で
、
ݱ
地
ま
で
ௐ
べ
に
行
っ
て

「
٢
田
ਗ਼
治
証
言
は
お
か
し
い
」
と
言
っ
た
こ
と
は
高
く

評
Ձ
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
軍
Қ
安
්
問
題
そ
の
も

の
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
論
ௐ
は
、
ま
さ
に
「
新
潮
」

「
文
春
」
ि
ץ
誌
࿏
ઢ
で
あ
っ
て
大
間
ҧ
い
だ
と
思
う
。

ୈ
二
論
文
の
ே
日
WT
̣
̝
̠
問
題
は
ࢲ
も
ৄ
ࡉ
に
ݕ

証
し
た
が
、
ਇ
氏
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
全
く
ҧ
う
。
最

高
裁
で
ே
日
が

ഊ
だ
と
言
う
が
、
内
容
は
高
裁
で
は
っ

き
り
ͻ
っ
く
り
返
っ
て
い
る
。
ே
日
が
ँ
っ
て
、
̣
̝
̠

は
ँ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
ݱ
在
の
ঢ়
گ
だ
が
、
ѱ
か

っ
た
の
は
̣
̝
̠
で
あ
っ
て
、
ே
日
に
は
ほ
と
ん
ど
問
題

が
な
い
。
た
だ
、
あ
の
時
の
政
治
と
の
བྷ
み
で
、
ே
日
が

変
な
こ
と
で
ँ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
事
件
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
け
は
一
言
言
っ
て
お
き
た
い
。

࢘
ձ　


り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
時
間
切
れ
に
な
る
の

は
残
೦
で
す
。
Ԭ
さ
ん
の
ਇ
論
文
の
ղ
読
、

上
さ
ん
の

ࢁ
田
論
考
と
ே
日
の
ݱ
ঢ়
考

か
ら
࢝
ま
り
、

理
部
の

役
割
や
、
ே
日
װ
部
の
不
Մ
ղ
な

அ

の
ҟ
論
も
あ
り

ま
し
た
。
中
北
さ
ん
、
新
堂
さ
ん
か
ら
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ζ
ム
の
原
点
に
関
わ
る
事
ྫ
も
出
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い

て
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
ே
日
の
論
説
を
率
い
た

ګ
三
さ
ん
は
「
ま

ず
、
読
者
（
ॸ
民
）
の
こ
と
、
࣍
に
自
༝
の
こ
と
、
ୈ
三

に
平
和
、
ୈ
࢛
は
ٞ
会
制
民
主
主
義
。
こ
の
࢛
つ
を
ৗ
に

೦
಄
に
ஔ
い
て
書
く
」
と
ޠ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
࢛
つ

の
Ω
ー
ϫ
ー
υ
が
示
ࠦ
す
る
と
こ
ろ
が
ே
日
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ζ
ム
の
ண
地
点
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
問
題
視
さ
れ
た

Қ
安
්
報
道
と
そ
の
後
の
対
応
、
٢
田
ௐ
書
問
題
な
ど
を

ݟ
る
と
、
目
指
す
ண
地
点
は
さ
っ
ͺ
り
ݟ
え
な
い
。

૾

力
が
退
Խ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
今
こ
そ
原
点
を
ݟ
٧
め
直

し
࠶
構
ங
す
る
時
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
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真
च

߈
ܸ
か
ら
３
Χ
月
後
の
１
９
û
２
（
昭
和
1７
）

年
３
月
７
日
付
ே
ץ
֤
ࢴ
は
、
こ
れ
に
参
Ճ
し
戦
死
し
た

ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
の
９
ক
࢜
が
２
階
級
ಛ
ਐ
し
「
軍
神
」
と
な

っ
た
こ
と
を
大
ʑ
的
に
報
じ
た
。
１
面
ト
ỽ
ϓ
の
ݟ
出
し

は
ᴹ
ᴹ
ே
日
「
ᚭじ
ん

ち
ỵ
う

ݹ
今
に
ઈ
す
る
軍
神

ப　

Ғ
܄

ً
く
ಛ
別
߈
ܸ
ୂ
」、
東
京
日
日
（
ຖ
日
）「
軍
神　

真
च


強
ऻ
・
ಛ
別
߈
ܸ
ୂ
の

ক
࢜
」、
読
ച
「
軍
神
ἔ
ಛ

別
߈
ܸ
ୂ
ἕ

༐
　࢜

日
本
ւ
軍
の


世
ք
に
એ
༲
」。

ே
日
は
「

ப
の
功

を
たࢌ
た

え
る

合
は
、
必
ず
『
ಛ
別

߈
ܸ
ୂ
』
の
名
শ
を
༻
い
（
ུ
）
উ
手
な
ݺ
び
ํ
を
し
て

英
ྶ
の
事

を
Ԛ
さ
͵
よ
う
」
に
と
、
国
民
を
ռ
め
る
記

事
を
載
せ
た
。

ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
は
「
人
間
ڕ
ཕ
」
の
発

か
ら

ら
れ
た

２
人
乗
り
の
খ
ܕ
જ
水
ఖ
。
真
च

߈
ܸ
で
は

؋
（
જ

水
؋
）
か
ら
ü
੭
が
そ
れ
ͧ
れ
２
本
の
ڕ
ཕ
を
ੵ
ん
で


内
に
৵
入
し
、
ߤ
ۭ
機
に
よ
る
ര
ܸ
・
ཕ
ܸ
と
連
ܞ
し
て

ถ
؋
ધ
を
水
面
Լ
か
ら
߈
ܸ
す
る
こ
と
が
任

だ
っ
た
。

大
本
Ӧ
は
、
こ
の
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
が
ถ
ւ
軍
の
主
力
戦
؋

「
ア
リ
κ
ナ
」
を
ܸ

さ
せ
た
と
し
「
今
࣍
大
戦
史
Ⴓ
き

಄と
う

の
一
大
Ғ
܄
と
い
ふ
べ
し
」
と
発
表
し
た
。
連
合
؋
ୂ
の

ࢁ
本
ޒ
े

࢘
ྩ
長

も
「
そ
の

܄
抜
܈
」
と
の
「
感

ঢ়
」
を
ଃ
る
。

し
か
し
、
大
本
Ӧ
発
表
と
感
ঢ়
の
ど
こ
に
も
軍
神
と
い

う
言
葉
は
な
い
。
統
制
Լ
の
新
聞
が
উ
手
に
軍
神
Խ
す
る

わ
け
は
な
い
。
軍
部
の
指
示
、
そ
れ
を
受
け
た
新
聞
が
一

体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
と
ਪ

で
き
る
。
太
平
༸

戦
争
初
の
ἔ
軍
神

生
ἕ
に
東
京
ఇ
大
教
授
で
ւ
軍

ୗ

の

部
ఃて
い

治じ

は
「
今
日
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
ϋ
ϫ
イ
で
の

ಛ
別
߈
ܸ
ୂ
の
こ
と
、
َ
神
を
ٽ
か
し
む
」（『

部
ః
治

日
記
』）、
東
京
日
日
の
論
説
委
員
・

正
ଂ
も
「
軍
神
の

শ
号
を
も
っ
て
全
国
民
に
ਸあ
が

め
ら
れ
る
べ
き
ߖ
国
の
ਫ਼
華

で
あ
る
。
そ
の
記
事
を
新
聞
で
ݟ
て
い
る
う
ち
に
、
ྦ
出い

で
て
ࢭ
ま
ら
な
い
」（

正
ଂ
日
記
『
挙
国
の
体
当
た
り
』）

と
そ
れ
ͧ
れ
記
す
。

֤
ࢴ
の
ࢴ
面
は
「

༐
࢜
の
横
إ
」、
Ҩ
書
や
د
せ
書

き
、
ླ

؏
太

（
ഊ
戦
時
の
首
相
）
の
「
で
か
し
た

ἔ
肉
ബ
必
中
」
と
い
っ
た
退
役
ւ
軍
大
ক
の
ஊ
話
、
٢


英
治
ら
作
Ո
、
Վ
人
な
ど
を
総
動
員
し
て
の
ࢍ
ࣙ
で
ຒ
め

ਚ
く
さ
れ
た
。
感
動
と
ྦ
を
༠
う
も
の

か
り
で
あ
る
。

ே
日
は
「
軍
神
の

」
の
タ
イ
ト
ϧ
で
ا
画
を
։
࢝
し
、

軍
神
を
生
み
ҭ
て
た


を
一
人
ͻ
と
り
取
り
上
げ
て
ઈ

ࢍ
し
、
こ
れ
を
通
し
て
国
民
に
戦
争

の
໓
ࢲ
ไ
ެ
を
求

め
る
。
読
ച
は
Վ
ࢺ
を
ެ
ื
し
て
軍
Վ
「
ᄾあ

あݺ

ಛ
別
߈
ܸ

ୂ
」
を
作
る
。

『
ݹ

ϩ
ỽ
ύ
昭
和
日
記
』M

「M
٠
田
（
一
夫
）
か
ら

ి
話
、
ւ
軍
ল
よ
り
真
च

の

༐
࢜
の
ܶ
Խ
上
演
を

す
ʍ
め
ら
れ
た
か
ら
、
࢛
月
ڰ
言
の
中
の
一
つ
を
引
ࠐ
め

て
、
つ
き
代

る
こ
と
に
す
る
こ
と
を
相
ஊ
」（
３
月
７

日
）。
ϩ
ỽ
ύ
一
࠲
の
ܶ
作
Ո
・
٭
本
Ո
で
あ
っ
た
٠
田

は
９
軍
神
の
１
人
・
ݹ

ൟ
実
少
ࠤ
を
Ϟ
デ
ϧ
に
「
若
ࡩ

ࢄ
り
͵
」
を
書
き
、
û
月
１
日
か
ら
༗
ָ
࠲
で
上
演
さ
れ

る
。
主
演
の
ϩ
ỽ
ύ
は
「
シ
ー
ン
と
水
を
ଧ
っ
た
よ
う
に

な
っ
て
、
よ
く
ٽ
く
」
と
初
日
の
観
٬
の
༷
子
を
記
す
。

戦
؋
ア
リ
κ
ナ
は
、
乗
り

ん
で
い
た
ক
ฌ
ઍ
人
以
上

と
と
も
に


、
ݱ
在
は
そ
の
上
に
「
ア
リ
κ
ナ
記
೦

ؗ
」
が

ら
れ
て
い
る
。
ܸ

さ
せ
た
の
が
、
本
当
に
ಛ

घ
જ
ߤ
ఖ
だ
っ
た
の
か
。
։
戦
２
日
後
の
『
高
দ
ٶ
日

記
』。
ւ
軍
軍
ྩ
部
ୈ
一
՝
（
作
戦
）
の
参

で
あ
っ
た

高
দ
ٶ
は
「（
ÿ
日
）
一
ീ
一
一
（
ޕ
後
ý
時
11
分
）
本

؋
格
ೲ

（
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
）
Ϥ
リ
自
ݾ
ූ
号
、
続
イ
ς

『
ト
ラ
』（「
奇
ऻ
に
成
功
」
の
҉
号
）
Ϯ
受
信
ス
。
一

一

࢛
（
ޕ
後
７
時
14
分
）、
連
བྷ
ア
ϧ
Ϟ
じ࣐

後ご

杜と

ઈぜ
つ
ス
」
と
記

し
「
当
時
ノ
ঢ়
گ
Ϥ
リ
ݟ
ς
֤

（
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
）
港
内

χ
ਐ
入
シ
、
߈
ܸ
Ϯ
決
行
シ
ಘ
タ
ϧ
Ϟ
ノ
（
ト
）
ೝ
ム
ϧ

Ϟ
、
Ҩ
״
ナ
Ψ
ラ
た
だ

今い
ま

㭒ま
で

一
人
Ϟ
ऩ
容
シ
ಘ
ζ
」
と
書
く
。

連
合
؋
ୂ
の
参

長
・
Ӊ
֞
వま
と
めの
日
記
『
戦

録
』。

軍
ྩ
部
の

ཹ
ൟ
ୈ
一
部
長
か
ら
「

日
ޕ
後
戦
؋
一
੭

ߋ
に


せ
ら
れ
た
事
֬
実
」「
格
ೲ

（
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
）

に
よ
る
も
の
と

அ
せ
ら
れ
る
」
と
の
連
བྷ
が
く
る
。
主

力
؋
が
も
う
１
੭
ܸ

さ
れ
た
と
の
ถ
国
の
発
表
を
Ճ
え

て
、
Ӊ
֞
は
「
౾
જ
（
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
）
決
死
の
行
、
ീ
日

に
ԙお

け
る
զ
れ
奇
ऻ
成
功
（
ト
ラ
）
の
ి
と
ซ
せ
二
੭

ઈ
ࢍ
ͷ
૯
ಈ
һ

ਪ
ଌ
ͱ
ر

ͷ
ઓ
Ռ

⠏

作
り
出
さ
れ
た
真
珠
湾
九
軍
神

　
　
　
海
軍
と
新
聞
一
体
で



（ �� ）

ù÷øüõøõø� ϝ σ Ο Ξ ల � /P�ýúþ

（
ܸ

）
は
必
ず
や
成
功
を
ऩ
め
た
り
」（
12
月
10
日
）
と

記
録
す
る
。

真
च

߈
ܸ
か
ら
10
日
後
の
18
日
、
大
本
Ӧ
ւ
軍
部
は

ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
が
「
少
な
く
と
も
戦
؋
ア
リ
κ
ナ
ܕ
一
੭
を

߾

し
た
」
と
し
、
ߤ
ۭ
部
ୂ
と
合
わ
せ
た
総
合
戦
果
と

し
て
「
ถ
太
平
༸
؋
ୂ
は
全
໓
せ
し
め
た
」
と
発
表
。
わ

が
ํ
の
ଛ

の
中
に
「
ະい
ま

だ
ᓤき

ؐか
ん

せ
͟
る
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
ޒ

੭
」
を
Ճ
え
た
。
し
か
し
、
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
の
乗
員
は
୭
も

生
ؐ
し
て
お
ら
ず
、
戦
果
は
ະ
֬
ೝ
で
あ
っ
た
。

ූ
અ
が
合
い
そ
う
な
情
報
を
つ
な
͗
合
わ
せ
、
ر

的


அ
を
交
え
て
「
ア
リ
κ
ナ
ܸ

」
と
し
た
の
で
あ
る
。

『
高
দ
ٶ
日
記
』
に
「
જ
水
؋
ر

者
Ψ
少
ナ
イ
ノ
デ
、

જ
水
؋
ノ
手
ฑ
Ϯ
発
表
η
ω
ό
イ
έ
ナ
イ
ト
Ӡい

ϑ
意
ݟ
ଟ

シ
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
ւ
軍
の
内
部
事
情
か
ら
、
ಛ
घ

જ
ߤ
ఖ

の
乗
り

み
は
志
ئ
で
は
な
く
、
指
ྩ
だ
っ

た
。
そ
の
若
い
ক
࢜
に
Ֆ
を
࣋
た
せ
る
政
治
的
な
ૂ
い
が

優
先
し
た
。
同
ໍ
通
信
や
新
聞
社
は
ถ
国
か
ら
の
χ
ỿ
ー

ス
や
ࣸ
真
は
్
ઈ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ୈ
三
国
を
通
し

て
入
っ
て
き
た
ア
リ
κ
ナ
が

き
、


す
る
す
さ
ま
じ

い
ࣸ
真
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
と
、
真
च

奇
ऻ
の
成
功

と
ซ
せ
国
民
を

き
立
た
せ
た
。
軍
神
Խ
す
る
ঢ়
گ
は
े

分
だ
っ
た
。

真
च

߈
ܸ
の
ߤ
ۭ
ୂ
ୂ
長
で
ୈ
１
࣍
߈
ܸ
ୂ
を
指
ش

し
た

田
ඒ

雄
（
当
時
中
ࠤ
）
は
自
ঀ

で
、
ಛ
घ
જ

ߤ
ఖ
の
戦
果
は
「
で
っ
ち
あ
げ
」
ら
れ
た
と
書
く
。
天
ߖ

に
戦
果
を
報
ࠂ
す
る
た
め
ؼ
ؐ
し
た

田
は
12
月
26
日
、

大
本
Ӧ
の
જ
水
؋
主

参

・
༗
ઘ
ཾた
つ

೭の

介す
け

中
ࠤ
か
ら

「
ア
リ
κ
ナ
の
ご߾
う

ち
ん

を
ಛ
別
߈
ܸ
ୂ
の
戦
果
に
く
れ
な
い

か
」
と
࣋
ち
ֻ
け
ら
れ
る
。
ܸ

は
水
平
ര
ܸ
ୂ
の
ര
弾

が
ア
リ
κ
ナ
の
Ր
ༀ
ݿ
を
؏
通
し
༠
ര
さ
せ
た
結
果
で
あ

る
こ
と
を
֬
ೝ
し
て
い
る

田
は
「
ア
リ
κ
ナ
の
֎
ଆ
に

は

作
ધ
が
横
付
け
し
て
お
り
ڕ
ཕ
は
ར
か
な
か
っ
た
の

だ
よ
」
と
説
明
し
て
அ
る
。

ち
な
み
に
、
戦
後
出
版
さ
れ
た
Ӊ
֞
の
『
戦

録
』
に

２
人
の
元
ւ
軍
少
ক
が
「

」
を
付
け
た
。
サ
ミ
ỿ
Τ

ϧ
・
Ϟ
リ
ι
ン
著
『
太
平
༸
の
Ѵ
日
・
太
平
༸
戦
争
ア
メ

リ
Χ
ւ
軍
作
戦
史
』
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ

は
ܸ

さ
れ
た
の
が
２
੭
、
自
ര
１
੭
、
ั
֫
さ
れ
た
の

が
１
੭
、
ফ
息
不
明
が
１
੭
と
あ
り
、
ถ
国
ଆ
か
ら
ݟ
て

も
、
記
録
さ
れ
る
べ
き
戦
果
は
な
か
っ
た
。


田
は
す
͙
に
ೆ
ํ
作
戦
に
స
じ
た
が
、
そ
の
間
「
軍

神
Խ
」
の

作
は
ਐ
み
、
42
年
û
月
ÿ
日
に
は
日
ൺ
୩
ެ

Ԃ
で
「

軍
神
合
同
ւ
軍

」
が

大
に
行
わ
れ
た
。


田
の
自
ঀ

に
よ
る
と
、
こ
れ
に
は
55
人
も
の
٘
ਜ਼
者
を

出
し
た
ߤ
ۭ
߈
ܸ
ୂ
内
に
不
平
・
不
満
が
強
か
っ
た
。


田
は
「
ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
は
、
࢝
め
か
ら
生
ؐ
を
ظ
さ
な
い
ಛ

߈
を
や
っ
た
ん
だ
。
ア
リ
κ
ナ
は
൴
ら
に
あ
げ
な
い
さ

い
」
と
言
っ
て
ऩ
め
た
と
い
う
。
ߤ
ۭ
部
ୂ
に
ࢁ
本
長


の
「
感
ঢ়
」
が
出
た
の
は
、
合
同

の
２
日
後
。
中

も

軍
神
に
対
し
て
よ
り
一
段
低
い
「

܄
ݦ
著
」
だ
っ
た
。

ಛ
घ
જ
ߤ
ఖ
ü
੭
に
な
ぜ
９
軍
神
な
の
か
ᴹ
ᴹ
軍
関
係

者
に
ݶ
ら
ず
、
国
民
の
間
で
も
ٙ
問
を
๊
く
向
き
も
ଟ
か

っ
た
。
真
相
は
10
人
の
う
ち
ञ
ר
和
உ
少
җ
（
戦
後
、
ブ

ラ
ジ
ϧ
・
ト
Ϥ
タ
社
長
）
が
ถ
軍
の
ั
ྂ
に
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
ञ
ר
は
戦
後
、
著
書
『
ั
ྂ
ୈ
一
号
』

『
ั
ྂ
生
׆
࢛
年
』
で
、
ั
ྂ
の
体
ݧ
や
生
׆
、
生
き
残

っ
た
ۤ
悩
を
書
き
残
し
て
い
る
。
ञ
ר
ఖ
は
ジ
ャ
イ
ϩ
ί

ン
ύ
ス
（
ཏ

ّ
）
が
ނ
ো
し
て
҉

に
乗
り
上
げ
て
し

ま
っ
た
。
Ϟ
リ
ι
ン
が
記
し
て
い
る
「
ั
֫
１
੭
」
は
こ

の
ఖ
の
こ
と
で
、
ञ
ר
は

出
し
て
ඬ
ྲྀ
、
ւ
؛
で
意
ࣝ

不
明
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
日
ܥ
２
世
の
ถ
ฌ
に
ั
ま
っ

た
。
同
乗
の
Ҵ
֞
ਗ਼
二

ฌ
層
は
行
ํ
不
明
に
な
り
、
軍

神
の
１
人
と
し
て
ѻ
わ
れ
た
。

ञ
ר
の
こ
と
が
「
ୈ
三
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
あ
た
り
」

（

田
自
ঀ

）
か
ら
֎
ి
で

わ
っ
て
く
る
。
ञ
ר
の

『
ั
ྂ
生
׆
࢛
年
』
で
ং
文
を
書
い
た

ଜ
ؽ
は
「
新
聞

社
に
籍
を
ஔ
い
て
い
た
の
で
（
ञ
ר
の
こ
と
は
）
知
っ
て

い
た
」
と
書
い
て
い
る
。
同
ໍ
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
、
そ
れ
を
記
事
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。ւ
軍
は
ञ
ר
の
存
在
自
体
を
ຣ
ࡴ
に
か
か
る
。

Ӊ
֞
は
「
決
死
の
े
༐
࢜
」
が
出
ܸ
を
前
に
し
て
ޖ
の

水
交
社
で
書
い
た
د
せ
書
き
を
『
戦

録
』
に
記
し
て
い

る
。「
ਚ

報
国
」「
ࢸ

」「
அ
じ
て
行


َ
神
も
೭こ
れ

を

ආ
く
」
な
ど
の
決
意
を
そ
れ
ͧ
れ
表
し
た
も
の
だ
が
、
新

聞
に
発
表
さ
れ
た
中
か
ら
ञ
ר
の
書
い
た
「
ࡉ
心
大
　

ञ
ר
和
உ
」
は
ফ
さ
れ
た
。
10
人
の
ू
合
ࣸ
真
か
ら
も
ञ

ר
は
Χ
ỽ
ト
さ
れ
た
。
ั
ྂ
に
な
っ
た
の
を
軍
神
に
は
で

き
な
い
、
軍
神
と
同
じ
任

に
ब
い
て
い
た
中
に
ั
ྂ
が

い
て
は
ま
ず
い
。
ञ
ר
の
存
在
は
ͻ
た
隠
し
に
隠
さ
れ
た
。

（
ࠃ

ɹ
ढ़
ӳ
＝
共
同
通
信
社
社
友
）

ủ
ઓ
Ռ
Λ
͘
Ε
ͳ
͍
͔
Ứ

ຣ
ࡴ
͞
Ε
ͨ
ủ
ั
ྂ
ୈ
Ұ
߸
Ứ
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今
回
の
ऺ
Ӄ
選
の
結
果
に
は
「
こ
ん
な
政
治
ঢ়
گ
で
、

ど
う
し
て
༩
党
に
こ
れ
ほ
ど
の
ٞ
੮
を
ʁ
」
と
思
う
。
不

意
ଧ
ち
の
選
挙
に
࣋
ち
ࠐ
ん
だ
戦
ज़
の
উ
ར
だ
が
、
代
ٞ

制
民
主
主
義
で
の
選
挙
結
果
は
、
選
挙
権
を
࣋
つ
国
民
に

最
大
の
責
任
が
あ
る
。
ࢲ
も
そ
の
１
人
だ
。
年
が
明
け
た

戦
後
７0
年
、
こ
の
国
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
う
考
え
る

と
、
前
に
も
書
い
た
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
い
た
人
間
が
ޱ
に

す
る
の
は
天
に
ଣ
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
言
い
た
く

な
る
。「
こ
う
な
っ
た
の
は
、
༗
権
者
が
ό
Χ
だ
か
ら
」

ࡢ
年
12
月
14
日
投
։
票
の
ऺ
Ӄ
選
で
、
自
民
党
は
２
９

１
ٞ
੮
を
֫
ಘ
。
３5
ٞ
੮
の
ެ
明
党
と
合
わ
せ
て
ఆ
数
の

３
分
の
２
を
֬
保
し
、
圧
উ
し
た
。
民
主
党
は
、
代
表
が

མ
選
す
る
な
ど
し
て
৳
び
悩
み
７３
ٞ
੮
。
࣍
世
代
の
党
が

ܹ
ݮ
し
た
一
ํ
で
、
共
産
党
が
༂
ਐ
し
た
。

安
倍
晋
三
首
相
が
ফ
අ
૿
੫
を
ݟ
ૹ
っ
て
༧

֎
の
ղ

ࢄ
に
౿
み
切
っ
た
の
を
「
理
ղ
・
ೲ
ಘ
で
き
な
い
」
と
い

う
意
ݟ
が
世
論
ௐ
ࠪ
で
ଟ
数
を

め
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
評
Ձ
も
Լ
が
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
の
大
ํ
の
関
心
は

「
自
民
党
が
ど
れ
だ
け
の
ٞ
੮
ݮ
で
と
ど
ま
る
か
」
だ
っ

た
は
ず
。
ຖ
日
11
月
25
日
付
༦
ץ
で
の
専
門
Ո
ü
人
の
ٞ

੮
༧
ଌ
で
は
、
最
少
は
２
３
１
で
最
ଟ
で
も
２
７
２
。
そ

れ
だ
け
に
、
ެ
示
後
の
֤
ࢴ
の
世
論
ௐ
ࠪ
結
果
は
ি
ܸ
だ

っ
た
。「
自
民
、
３
０
０
ٞ
੮
う
か
が
う
」（
12
月
û
日
付

ே
日
ே
ץ
）、「
自
ެ
、
３
０
０

す
勢
い
」（
同
日
付
読

ച
ே
ץ
）、「
༩
党
３
分
の
２

す
勢
い
」（
ÿ
日
付
ຖ
日

ே
ץ
）、「
自
民
୯
ಠ
で
３
分
の
２
迫
る
」（
９
日
付
産
経
）

ộ
ộ
。
情
勢
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
選
挙
は
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
考
え
て
み
れ

不
思
ٞ
で
は
な
か
っ
た
。
ެ

示
前
の
ෳ
数
の
世
論
ௐ
ࠪ
で
、
内
ֳ
支
࣋
率
は
ほ
ぼ
40
％


。
ൺ
ྫ
区
投
票
先
と
し
て
、
自
民
党
は
民
主
党
に
２
Ỗ

û
倍
ఔ
度
の
差
を
付
け
て
い
た
。
民
主
党
は
ఆ
数
の
40
％

༨
り
し
か
候
補
を
༴
立
で
き
ず
、
自
民
党
ܥ
と
共
産
党
だ

け
が
争
う
選
挙
区
が
３1
も
。

党
の
選
挙
区
ௐ

は



で
「

合
」
の
ҹ

が
൱
め
な
か
っ
た
。
日
経
11
月
24
日

付
ே
ץ
記
事
の
ݟ
出
し
「
政
権
൷

層
、
ݟ
え
͵
受
け

ࡼ
」「
経
ࡁ
不
満
で
も
自
民
支
࣋
」
が
実
ଶ
だ
っ
た
。

༉
அ
し
て
い
た

党
と
メ
デ
ィ
ア
は
、
政
権
ଆ
の
思


に
ま
ん
ま
と
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
ղ
ࢄ
表
明
直
後
の
イ

ン
タ
ビ
ỿ
ー
で
、
安
倍
首
相
に
「

党
が
ղ
ࢄ
を
൷

し

た
の
は
ڻ
い
た
。
安
倍
政
権
に
続
い
て
ほ
し
い
の
だ
ろ

う
」
と
ൽ
肉
を
言
わ
れ
る
体
た
ら
く
。
༗
権
者
の
関
心
が

低
く
、
投
票
率
が
ա
ڈ
最
低
だ
っ
た
こ
と
も
、
政
権
ଆ
の

ૂ
い
に
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ຖ
日
11
月
25
日
༦

ץ
記
事
で
、
選
挙
ϓ
ラ
ン
ナ
ー
の
দ
田
֜か
お
る

氏
は
「
ղ

ࢄ
・
総
選
挙
を
『
す
べ
き
で
な
い
』
と
考
え
る
層
は
、
ඇ

自
民
候
補
に
投
票
す
る
よ
り
は
、
投
票

行
か
な
い
Մ


ੑ
が
高
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

党
の
選
挙
ଶ
勢
構
ங


れ
と
、
政
権
が
後
退
局
面
に
入
っ
た
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の

思
い
ࠐ
み
、
投
票
者
の
心
理
ま
で
読
み
ࠐ
ん
だ
「
ϓ
ϩ
」

が
政
権
周
ล
に
い
た
と
ೝ
め
͟
る
を
ಘ
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
ڈ
年
の
「
新
ޠ
・
ྲྀ
行
ޠ
大

」
で
言
え

、


党
も
メ
デ
ィ
ア
も
全
く
「
μ
メ
よ
Ỗ
μ
メ
μ
メ
」。

最
大
û
年
と
い
う
時
間
を
ಘ
た
安
倍
政
権
が
こ
れ
か
ら

何
を
や
る
の
か
。
優
勢
が

え
ら
れ
て
以
߱
に
読
ച
、
産

経
は
ऺ
Ӄ
選
と
「
憲
法
改
正
」
を
བྷ
め
た
社
説
を
掲
載
し

た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
ἔ
隠
れ
み
の
ἕ
に
「
࿑
ಇ
者
派
ݣ

法
改
正
」、
法
人
੫
ݮ
੫
、「
ϗ
ϫ
イ
ト
Χ
ラ
ー
Τ
ά
θ
ン

ϓ
シ
ἀ
ン
」、
安
全
保
ো
関
係
法

උ
な
ど
を
ਐ
め
な
が

ら
、
ૂ
う
ἔ
本
ؙ
ἕ
は
や
は
り
憲
法
改
ఆ
で
は
な
い
か
。

ղ
ࢄ
前
日
の
11
月
20
日
、
自
民
党
が
「
ऺ
Ӄ
選
報
道
の

ެ
平
中
立
・
ެ
正
を
求
め
る
」
文
書
を
在
京
ς
Ϩ
ビ
局
に

ૹ
っ
て
い
た
と
、
28
日
付
ே
ץ
で
ே
日
、
ຖ
日
と
、
共
同

配
信
記
事
を

っ
て
東
京
な
ど
が
報
じ
た
。
社
説
で
も
ே

日
は
同
日
「
政
権
党
が
言
う
こ
と
か
」、
東
京
は
2９
日

「
̩
̫
報
道
、
Ҥ
ॖ
さ
せ
る
な
」
と
൷

。
民
์
࿑
連
も

߅
ٞ
声
明
を
出
し
た
が
、
安
倍
首
相
は
12
月
１
日
の
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
で
の
党
首
౼
論
会
で
「
日
本
に
は
์
ૹ
法
が

あ
り
、
ެ
平
ެ
正
な
報
道
は
当
વ
」
と
ย
付
け
た
。

ࢲ
は
、
報
道

の
政
治
の
介
入
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
全

体
に
関
わ
る
重
大
事
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
ς
Ϩ
ビ
ଆ

の
反
応
は
ಷ
く
、
新
聞
報
道
も
不
े
分
。
日
経
、
産
経
は

共
同
の
記
事
を

っ
て
ご
く

く
報
じ
た
だ
け
で
、
読
ച

ủ
ࣗ
ຽ
ѹ
উ
Ứ
ͷ
ি
ܸ
ͦ
ͷ
·
·

ủ
ެ
ฏ
ɾ
ެ
ਖ਼
ͳ
報
道
Ứ

野
党
も
メ
デ
ィ
ア
も
「
ダ
メ
よ
〜
ダ
メ
ダ
メ
」

　
今
後
の
安
倍
政
治
、

　
　〝
本
丸
〞
は
や
は
り
憲
法
か



（ �� ）

ù÷øüõøõø� ϝ σ Ο Ξ ల � /P�ýúþ

は
ࢴ
面
を
ݟ
る
ݶ
り
、
記
事
を
掲
載
し
て
い
な
い
。
無
視

や
ܰ
視
し
た
の
だ
と
す
れ

、
そ
れ
こ
そ
「
ެ
平
・
ެ
正

な
報
道
」
の
視
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
ࢲ
は
思
う
。

こ
の
ཝ
を
୲
当
し
て
か
ら
の
約
１
年
半
を
ৼ
り
返
っ
て

も
、
新
聞
֤
ࢴ
の
論
ௐ
の
ُ
྾
は
広
が
っ
て
い
る
。
分
ذ

点
は
政
権
と
の
ڑ

感
。
ス
タ
ン
ス
が
最
も
政
権
د
り
な

の
は
産
経
だ
が
「
政
治
と
Χ
ω
」
や
国
会
ٞ
員
の
ఆ
数


ݮ
な
ど
で
は
、
ݱ
ঢ়
に
൷

的
と
言
え
る
。
読
ച
も
、
靖

国
参
拝
を
আ
け

政
権
に
同
ௐ
し
て
お
り
、
従
軍
Қ
安
්

問
題
な
ど
の
論
ௐ
で
は
産
経
に
近
ͮ
い
て
い
る
ҹ

だ
。

日
経
は
２
ࢴ
よ
り
৻
重
だ
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
中
心
に

基
本
的
に
政
権
支
࣋
の
姿
勢
だ
。
こ
れ
に
対
し
ே
日
、
ຖ

日
、
東
京
は
安
倍
政
権
に
൷

的
で
、
東
京
が
最
も
強

ߗ
。
別
の
観
点
か
ら
ଊ
え
る
と
、
読
ച
と
産
経
、
そ
れ
に

原
発
な
ど
に
ݶ
ఆ
し
て
東
京
が
ἔ
政
論
新
聞
ἕ
の

向
を

強
め
て
い
る
。

ࢲ
は
政
論
新
聞
そ
の
も
の
を
൱
ఆ
し
な
い
。
言
論
機
関

に
は
ଟ
༷
な
ܗ
ଶ
が
あ
っ
て
い
い
し
、
ํ
向
ੑ
を
ଧ
ち
出

し
て
実
際
に
政
治
を
動
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

一
つ
の
在
り
ํ
と
し
て
ೝ
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

問
題
は
、
権
力
ଆ
と
の
ۓ
張
関
係
と
「
ެ
平
・
ެ
正
な
報

道
」
を
ど
う
ଊ
え
、
ど
う
保
ো
す
る
か
で
は
な
い
か
。
そ

の
意
ຯ
で
、
ݱ
在
の
新
聞
の
ز
つ
か
は
ἔ
ة
ݥ
水
Ҭ
ἕ
に

近
ͮ
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
ࢲ
の
ೝ
ࣝ
だ
。


の
ఋ
は
Վ
人
で
、

も
ੲ
は
Վ
ӵ
み
だ
っ
た
。
ࢲ
は

作
ら
な
い
が
、
新
聞
の
Վ
ஃ
や
俳
ஃ
は
よ
く
読
む
。
た

だ
、
社
会
的
な
問
題
を
ど
う
ѻ
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
し

か
関
心
が
な
い
。
こ
の
１
年
༨
り
は
、
ಛ
ఆ
ൿ
ີ
保
ޢ
法

や
憲
法
・
ू
ஂ
的
自
Ӵ
権
な
ど
を
取
り
上
げ
た
作

も
ࢄ

ݟ
さ
れ
た
が
、
広
が
り
や
ਂ
さ
は
ݶ
ఆ
的
。
ݱ
在
の

ࢻ

ܕ
文
ֶ
が
ݱ
実
に
肉
ബ
す
る
力
に

し
い
と
௧
感
す
る
。

わ
ず
か
に
ҹ

に
残
っ
た
の
は
、
憲
法
を
Վ
っ
た
ࡢ
年
ý

月
ÿ
日
付
ே
日
Վ
ஃ
の
１
首
͙
ら
い
か
。「

に
ա
͗
る

気
高
き
理

掲
げ
来
て
զ

が
も
の
に
終
に
成
し
ಘ
ず
」

社
会
的
な
関
心
を
示
す
Վ
や
۟
が
載
る
の
は
、
圧

的

に
ݱ
体
制
に
൷

的
な
新
聞
で
、
ਪ
ਐ
・
ࢍ
成
派
の
ࢴ
面

に
は
ほ
と
ん
ど
ݟ
ら
れ
な
い
。
ý
月
３0
日
付
読
ച
Վ
ஃ
の

「
戦
争
を
せ
ず
と
決
め
た
る
そ
の
国
が
い
く
さ
に
උ
ふ
る

法
を
決
め
む
か
」
が
ر
少
ྫ
。
戦
争
に
৮
れ
た
も
の
も
ÿ

月
以
֎
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。
中
で
は
、
ࡢ
年
12

月
１
日
付
ຖ
日
Վ
ஃ
の
「
無
関
心
続
け
つ
ͮ
け
て
最
ظ
に

は
人
間
ڕ
ཕ
の
回
天
の
な
か
」
が
出
৭
だ
ろ
う
。

ࡢ
年
７
月
、
さ
い
た
ま
市
の
ެ
民
ؗ
が
、
市
民
サ
ー
ク

ϧ
の
メ
ン
ό
ー
が
ӵ
ん
だ
俳
۟
の
月
報
掲
載
を
ڋ
൱
し

た
。「
ക
Ӎ
ۭ
に
『


क
れ
』
の
ঁ
ੑ
デ
Ϟ
」
と
い
う

۟
で
、
そ
の
後
も
姿
勢
を
変
え
な
い
市
に
対
し
、
東
京
は

Ω
ャ
ン
ϖ
ー
ン
的
に
൷

報
道
。
９
月
ÿ
日
付
ே
ץ
で

も
、
俳
人
ۚ
子
とד
う

太た

氏
が
「
ご
く
普
通
の
市
民
が
率
直
に

感
じ
た
こ
と
を
俳
۟
に
し
た
だ
け
」
と
ἔ
༴
ޢ
ἕ
し
た
。

市
ଆ
は
１
月
に
ࢾ
問
機
関
が
意
ݟ
を
ू
約
す
る
と
い
う
。

ࢲ
も
市
の
ଶ
度
は
お
か
し
い
と
思
う
。
が
、
൷

を
֮

ޛ
に
ݸ
人
的
意
ݟ
を
言
え

、
こ
の
۟
は
ス
ϩ
ー
Ψ
ン
で

あ
っ
て
俳
۟
で
は
な
い
。
運
動
と
し
て
༴
ޢ
す
る
こ
と
は

必
要
だ
と
し
て
も
、

作
物
と
し
て
の
Ձ

を
度
֎
視
す

る
の
は
間
ҧ
っ
て
い
る
。
運
動
か
ら
生
ま
れ
る
文
ܳ
や
ܳ

ज़
に
も
࣭
を
求
め
な
け
れ

、
結
果
的
に
そ
の
運
動
は
๛

か
な
広
が
り
と
ਂ
み
を
࣋
た
な
い
と
ࢲ
は
考
え
る
。

好
き
な
役
者
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
出
演
映
画
を
そ

れ
ほ
ど
ଟ
く
ݟ
て
も
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
ऐ
し
く
て


ํ
が
な
か
っ
た
ᴹ
ᴹ
。
چ
聞
に
属
す
る
が
、
ࡢ
年
11
月
18

日
付
༦
ץ
֤
ࢴ
に
載
っ
た
俳
優
・
高

݈
氏
の
ᨁ
報
。
し

か
し
、
そ
の
後
の
ࢴ
面
に
登

し
た
ஊ
話
や
評

を
読
ん

で
も
、
不
ث
༻
で
Թ
か
く
優
し
い
人
ฑ
は

わ
っ
た
が
、

俳
優
と
し
て
体
ݱ
し
た
も
の
や
、
時
代
に
お
け
る
存
在
の

意
ຯ
な
ど
に
つ
い
て
、
ふ
に
མ
ち
る
説
明
は
な
か
っ
た
。

ࢲ
ݟ
だ
が
「
高

݈
」
と
は
ἔ
時
代

れ
の
戦
後
ἕ
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
３
ࡀ
Լ
の
ނ
ੴ
原
༟
࣍


と
η
ỽ
ト
で
考
え
る
と
ݟ
え
て
く
る
。
２
人
の
デ
ビ
ỿ

ー
は
同
じ
１
９
ü
ý
（
昭
和
３1
）
年
。「
戦
後
は
終
わ
っ

た
」
と
言
わ
れ
た
年
だ
っ
た
。「
ア
ウ
ト
ϩ
ー
」
と
「
不

良
」
と
い
う
、
い
ず
れ
も
社
会
の
主
ྲྀ
を
֎
れ
た
役
を
演

じ
、
後
に
「
༟
࣍

」
は
自
分
で

৫
を
つ
く
っ
て
時
代

に
ॱ
応
し
た
が
「
高

݈
」
は
最
後
ま
で
、

৫
か
ら


れ
た
ݽ
ಠ
な
人
で
あ
り
続
け
た
。
戦
後
の
ൟ
ӫ
と
๛
か
さ

の
ྲྀ
れ
に
乗
り

れ
た
後
ろ
姿
に
、
ٸ
ܹ
な
変
Խ
に
ҧ
和

感
を
๊
く
中
高
年
の
ଟ
く
が
心
情
を
投
Ө
し
、
ϗ
ỽ
と
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
名
優
」
や
「
ڊ

」
と
い
う
肩
書

は
そ
͙
わ
な
い
。
そ
う
し
た
存
在
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
つ
く
ͮ
く
、
戦
後
は
ԕ
く
な
っ
た
と
感
じ
る
。

（
খ

ɹ
৽
＝
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

ആ
۟
͔
ε
ϩ
ồ
Ψ
ϯ
͔

ἔ
࣌


Ε
ἕ
ͷ
ᨁ
報
に
ઓ
ޙ
Λ
ࢥ
͏
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こ
の
と
こ
ろ
日
本
の
์
ૹ
ք
で
は
、
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π

の
ւ
֎
ల
։
が

目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
എ
景
に
あ
る
の

は
ς
Ϩ
ビ
市

の
先
行
き
不
透
明
感
で
あ
る
。
ς
Ϩ
ビ
市


を
け
ん
引
す
る
地
上
ς
Ϩ
ビ
์
ૹ
の
広
ࠂ
අ
は
、
横


い
ঢ়
ଶ
が
続
い
て
い
る
。
ς
Ϩ
ビ
広
ࠂ
は
Ϛ
ク
ϩ
経
ࡁ
と

の
連
動
ੑ
が
強
い
市

で
あ
る
た
め
、
景
気
が
上
向
け


市

が
֦
大
す
る
と
い
う
ݟ
ํ
も
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
の
イ
ン
タ
ー
ω
ỽ
ト
広
ࠂ
の
৳
長
な
ど

を
考
え
合
わ
せ
る
と
今
後
、
ς
Ϩ
ビ
広
ࠂ
が
高
度
経
ࡁ
成

長
ظ
に
ݟ
ら
れ
た
よ
う
な
ӈ
肩
上
が
り
の
成
長
を
続
け
る

ະ
来
૾
は
༧

し
ͮ
ら
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ଟ
メ
デ
ィ
ア
・
ଟ
ν
ャ
ン
ω
ϧ
Խ
や
、
ω

ỽ
ト
に
よ
る
動
画
配
信
の
普
及
と
い
っ
た
ς
Ϩ
ビ
を
取
り

ר
く

ڥ
変
Խ
と
と
も
に
少
子
高
齢
Խ
、
総
人
ޱ
の
ݮ
少

と
い
っ
た
社
会

ڥ
の
変
Խ
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
ւ
֎
市

に
そ
の
Մ

ੑ
を
ݟ
い
だ
そ
う

と
す
る
の
は
、
一
つ
の
選

で
も
あ
る
。

ଞ
ํ
に
お
い
て
、
日
本
の
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
に

৮
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
日
本
文
Խ
の
理
ղ
、
ͻ
い
て
は
日
本

の
主
張
を
理
ղ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
文

Խ
戦
ུ
的
な
意
義
を
強
ௐ
す
る
向
き
も
あ
る
。
安
倍
晋
三

政
権
は
国
際
์
ૹ
の
強
Խ
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
の
件
を
ݕ

証
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
１
月
号
で
は
、
ま
ず
ւ
֎
༌
出

に
絞
っ
て
、
今
の
動
き
を

理
し
て
お
こ
う
。

近
年
、
ί
ン
ς
ン
π
政
策
の
一

と
し
て
、
日
本

の

์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
を
支
援
す
る
ࢪ
策
も
ଧ
ち

出
さ
れ
、ϓ
Ϩ
ー
Ϡ
ー
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
は
֬
か
だ
。

そ
れ
で
は
、
日
本

の
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
は
、
ど
れ
だ

け
ւ
֎
に
ల
։
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

11
月

、
総

ল
の
情
報
通
信
政
策
研
究
所
は
２
０
１

３
年
度
の
「
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
に
関
す
る
ݱ

ঢ়
分
析
」
と
い
う
ௐ
ࠪ
リ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。

そ
の
ௐ
ࠪ
結
果
に
よ
る
と
、
1３
年
度
の
日
本
の
์
ૹ
ί

ン
ς
ン
π
ւ
֎
༌
出
ֹ
は
約
１
３
７
・
ÿ
ԯ
ԁ
、
൪

์

ૹ
権
の
༌
出
ֹ
は
62
・
１
ԯ
ԁ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
ւ
֎
༌
出
ֹ
を
主
体
別
に
ݟ
る
と
、
̣
̝
̠
お
よ

び
民
์
Ω
ー
局
で
約
ý
割
を

め
る
。
ま
た
、
民
์
Ω
ー

局
は
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
ւ
֎
༌
出
ֹ
と
൪

์
ૹ
権
の
༌

出
ֹ
の
割
合
が
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
ϓ
ϩ
μ
ク
シ
ἀ
ン

で

は


Խ
権
、
ビ
デ
Φ
・
̙
̫
̙
Խ
権
、
イ
ン
タ
ー
ω
ỽ

ト
配
信
権
を
ؚ
め
た
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
ւ
֎
༌
出
ֹ
の
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
が
ಛ
৭
で
あ
る
。

์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
ւ
֎
༌
出
ֹ
を
ジ
ャ
ン
ϧ
別
で
ݟ
る

と
、
ア
χ
メ
が
62
・
２
％
を

め
、
࣍
い
で
υ
ラ
Ϛ
の

15
・
ý
％
、
ό
ラ
Τ
ς
ィ
ー
1３
・
３
％
が
ଟ
く
、
υ
Ω
ỿ

メ
ン
タ
リ
ー
の
１
・
９
％
、
ス
ポ
ー
π
の
１
・
ÿ
％
が
そ

れ
に
続
く
。
日
本
が
ア
χ
メ
大
国
と
言
わ
れ
て
ٱ
し
い

が
、
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
に
お
い
て
は
何
と
い

っ
て
も
ア
χ
メ
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

༌
出
先
と
し
て
は
ア
ジ
ア
が
52
・
０
％
と
ü
割
以
上
を


め
、
࣍
い
で
北
ถ
が
25
・
１
％
、
Ϥ
ー
ϩ
ỽ
ύ
18
・

ý
％
、
中
ೆ
ถ
２
・
û
％
と
続
く
。
ア
ジ
ア
、
北
ถ
、
Ϥ

ー
ϩ
ỽ
ύ
が
３
大
市

で
あ
る
。

こ
の
「
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
に
関
す
る
ݱ
ঢ়

分
析
」
と
い
う
ௐ
ࠪ
は
情
報
通
信
政
策
研
究
所
が
04
年
度

以
߱
、
ຖ
年
、
ಠ
自
に
実
ࢪ
し
て
い
る
。
経
年
変
Խ
を
ݟ

て
み
る
と
、
10
年
度
の
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
ւ
֎
༌
出
ֹ
は

62
・
ü
ԯ
ԁ
、
11
年
度
は
７1
・
ý
ԯ
ԁ
、
12
年
度
１
０
û
・

３
ԯ
ԁ
と
、
こ
の
と
こ
ろ
大
෯
な
૿
Ճ
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
൪

์
ૹ
権
の
༌
出
ֹ
は
10
年
度
が
62
・
ü

ԯ
ԁ
、
11
年
度
は
6３
・
ý
ԯ
ԁ
、
12
年
度
は
62
・
１
ԯ
ԁ
、

1３
年
度
が
62
・
１
ԯ
ԁ
と
、
ほ
ぼ
横

い
の
ঢ়
گ
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
の
༌
出
ֹ
の
֦
大
は
、
イ
ン
タ
ー

ω
ỽ
ト
配
信
権
、
ビ
デ
Φ
・
̙
̫
̙
Խ
権
、
ϑ
Ỽ
ー
Ϛ
ỽ

ト
・
リ
メ
ー
ク
権
、


Խ
権
が
ԡ
し
上
げ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

で
は
、日
本
の
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
は
今
後
、

ॱ
ௐ
に
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
の
ί
ン
ς
ン
π
産
業
は
ถ
国
に
࣍
͙
世
ք
ୈ
２
位

の
ن

で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ւ
֎
༌
出
ൺ
率
は
ü
％

ఔ
度
。
い
う
な
れ

、
国
内
市


の
ґ
存
度
が
ඇ
ৗ
に

高
い
の
が
、
日
本
の
ί
ン
ς
ン
π
産
業
の
ಛ

と
言
え


ຊ

ί
ϯ
ς
ϯ
π
༌
ग़
ֹ
ỏ
ø
ú
þ
ԯ
ԁ

ւ
֎
༌
ग़
ൺ


ü
ˋ
ͨ
Β
ͣ

Ｔ
Ｖ
番
組
の
海
外
輸
出
に

　
　
政
策
支
援
継
続
を

　

米
韓
に
比
べ
劣
る
取
り
組
み
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る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
理
༝
は
日
本
の
ί
ン
ς
ン
π
産
業

の
中
心
的
な
୲
い
手
が
์
ૹ
産
業
で
あ
り
、
そ
の
中
心
で

あ
る
地
上
์
ૹ
の
ビ
ジ
ω
ス
構

は
、
最
初
の
Φ
ン
Τ
ア

の
ऩ
ӹ
で
制
作
අ
を
回
ऩ
す
る
「
ϑ
Ỹ
ー
ス
ト
ラ
ン
・
ビ

ジ
ω
ス
」
が
基
本
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ς
Ϩ
ビ
広
ࠂ
์
ૹ
の

ऩ
ӹ
構

は
Ϛ
ク
ϩ
経
ࡁ
連
動
ܕ
と
な
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ί
ン
ς
ン
π
産
業
の
市

ن

が
世
ք
で
最

も
大
き
い
ถ
国
の
ί
ン
ς
ン
π
産
業
で
は
、
ւ
֎
༌
出
率
が

1７
％
も
あ
る
。
୯
७
に
ถ
国
と
の
ൺ
ֱ
で
考
え
れ

、
日

本
の
ւ
֎
༌
出
は
約
３
倍
の
৳
び
代
が
あ
る
と
言
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ถ
国
は
ϋ
リ
ウ
ỽ
υ
と
い
う
世
ք
༗
数
の

映
૾
ί
ン
ς
ン
π
の
制
作


を
༗
し
て
い
る
。
ϋ
リ
ウ

ỽ
υ
で
は
、
映
૾
ί
ン
ς
ン
π
の
ا
画
段
階
か
ら
国
際
市


を
意
ࣝ
し
た
戦
ུ
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
ւ
֎
に
༌
出
す
る
こ
と
を
前
ఏ
と
し
て
ί
ン
ς

ン
π
が
制
作
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
果
た
し
て
そ
の
よ
う

な
産
業
構

に
、
日
本
の
ί
ン
ς
ン
π
産
業
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

খ
ઘ
७
一

政
権
時
代
に
総

大
ਉ
だ
っ
た

中
平
ଂ

氏
は
、
通
信
と
์
ૹ
の
༥
合
を
ਪ
ਐ
し
よ
う
と
し
た
際
、

「
な
ぜ
、
日
本
に
タ
イ
ム
ϫ
ー
ナ
ー
が
存
在
し
な
い
の
か
」

と
問
題
ఏ
ى
し
た
が
、
日
本
の
ί
ン
ς
ン
π
産
業
が
ϋ
リ

ウ
ỽ
υ
に
対た
い

ቂじ

で
き
る
ま
で
に
成
長
す
る
の
は
容
қ
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、「
ؖ
ྲྀ
」
と
ݺ

れ
た
ؖ
国
の
ί
ン
ς
ン
π

産
業
の
ւ
֎
ల
։
の
事
ྫ
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
日
本
で

の
Մ

ੑ
も
ظ

で
き
な
く
は
な
い
。

ؖ
国
は
９７
年
の
̞
̢
̛
（
国
際
通
՟
基
ۚ
）
ة
機
以

߱
、

民
を
挙
げ
て
ؖ
国

ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
༌
出
を

ਪ
ਐ
し
、
ア
ジ
ア
ॾ
国
を
中
心
に
、「
ؖ
ྲྀ
」
と
ݺ

れ

る
ؖ
国

์
ૹ
൪

の
ブ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
ؖ
国

の
地
上
ς
Ϩ
ビ
์
ૹ
の
12
年
の
༌
出
総
ֹ
は
１
７
ÿ
ԯ

ԁ
。
同
年
の
日
本
の
地
上
ς
Ϩ
ビ
์
ૹ
の
༌
出
総
ֹ
は
62

ԯ
ԁ
と
、
ؖ
国
の
約
３
分
の
１
ఔ
度
で
あ
る
。

日
本
で
も
「
ౙ
の
ι
ナ
タ
」
の
ώ
ỽ
ト
な
ど
一
時
ظ
、

ؖ
国

υ
ラ
Ϛ
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
ؖ
国

ί
ン
ς
ン

π
の
ւ
֎
༌
出
が
「
ؖ
ྲྀ
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
成
功
し

た
の
に
は
、
日
本
市

で
の
ؖ
国

൪

ブ
ー
ム
に
よ
る

د
༩
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
日
本
政

は
日
本

ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։

に
ど
の
よ
う
な
制
作
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
近
年
、
政

も
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
༌
出
支
援

策
に
ੵ
ۃ
的
で
、
12
年
度
補
正
༧
ࢉ
と
し
て
総

ল
と
経

ࡁ
産
業
ল
が
ܭ
１
７
０
ԯ
ԁ
の
༧
ࢉ
を
付
け
、
ᶃ
ւ
֎
์

ૹ
事
業
者
と
の
共
同
制
作
ᶄ
ݱ
地
ޠ
ࣈ
ນ
の
付
༩
（
経
産

ল
と
の
共
同
事
業
）

に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
た
。
ま

た
、
1３
年
度
の
総

ল
の
補
正
༧
ࢉ
で
は
、
ҟ
業
種
を
ؚ

む
周
ล
産
業
と
の
連
ܞ
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ω
ス
Ϟ
デ
ϧ

の
構
ங
や
地
Ҭ
の
׆
ੑ
Խ
な
ど
を
目
的
と
し
た
์
ૹ
ί
ン

ς
ン
π
を
制
作
し
、
継
続
的
に
発
信
す
る
Ϟ
デ
ϧ
事
業
に

21
ԯ
ԁ
の
支
援
を
実
ࢪ
し
て
い
る
。


民
と
の
連
ܞ
で
は
、
1３
年
ÿ
月
に
「
一
ൠ
社
ஂ
法
人

์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
ւ
֎
ల
։
ଅ
ਐ
機
構
（
̗
̚
̖
̟
）」
を

設
立
。
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
を
サ
ポ
ー
ト
す
る


民
連
ܞ
の
横
அ

৫
と
し
て
׆
動
を
։
࢝
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
支
援
策
や
支
援

৫
の

උ
は
こ
れ
ま
で
์

ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
に
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た

ϩ
ー
Χ
ϧ
์
ૹ
局
や
έ
ー
ブ
ϧ
ς
Ϩ
ビ
な
ど
も
ؚ
め
、
ւ

֎
ల
։
に
目
を
向
け
さ
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
ま
た
֬
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
ւ
֎
ల
։
に
ۤ
࿑
し
て
き

た
在
京
Ω
ー
局
や
ϓ
ϩ
μ
ク
シ
ἀ
ン
の
中
に
は
、
一
連
の

政
策
支
援
の
動
き
に
対
し
て
一
ຣ
の
不
安
を
ޱ
に
す
る
関

係
者
も
少
な
く
な
い
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
政
策
支
援

は
継
続
的
で
な
く
、
ま
た
継
続
支
援
が
行
わ
れ
て
も
、
年

を
重
Ͷ
る
う
ち
に
先
ࡉ
り

向
に
な
り
が
ち
な
こ
と
だ
。

Ճ
え
て
、
政
権
が
代
わ
る
と
立
ち
ফ
え
に
な
る
έ
ー
ス
も

あ
る
。

こ
と
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
国
際
ల
։
に
関
し
て
言
え


、
国
際
映
૾
ࡇ
な
ど
に
継
続
的
に
ブ
ー
ス
を
出
し
、
国

際
市

で
の
ア
ϐ
ー
ϧ
し
続
け
な
け
れ

市

か
ら
は
じ

き
ඈ

さ
れ
て
し
ま
う
。

14
年
ý
月
24
日
に
ֳ
ٞ
決
ఆ
し
た
「
日
本
࠶
興
戦
ུ
」

の
改
గ
版
で
は
、「
２
０
１
ÿ
年
度
ま
で
に
์
ૹ
ί
ン
ς

ン
π
関
連
ւ
֎
市

ച
上
高
を
ݱ
在
（
２
０
１
０
年
度
）

の
約
３
倍
に
૿
Ճ
さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
な
通
り
、
安
倍
政
権
は
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల

։
を
ੵ
ۃ
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
ํ

と
し
て
ଧ
ち
出
し

て
い
る
。

ࡢ
年

の
総
選
挙
で
、
安
倍
政
権
の
続
投
が
決
ま
っ

た
。
์
ૹ
ί
ン
ς
ン
π
の
ւ
֎
ల
։
を
掲
げ
る
の
で
あ
れ


、
政
策
支
援
の
継
続
ੑ
こ
そ
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

（
Ի
ɹ


＝
上
ஐ
大
ֶ
教
授
）

ؖ
国
ͷ
༌
ग़
૯
ֹ


ຊ
ͷ
ú
ഒ
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平
成
３
年
か
ら
10
年
ご
ろ
に
か
け
て
ى
き
た
大
手
証
݊

会
社
や
都
市
ۜ
行
に
よ
る
ར
ӹ
ڙ
༩
事
件
と
日
本
道
࿏
ެ

ஂ
、
大
ଂ
ল
、
日
本
ۜ
行
の
৬
員
に
対
す
る


Ԛ
৬
事

件
な
ど
に
য
点
を
当
て
た
読
ച
新
聞
の
連
載
記
事
を
୯
行

本
（
後
に
文
ݿ
本
）
に
し
た
『
会
長
は
な
ぜ
自
ࡴ
し
た
か

Ỗ
ۚ
༥

ഊ
＝
ढじ
ỵ

റ
く

の
ݕ
証
』（
新
潮
社
ץ
）
と
同
名
の

ෳ
ࠁ
版
を
出
し
た
出
版
社
を
相
手
に
、
同
新
聞
社
が
著
作

権
৵

な
ど
で
出
版
差
し
ࢭ
め
と
ଛ

ഛ
ঈ
（
̖
事
件
）、

出
版
契
約
無
ޮ
の
֬
ೝ
（
̗
事
件
）
を
求
め
た
。

東
京
地
裁
は
平
成
26
年
９
月
12
日
、
原
ࠂ
の
記
事
は
従

業
員
で
あ
る
記
者
の
৬

著
作
で
あ
り
、
著
作
権
は
原
ࠂ

に
あ
る
な
ど
と
し
て
ඃ
ࠂ
の
出
版
社
に
、
同
名
本
の
発

ച
・
൦

ې
ࢭ
と
１
７
１
ສ
ԁ
の
ଛ

ഛ
ঈ
ۚ
の
支

い

を
命
じ
る

決
を
言
い

し
た
。

原
ࠂ
は
᷂
読
ച
新
聞
東
京
本
社
（
東
京
都
ઍ
代
田
区
）、

ඃ
ࠂ
は
᷂
ࣣ
つ

書
ؗ
（
同
文
京
区
）。

新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
読
ച
新
聞
の
書
籍
は
、
平
成

ÿ
年
Ն
ご
ろ
か
ら
当
時
の
読
ച
新
聞
東
京
本
社
の
社
会
部

記
者
ら
が
、
同
部
の
ਗ਼き
よ

た
け

英ͻ
で

རと
し

࣍
長
を
中
心
に
取
材
し
て

ま
と
め
た
。
୯
行
本
と
文
ݿ
本
に
は
「
あ
と
が
き
」
が
あ

り
、
そ
の
中
で
ࣥ
ච
者
と
し
て
ਗ਼

࣍
長
ら
９
人
の
記
者

の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
著
作
権
表
示
は
、
い
ず
れ

も
「
読
ച
新
聞
社
会
部
」
で
あ
る
。

ඃ
ࠂ
の
ࣣ
つ

書
ؗ
は
前
記
書
籍
の
復
ࠁ
版
発
行
を
ا

画
し
、
平
成
2３
年
ü
月
９
日
付
で
原
書
籍
（
୯
行
本
と
文

ݿ
本
）
に
記
載
さ
れ
た
著
作
物
に
関
す
る
出
版
契
約
書
を

作
成
し
た
。
こ
の
契
約
書
は
、
ඃ
ࠂ
ଆ
で
原
本
を
作
り
、

９
人
の
ࣥ
ච
メ
ン
ό
ー
の
１
人
で
社
会
部
に
残
っ
て
い
た

̘
࣍
長
と
の
間
で
、
や
り
と
り
を
経
て
作
成
さ
れ
た
。
同

契
約
書
の
表
題
の
Լ
に
、「
著
作
代
表
者
̘
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

ඃ
ࠂ
に
よ
る
復
ࠁ
版
に
は
、
ÿ
㌻
に
わ
た
る
「
あ
と
が

き
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
ý
行
に
、
ਗ਼

氏
が
読
ച
ڊ
人

軍
の
専

取
締
役
ٿ
ஂ
代
表
݉
θ
ω
ラ
ϧ
Ϛ
ω
ジ
ャ
ー

（
̜
̢
）
の
৬
に
あ
っ
た
平
成
2３
年
11
月
、
読
ച
新
聞
ά

ϧ
ー
ϓ
本
社
の

ล
߃
雄
代
表
取
締
役
会
長
を
記
者
会
ݟ

で
ࠂ
発
し
て
ղ
任
さ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
ࠂ
発
は
ط
に
報

ࠂ
し
て
い
た
ί
ー
ν
人
事
を
「

の
一
声
」
で
෴
す
同
会

長
の
ٿ
ஂ
ࢲ
物
Խ
の
ඇ
を
ૌ
え
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ど
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
復
ࠁ
版
の
著
作
権
表
示
は
「
読
ച
社
会
部

ਗ਼

൝
」
で
あ
る
。

̖
事
件
は
、
原
ࠂ
が
༗
す
る
著
作
権
（
ෳ

権
、
ৡ


権
、
翻
Ҋ
権
）
と
著
作
人
格
権
（
同
一
ੑ
保
࣋
権
、
氏
名

表
示
権
）
で
、
発
ച

൦

の
差
し
ࢭ
め
と
ý
ÿ
ÿ
ສ
ԁ

の
ଛ

ഛ
ঈ
。
̗
事
件
で
後
発
著
作
物
の
出
版
権
が
ඃ
ࠂ

に
存
在
し
な
い
こ
と
の
֬
ೝ
を
求
め
た
。

原
ࠂ
の
主
張
は
、
ᶃ
原
書
籍
（
୯
行
本
と
文
ݿ
本
）
は

৬

著
作
（
著
作
権
法
15

１
߲
）
の
ఆ
め
に
あ
る
「
法

人

の
業

に
従
事
す
る
者
が
、
৬

上
作
成
し
た
」
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
著
作
者
は
読
ച
新
聞
社
で
あ
る
。

ᶄ
本
件
出
版
契
約
に
お
い
て
、
原
ࠂ
の
代
表
者
と
さ
れ

て
い
る
̘
は
当
時
の
社
会
部
࣍
長
で
あ
り
、
本
件
に
つ
い

て
原
ࠂ
を
代
理
ま
た
は
代
表
し
て
本
件
出
版
契
約
を
締
結

す
る
権
ݶ
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
ࠂ
に
お
い
て

は
、
従
業
員
が
৬

上
ࣥ
ච
し
た
記
事

を
֎
部
の
出
版

社
か
ら
発
行
す
る
時
は
、
事
前
に
部
長
৬
以
上
の
者
の
ྃ

ղ
を
ಘ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

ᶅ
ඃ
ࠂ
は
「
あ
と
が
き
」
を

Ճ
し
た
本
件
書
籍
を


本
の
上
、
発
ച
し
た
。
あ
と
が
き
の
内
容
は
本
件
書
籍
の

内
容
と
は
全
く
関
係
の
な
い
、
ਗ਼

氏
の
読
ച
ڊ
人
軍
に

お
け
る
役
৬
ղ
任
に
関
す
る
記
載
で
あ
り
、
か
つ
、
原
ࠂ

を
ؚ
む
読
ച
新
聞
ά
ϧ
ー
ϓ
の
名
誉
を
ᆝき

ଛそ
ん

し
、
自
ら
を

正
当
Խ
す
る
ਗ਼

氏
ݸ
人
の
一
ํ
的
な
主
張
を
記
載
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ඃ
ࠂ
は
、
著
作
者
で
あ
る
原
ࠂ
に
無
அ

എ
ܠ
に
ಡ
ച
ڊ
ਓ
܉
ܦ
Ӧ
ऀ
ͷ
૪
͍

ै
ۀ
һ
͕
࡞

͠
ͨ
๏
ਓ
ஶ
࡞
ͱ
ݪ
ࠂ

読
売
連
載
記
事
の
書
籍
化
を
め
ぐ
る
争
い

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
裁
判
を
見
る
（
72
）

 

（
東
京
地
裁（
平
成
24
年（
ϫ
）２
９
９
７
ü
号

出
版
権
差
ࢭ

事
件
ほ
か
）

）
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で
Ճ
ච
し
、
そ
の
ଞ
の
改
変
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容

は
原
ࠂ
の
意
思
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ඃ

ࠂ
の
行
ҝ
は
、
原
ࠂ
の
༗
す
る
同
一
ੑ
保
࣋
権
を
৵

す

る
ᴹ
ᴹ
な
ど
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ඃ
ࠂ
は
ᶃ
原
書
籍
の
著
作
者
は
、
本
件

ࣥ
ච
者
９
名
で
あ
る
か
ら
原
ࠂ
の
主
張
は
ࣦ
当
で
あ
る
。

原
書
籍
の
作
成
を
発
意
し
た
の
は
、
本
件
あ
と
が
き
の
ࣥ

ච
者
（
当
時
の
社
会
部
࣍
長
の
ਗ਼

氏
）
で
あ
り
、
発
意

の
相
手
ํ
は
新
潮
社
で
あ
る
。
ਗ਼

氏
は
、
そ
の
৬

上

行
っ
た
一
連
の
新
聞
記
事
の
ࣥ
ච
作
成
と
は
別
に
、
そ
の

取
材
൝
と
同
じ
メ
ン
ό
ー
で
新
た
な

Ճ
取
材
を
し
て
そ

の
成
果
を
ま
と
め
、
そ
の
ا
画
を
新
潮
社
の
ৗ

取
締
役

に

え
、
新
潮
社
で
の
出
版
が
実
ݱ
し
た
。
こ
の
原
書
籍

出
版
に
関
す
る
契
約
は
、
新
潮
社
と
著
作
代
表
者
で
あ
る

ਗ਼

氏
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。

ま
た
、
原
書
籍
の
ҹ
੫
は
、
新
潮
社
か
ら
本
件
ࣥ
ච
者

９
名
の
う
ち
ਗ਼

氏
ほ
か
û
名
の
主
要
メ
ン
ό
ー
に
直


支

わ
れ
た
。
ҹ
੫
ֹ
お
よ
び
そ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

ਗ਼

氏
と
新
潮
社
で
取
り
決
め
て
お
り
、
読
ച
新
聞
社
が

関
༩
す
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。

ᶄ
原
書
籍
は
、
読
ച
新
聞
社
の
業

の
一
つ
と
し
て
出

版
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
読
ച
新
聞
社
と
は
無
関
係
の

別
法
人
で
あ
る
新
潮
社
の
業

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る

か
ら
、「
৬

上
作
成
」
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
。

原
書
籍
の
「
読
ച
新
聞
社
会
部
」
と
の
著
作
者
表
示

は
、
い
ず
れ
も
本
件
ࣥ
ච
者
９
名
の
総
শ
で
あ
る
か
ら
、

「
法
人

が
自
ݾ
の
著
作
の
名
義
の
Լ
に
ެ
表
す
る
も
の
」

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
。
ま
た
、
原
書
籍
は
ࣥ
ච
者
ら
の

ݸ
ੑ
が
反
映
さ
れ
た
ۃ
め
て

作
ੑ
の
高
い
著
作
物
で
あ

り
、
そ
の
著
者
表
示
と
あ
と
が
き
を
総
合
す
れ

、
本
件

ࣥ
ච
者
９
名
が
著
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ᶅ
Ծ
に
、
原
書
籍
が
原
ࠂ
の
৬

著
作
物
で
あ
る
と
ೝ

め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ඃ
ࠂ
と
原
ࠂ
と
の
間
で
本
件
出
版

契
約
が
成
立
し
て
お
り
、
同
契
約
に
基
ͮ
い
て
ඃ
ࠂ
に
本

件
書
籍
を
出
版
す
る
権
ݶ
が
生
じ
て
い
る
か
ら
本
件
書
籍

の
発
ച

൦

は
原
ࠂ
の
༗
す
る
著
作
権
（
ෳ

権
、
ৡ


権

）
৵

に
֘
当
し
な
い
ᴹ
ᴹ
な
ど
と
反
論
し
た
。

東
京
地
裁
の

அ
（
要
ࢫ
）
は
、
࣍
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
原
書
籍
は
、
当
時
読
ച
新
聞
社
の
社
会
部
に
所

属
す
る
９
名
が
ࣥ
ච
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
ଟ
く
の
部
分

が
本
件
ར
ӹ
ڙ
༩
お
よ
び


Ԛ
৬
事
件
に
関
す
る
読
ച

新
聞
の
連
載
記
事
の
記
述
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お
り
、
連
載

記
事
の
記
述
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
༻
い
ら
れ
て
い
た
り
、
記

述
に
肉
付
け
が
さ
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
記
事
Խ

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
、
ਗ਼

氏
を
ؚ
む
読
ച
新
聞
社
の

社
会
部
に
所
属
す
る
Ԇ
べ
41
名
の
記
者
が
平
成
ÿ
年
Ն
か

ら
、
ü
０
０
人
以
上
の
関
係
者
に
取
材
し
て
ಘ
た
取
材
メ

Ϟ

が
基
と
な
り
、
ࣥ
ච
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ࣥ
ච
者
９
名
は
、
そ
の
書
籍
の
出
版
に
つ
い
て
当
時
の

̙
社
会
部
長
か
ら
ྃ
ղ
を
ಘ
た
上
、
読
ച
新
聞
社
社
内
で

同
社
の
ϫ
ー
ϓ
ϩ
を

༻
し
て
ࣥ
ච
し
、

Ճ
取
材
に
は

同
社
の
ϋ
イ
Ϡ
ー
の

༻
や
出
張
取
材
も
ೝ
め
ら
れ
、
そ

の
出
張
අ
は
会
社
ෛ
୲
と
な
っ
て
い
て
、
ଞ
に
取
材
相
手

と
の
ҿ
৯
に
か
か
る
取
材
࠙
ஊ
අ
も
会
社
ෛ
୲
と
な
っ
て

い
た
。
ҹ
੫
は
ࣥ
ච
者
９
名
の
ଞ
に
、
同
社
の
社
会
部
や

ࣸ
真
部
に
も
分
配
さ
れ
た
。

原
書
籍
の
୯
行
本
と
文
ݿ
本
の
著
作
者
表
示
は
、
い
ず

れ
も
「
読
ച
新
聞
社
会
部
」
で
、
Ԟ
付
に
は
「
著
者
」
と

し
て
「
読
ച
新
聞
社
会
部
」
と
表
示
さ
れ
、
著
作
権
表
示

の
Ϛ
ϧ
̘
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
著
作
権
法
15

１
߲
の
「
法
人

が
自
ݾ

の
著
作
の
名
義
の
Լ
に
ެ
表
す
る
も
の
」
の
要
件
に
当
た

り
、
原
書
籍
の
著
作
者
は
、
共
に
読
ച
新
聞
社
で
あ
る
と

ೝ
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

（
２
）
原
ࠂ
で
は
、
従
業
員
が
৬

上
ࣥ
ච
し
た
記
事


を
֎
部
の
出
版
社
か
ら
発
行
す
る
時
の
ఆ
め
と
し
て
、

ब
業
ن
則
の
７

に
、「
従
業
員
が
読
ച
新
聞
社
員
の
名

を
も
っ
て
ଞ
の
新
聞
、
雑
誌
、
ץ
行
物

に
د
ߘ
通
信

し
、
ま
た
は
出
版
す
る

合
お
よ
び
講
演
、
์
ૹ
、
出
演


の

合
は
あ
ら
か
じ
め
所
属
部
՝
長
を
経
て
会
社
の
ྃ

ղ
を
ಘ
な
け
れ

な
ら
な
い
」
と
ن
ఆ
さ
れ
て
お
り
、

「
所
属
部
՝
長
」
と
は
ฤ
ू
局
内
で
は
社
会
、
政
治
、
経

ࡁ
な
ど
の
部
長
৬
を
指
し
、「
会
社
の
ྃ
ղ
」
と
は
ฤ
ू

局
で
あ
れ

こ
れ
ら
֤
部
長
の
上
࢘
で
あ
る
ฤ
ू
局
長
の

ྃ
ղ
を
ಘ
る
こ
と
を
意
ຯ
す
る
。

実
際
の
運
༻
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
所
属
す

る
部
の
部
長
の
ྃ
ղ
を
ಘ
て
出
版
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
。
著
者
名
を
「
読
ച
新
聞
社
会
部
」
と
し
て
出
版
さ
れ

た
ա
ڈ
の
約
50
タ
イ
ト
ϧ
の
書
籍
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
上
記
の
手
続
き
が
取
ら
れ
て
い
た
。

ࣥ
ච
ऀ
ͱ
ग़
൛
ࣾ
に
ݖ
ར
ͱ
ඃ
ࠂ

๏
ਓ
໊
ٛ
Ͱ
ެ
ද
͠
ͨ
ஶ
࡞
ͱ

அ
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（
３
）
ඃ
ࠂ
は
、
同
社
が
ا
画
す
る
「
ノ
ン
ϑ
ィ
ク
シ

ἀ
ン
・
シ
リ
ー
ζ
ἔ
人
間
ἕ」
で
原
書
籍
の
復
ץ
を
ا
画

し
、
ඃ
ࠂ
の
୲
当
者
が
平
成
22
年
12
月
、
原
ࠂ
の
ϗ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
通
じ
て
ਃ
し
入
れ
を
し
た
。
読
ച
新
聞
ά
ϧ
ー

ϓ
本
社
の
知
的
ࡒ
産
部
は
社
会
部
の
̘
࣍
長
に
対
し
、
上

記
ਃ
し
入
れ
が
あ
っ
た
ࢫ
を
連
བྷ
。
̘
は
当
時
、
読
ച
ڊ

人
軍
の
ٿ
ஂ
代
表
に
な
っ
て
い
た
ਗ਼

氏
に
こ
の
ਃ
し
入

れ
を

え
た
。
同
氏
か
ら
「
出
版
社
と
話
を
し
た
い
」
と

の
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
̘
が
ඃ
ࠂ
の
୲
当
者
と
ં

ি
を
࢝
め
た
。
そ
の
際
、
著
作
権
者
は
読
ച
新
聞
東
京
本

社
と
し
、
ҹ
੫
は
従
業
員
の
分
を
読
ച
本
社
の
ޱ
࠲
に
、

ਗ਼

氏
の
分
は
同
氏
の
ݸ
人
ޱ
࠲
に
ৼ
り
ࠐ
む
と
い
う
ܗ

を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
る
な
ど
と
通
知
し
た
。

（
û
）
̘
は
当
初
、
ඃ
ࠂ
に
対
し
、
正
ࣜ
に
社
ҹ
を
ԡ

し
た
契
約
書
を
作
成
す
る
意
向
を

え
た
際
に
は
、
原
ࠂ

の
実
際
の
運
༻
に
従
っ
て
社
会
部
長

の
ྃ
ղ
を
ಘ
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
と
み
る
༨
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の

後
、
実
際
に
直
属
の
上
࢘
で
あ
る
社
会
部
長
や
そ
の
ଞ
の

上
࢘
の
ྃ
ղ
を
取
っ
た
り
、
法

部

の
著
作
権
を
所


す
る
部
門
と
ڠ
ٞ
を
し
た
り
と
い
う
۩
体
的
な
ܗ

は
何

ら
ೝ
め
ら
れ
ず
、
本
件
出
版
契
約
が
原
ࠂ
と
ඃ
ࠂ
と
の
間

で
成
立
し
た
こ
と
を
ೝ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
ඃ
ࠂ
が
本
件
書
籍
を

本
し
て
、
こ
れ
を
発

ച

൦

し
た
行
ҝ
は
原
ࠂ
の
༗
す
る
著
作
権
（
ෳ


権
、
ৡ

権
お
よ
び
翻
Ҋ
権
）
を
৵

す
る
行
ҝ
に
֘
当

す
る
。

（
ü
）
そ
の
後
、
ඃ
ࠂ
は
本
件
書
籍
の
発
ച

൦

に

先
立
ち
、
ή
ラ
の
ν
ェ
ỽ
ク
を
ਐ
め
る
̘
か
ら
、「
法


部
に
༬
け
た
」
と
の
連
བྷ
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
原
ࠂ
の

法

部
長
か
ら
、
本
件
出
版
契
約
の
༗
ޮ
ੑ
に
ٙ
義
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
、
Ծ
に
同
契
約
が
༗
ޮ
で
あ
る
と
し
て
も

合
意
ղ
আ
（
ҳ
ࣦ
ར
ӹ

３
０
０
ສ
ԁ
の
支

い
）
を
し

た
い
と
の
ਃ
し
出
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
原
ࠂ
か
ら
̘

の
本
件
出
版
契
約
の
契
約
締
結
に
係

る
代
理
権
の
༗
無
に
つ
い
て
何
ら
の
ௐ
ࠪ
֬
ೝ
も
せ
ず

に
、
一
ํ
的
に
本
件
書
籍
の
発
ച

൦

に
౿
み
切
っ
た

こ
と
が
ೝ
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
点
に
お
い
て
ඃ
ࠂ
に
は

ա
ࣦ
が
あ
る
と
い
わ
͟
る
を
ಘ
な
い
。

従
っ
て
、
ඃ
ࠂ
は
原
ࠂ
が
保
༗
す
る
ෳ

権
な
ど
の
著

作
権
の
ほ
か
、
著
作
者
人
格
権
（
ਗ਼

氏
が

Ճ
し
た
あ

と
が
き
に
よ
る
同
一
ੑ
保
࣋
権
と
ච
者
名
を
読
ച
社
会
部

ਗ਼

൝
に
書
き

え
た
氏
名
表
示
権
）
の
৵

行
ҝ
に
よ

り
原
ࠂ
が
ඃ
っ
た
ଛ

を
ഛ
ঈ
す
べ
き
責
任
を
ෛ
う
べ
き

で
あ
る
、
と
し
た
。

ừ
後
書
き
Ử
著
作
権
法
の
ఆ
義
（
２

）
に
は
、「
著
作

物
を

作
す
る
者
」
は
著
作
者
と
あ
る
が
、
ஂ
体
な
ど
で

従
業
者
が
作
成
し
た
著
作
物
は
一
ఆ
の

件
が
そ
ろ
え


、
そ
の
ஂ
体
が
著
作
者
に
な
る
制
度
が
あ
る
。
そ
れ

が
、「
৬

上
作
成
す
る
著
作
物
の
著
作
者
」（
法
15

）

で
、
そ
の

合
、
著
作
権
の
保
ޢ
ظ
間
は
ެ
表
後
50
年
間

で
、
ݸ
人
の
著
作
者
の
死
後
50
年
間
に
ൺ
べ
れ

保
ޢ
ظ

間
は

く
な
る
。
著
作
権
の
国
際

約
で
あ
る
「
ベ
ϧ
ψ


約
」
に
こ
の
ن
ఆ
は
な
い
が
、
υ
イ
π
な
ど
少
数
の
国

以
֎
は
、
৬

著
作
の
ن
ఆ
を
࣋
つ
。

そ
の
৬

著
作
は
ᶃ
法
人
そ
の
ଞ

༻
者
の
発
意
が
あ

り
ᶄ
法
人

の
業

に
従
事
す
る
者
が
ᶅ
৬

上
作
成
す

る
著
作
物
で
ᶆ
そ
の
法
人

が
自
ݾ
の
著
作
の
名
義
の
Լ

に
ެ
表
す
る
も
の
は
ᶇ
作
成
の
時
に
お
け
る
契
約
、
ۈ


ن
則
そ
の
ଞ
に
別
段
の
ఆ
め
が
な
け
れ

ᴹ
ᴹ
そ
の
法
人

そ
の
ଞ
の
ஂ
体
が
著
作
者
に
な
る
。

新
聞
、
通
信
、
์
ૹ
な
ど
は
、
日
ৗ
的
に
著
作
物
を
ѻ

う
৬

で
あ
る
。
社
内
で
は
、
ಛ
派
員
の
ॺ
名
記
事
や
ί

ラ
ム
の
著
作
権
は
記
者
に
あ
る
と
す
る
主
張
も
あ
っ
て
、

問
題
に
な
っ
て
い
た
。

55
年
以
߱
、
૿
ϖ
ー
ジ
に
よ
る
連
載
記
事
の
૿
Ճ
で
、

好
評
を
ಘ
た
ا
画
記
事
の
୯
行
本
を
ץ
行
す
る
έ
ー
ス
が

૿
え
、
従
業
員
ن
ఆ
に
、
要
件
ᶇ
の
「
別
段
の
ఆ
め
が
な

い
」
こ
と
も
ト
ラ
ブ
ϧ
の
も
と
に
な
る
と
す
る
法

Ո
の

指
摘
も
出
て
い
た
。

新
聞
、
通
信
、
์
ૹ
֤
社
の
ฤ
ू
責
任
者
で
構
成
す
る

日
本
新
聞
ڠ
会
の
ฤ
ू
委
員
会
（
Լ
部

৫
に
著
作
権
খ

委
員
会
を
ஔ
く
）
が
こ
の
別
段
の
ఆ
め
を
取
り
上
げ
、
今

で
は
、
全
国
の
報
道
機
関
で
社
内
ن
ఆ
を
࣋
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

ච
者
が
ݱ
役
時
代
、
日
本
の
新
聞
の
著
作
権
事
情
を
ௌ

き
た
い
と
๚
Ͷ
て
き
た
υ
イ
π
の
์
ૹ
記
者
に
、「
৬


ن
ఆ
が
な
い
と
会
社
と
ト
ラ
ブ
ϧ
に
な
る
こ
と
は
な
い

か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
入
社
時
に
著
作
権
の
契
約
を

交
わ
す
の
で
、
な
い
」
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。

 

（
ே
日
新
聞
社
社
友
）

ಡ
ച
ଆ
ͷ
ܖ

ղ
আ
ਃ
͠
ग़
Λ
ແ
ࢹ

ै
ۀ
һ
ͷ
ஶ
࡞

๏
ਓ
໊
ٛ
ஶ
࡞
に
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「
世
ք
一
ٳ
日
を
大
事
に
す
る
ϑ
ラ
ン
ス
人
」。
そ
ん
な

య
ܕ
૾
が
ա
ڈ
の
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
不
人
気

に
悩
む

Φ
ラ
ン
υ
政
権
が
、
景
気
て
こ
入
れ
の
た
め
日

༵
ब
࿑
を
め
͙
る
ن
制
؇
和
に
本
ࠊ
を
入
れ
࢝
め
た
。
長

引
く
景
気
低

に
は
あ
ら
が
え
ず
、
ٳ
日
出
ۈ
の
対

を

֦
大
す
る
改
革
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
ܗ
だ
。
た
だ
࿑
ಇ
強

Խ
を
ݒ
೦
す
る
࿑

は
ܹ
し
く
反
発
、
す
ん
な
り
実
ݱ
す

る
か
は
༧
அ
を
許
さ
な
い
。


༵

ങ
͍

ࡁ
·
ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ

ϑ
ラ
ン
ス
で
は
１
９
０
０
年
代
初
಄
に
法

で
日
༵
ब

࿑
が
制
ݶ
さ
れ
た
。
当
時
は
֤
地
Ҭ
で
࿑
ಇ
者
階
級
が
資

本
Ո
と
対
立
し
、
度
重
な
る
デ
Ϟ
の

に
ٳ
日
の
権
ར
を

উ
ち
取
っ
た
と
さ
れ
る
。
日
༵
日
を
安
息
日
と
ఆ
め
る
Ω

リ
ス
ト
教
の
ن

の
Ө
ڹ
も
大
き
い
。
法

で
は
ҧ
反
者

に
േ
ۚ
を
Պ
し
、
一
部
の
ళ
ฮ
が
抜
け
ۦ
け
し
て
Ӧ
業
す

る
こ
と
を

い
で
い
る
。
国
民
が
安
心
し
て
ٳ
め
る

件

を

え
、
Ո

と
Ώ
っ
く
り
ա
ご
す
時
間
を
֬
保
す
る
こ

と
が
こ
う
し
た
ن
制
の
ૂ
い
だ
。

も
っ
と
も
ݱ
在
で
は
国
民
の
生
׆
の
変
Խ
に
よ
っ
て
ن

則
が
改
め
ら
れ
、
ྫ
え

ҿ
৯
ళ
や
ϗ
ς
ϧ
、
映
画
ؗ
な

ど
は
ྫ
֎
と
さ
れ
て
い
る
。
খ
ച
業
で
も
Ո
۩
ళ
や
ݸ
人

経
Ӧ
の
খ
ن

ళ
ฮ
な
ど
に
つ
い
て
は
日
༵
日
の
終
日
Ӧ

業
を
ೝ
め
、
ス
ー
ύ
ー
Ϛ
ー
έ
ỽ
ト
な
ど
一
部
の
৯
料


ళ
も
ன
ա
͗
ま
で
な
ら
ళ
を
։
け
ら
れ
る
。

こ
れ
以
֎
の
খ
ച
業
は
年
間
ü
回
の
範
ғ
内
で
日
༵
日

に
Ӧ
業
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
ク
リ
ス
Ϛ
ス

戦

が
本
格
Խ
す
る
12
月
や
、
全
国
的
に
ό
ー
ή
ン
が
行
わ
れ

る
ý
Ỗ
７
月
に
こ
の

が
ར
༻
さ
れ
る
こ
と
が
ଟ
い
。
こ

の
ଞ
、
一
部
の
都
市
ݍ
や
観
ޫ
地
な
ど
で
は
県
知
事
や
市

長
の
同
意
を
ಘ
た
上
で
日
༵
Ӧ
業
を
許
Մ
す
る
こ
と
も
あ

る
。
一
部
の
ྫ
֎
区
Ҭ
を
আ
き
、
日
༵
日
に
出
ۈ
す
る
従

業
員
に
対
し
て
は
、
平
日
の
２
倍
以
上
の

ۚ
の
支

い

が
義

付
け
ら
れ
る
。

ن
制
の
対

は
し

し

明
֬
で
は
な
く
、
ࠞ
ཚ
が
ى

き
る
こ
と
も

し
く
な
い
。
２
０
１
２
年
に
は
Ո
۩
や
日

༵
大

༻

な
ど
を
ѻ
う
ύ
リ
߫
֎
の
ϗ
ー
ム
η
ン
タ
ー

が
、
自

は
「
Ո
۩
ళ
」
だ
と
主
張
し
て
日
༵
日
に
Ӧ

業
。
し
か
し
従
業
員
࿑

に
ҧ
法
だ
と
ૌ
え
ら
れ
、
裁


所
か
ら
閉
ళ
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
߱
も
命
ྩ
を
無
視

し
て
േ
ۚ
を
支

い
、
そ
れ
以
上
の
ऩ
ӹ
を
ظ

し
て
Ӧ

業
を
強
行
す
る
ళ
ฮ
が
出
ݱ
す
る
な
ど
૽
動
は
ऩ
ま
ら

ず
、
政

は
1３
年
12
月
か
ら
、
15
年
Ն
ま
で
の

ఆ
ા
ஔ

と
し
て
ϗ
ー
ム
η
ン
タ
ー
の
日
༵
Ӧ
業
を
ೝ
め
た
。

こ
う
し
た
ྫ
֎
が
あ
る
と
は
い
え
、
日
༵
日
に
は
ύ
リ

の
中
心
֗
で
す
ら
大
半
の
ళ
ฮ
が
門
を
閉
͟
し
、
ങ
い
物

の
機
会
は
平
日
に
ൺ
べ
て
大
き
く
制
ݶ
さ
れ
る
と
い
う
の

が
生
׆
者
の
実
感
だ
。
ί
ン
ビ
χ
を
は
じ
め
い
つ
で
も
Ӧ

業
中
の
ళ
ฮ
が
ݟ
つ
か
る
日
本
と
の
ҧ
い
は
大
き
く
、
必

要
な
も
の
は
日
༵
日
の
前
に
֬
保
し
て
お
く
こ
と
が
ϑ
ラ

ン
ス
で

ら
す
人
ʑ
の
ৗ
ࣝ
と
な
っ
て
い
る
。
ຖ
ि

༵

日
の
ޕ
後
に
は
ス
ー
ύ
ー
に
日
༻

の
ௐ
達
を
ٸ
͙
ॅ
民

が
ࡴ
到
し
、
߫
֎
の
大
ܕ
ళ
ฮ
で
は
Ϩ
ジ
に
た
ど
り
ண
く

ま
で
に
20
分
以
上

た
さ
れ
る
こ
と
も

し
く
な
い
。

༗
໊
σ
ύ
ồ
τ

ด
ళ

制
度
改
正
の
変
ભ
を
ݟ
る
と
、
業
ք
ஂ
体
の
要

に
応

じ
て
、
そ
の

し
の
͗
の
変
ߋ
が
Ճ
え
ら
れ
て
き
た
ҹ
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ങ
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ࡁ
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ྻ
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ྻ
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༵
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ྻ
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ͦ
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ͱ
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ͷ
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͍

ࡁ
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ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ


༵

ങ
͍

ࡁ
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ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ


༵

ങ
͍

ࡁ
·
ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ


༵

ങ
͍

ࡁ
·
ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ


༵

ങ
͍

ࡁ
·
ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ


༵

ങ
͍

ࡁ
·
ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ


༵

ങ
͍

ࡁ
·
ͦ
͏
ͱ

ऄ
ͷ
ྻ

༗
໊
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ồ
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ด
ళ

༗
໊
σ
ύ
ồ
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ด
ళ

༗
໊
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ύ
ồ
τ

ด
ళ

༗
໊
σ
ύ
ồ
τ

ด
ళ

༗
໊
σ
ύ
ồ
τ

ด
ళ

༗
໊
σ
ύ
ồ
τ

ด
ళ

༗
໊
σ
ύ
ồ
τ

ด
ళ

༗
໊
σ
ύ
ồ
τ

ด
ళ

༗
໊
σ
ύ
ồ
τ

ด
ళ
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●
特
派
員
リ
レ
ー
報
告
（
37
）

「
成
長
か
休
日
か
」
揺
れ
る
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
日
曜
就
労
拡
大
に
議
論
百
出

�

࣌
ࣄ
௨
৴
ࣾ
ύ
Ϧ
ಛ

һ
ɹ
川
　
崎
　
誠の

ぶ

　
久ひ

さ
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が
൱
め
ず
、
ϑ
ラ
ン
ス
の
日
༵
ब
࿑
の
ن
則
に
つ
い
て
ྲྀ

通
関
係
者
は
「
と
に
か
く
ෳ
雑
だ
」
と
ޱ
を
そ
ろ
え
る
。

事
業
者
と
ར
༻
者
の

ํ
に
と
っ
て
さ
ま
͟
ま
な
問
題
を

๊
え
て
い
る
と
言
え
、
ϗ
ー
ム
η
ン
タ
ー
の
ྫ
֎
ن
ఆ
の

ظ
ݶ
が
切
れ
る
15
年
Ն
は
抜
本
改
革
に
向
け
た
一
つ
の
અ

目
と
位
ஔ
付
け
ら
れ
た
。
政

は
15
年
前
半
の
ٞ
会
で
改

革
を
実
ݱ
す
べ
く
、
༗
ࣝ
者
の
৹
ٞ
会
に
研
究
を
ґ
頼
す

る
な
ど
の
४
උ
を
重
Ͷ
て
き
た
。


メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
れ

、
政

が
近
く
ٞ
会
に

ఏ
出
༧
ఆ
の
法
Ҋ
は
、
ᶃ
世
ք
中
の
観
ޫ
٬
で
に
͗
わ
う

ύ
リ
の
Φ
ϖ
ラ
࠲
付
近
の
デ
ύ
ー
ト
֗
や
シ
ャ
ン
θ
リ
θ

通
り
な
ど
の
周
ล
区
Ҭ
を
政

の

அ
で
「
国
際
観
ޫ
κ

ー
ン
」
と
ೝ
め
、
地
Ҭ
内
の
ళ
ฮ
は
日
༵
の
終
日
Ӧ
業
を

ೝ
め
る
ᶄ
こ
れ
以
֎
の
地
Ҭ
に
つ
い
て
は
ݱ
行
年
間
ü
回

の
日
༵
Ӧ
業
の

を
12
回
に
֦
大
す
る
ᴹ
ᴹ
の
二
つ
の
ப

を
࣠
に
ௐ

が
ਐ
ん
で
い
る
。
༗
ࣝ
者
委
員
会
が
1３
年
12

月
に
当
時
の
Τ
ϩ
ー
内
ֳ
に
ఏ
出
し
た
報
ࠂ
書
の
内
容
を

ほ
ぼ
౿
ऻ
し
た
。

୲
当
ֳ
྅
は
弱
ף
３７
ࡀ
の
Τ
Ϛ
χ
ỿ
Τ
ϧ
・
Ϛ
ク
ϩ
ン

経
ࡁ
相
。
ۚ
༥
機
関
ۈ

を
経
て
Φ
ラ
ン
υ
大
統
ྖ
の
経

ࡁ
ސ
問
を

め
、「
大
統
ྖ
の
ӈ

」
と
も
শ
さ
れ
る
人

物
で
、
Φ
ラ
ン
υ
政
権
の
ۓ
ॖ
ࡒ
政
に
反
対
し
て
ߋ
భ
さ

れ
た
前
任
者
に
代
わ
っ
て
14
年
ÿ
月
に
ब
任
し
た
。
メ
デ

ィ
ア
に
出
演
す
る
ご
と
に
「
日
༵
࿑
ಇ
に
従
事
し
た
こ
と

の
あ
る
人
ʑ
は
ط
に
３0
％
に
上
る
。
ා
が
る
必
要
は
な

い
」
と
܁
り
返
し
、
国
民
の
理
ղ
を
求
め
て
い
る
。

世
ք
ト
ỽ
ϓ
ク
ラ
ス
の
観
ޫ
都
市
と
し
て
は
意
֎
な
こ

と
だ
が
、
ύ
リ
で
は
Φ
ϖ
ラ
࠲
近
く
に
あ
る
Ϊ
ャ
ϧ
リ

ー
・
ラ
ϑ
Ỹ
イ
Τ
ỽ
ト
や
ϓ
ラ
ン
タ
ン
と
い
っ
た
代
表
的

な
デ
ύ
ー
ト
が
日
༵
日
に
Ӧ
業
し
て
い
な
い
。
こ
の
た

め
、
せ
っ
か
く
ύ
リ
を
๚
れ
た
観
ޫ
٬
が
タ
イ
ミ
ン
ά
に

よ
っ
て
は
ങ
い
物
の
機
会
を
ҳ
し
て
し
ま
う
Մ

ੑ
が
あ

る
。
と
り
わ
け
Ԥ
भ
の
近
隣
国
か
ら
ि

を
ར
༻
し
て
来

る
人
ʑ
に
と
っ
て
は
不
ศ
だ
。

観
ޫ
行
政
を
所

す
る
ϩ
ー
ラ
ン
・
ϑ
Ỹ
ビ
ウ
ス
֎
相

は
、
14
年
û
月
に
։
か
れ
た
業
ք
ஂ
体
と
の
会
合
で
「
日

༵
日
に
来
て
閉
ళ
に
気
付
い
た
観
ޫ
٬
は
ཌ
ि
ま
で

っ

て
く
れ
な
い
し
、
ࣦ

し
た
後
に
࠶
び
戻
っ
て
く
る
こ
と

も
な
い
」
と
ݟ
直
し
の
必
要
ੑ
を
強
ௐ
。
ى
業
Ո
ஂ
体
の

Ϊ
ἀ
ー
ム
・
έ
ϧ
代
表
は
同
９
月
、
経
ࡁ
ࢴ
Ϩ
θ
ί
ー


د
ߘ
し
、
日
༵
ब
࿑
ن
制
に
つ
い
て
「
時
代
ࡨ
ޡ
で
ݱ
実

か
ら
ֻ
け

れ
て
い
る
。
ಇ
き
た
い
国
民
に
そ
れ
を
ೝ
め

な
い
制
度
は
ଞ
国
に
ྫ
が
な
い
」
と
ఫ
ഇ
を
主
張
し
た
。

改
革
を
求
め
る
機
運
は
政

内
֎
で
高
ま
っ
て
い
る
。

؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


12
年
に
ब
任
し
た
Φ
ラ
ン
υ
大
統
ྖ
（
60
）
は
1７
年
ü

月
ま
で
の
任
ظ
の
半
分
を
終
え
た

か
り
だ
が
、
国
民
の

ظ

と
は
ཪ
ෲ
に
経
ࡁ
政
策
は
全
く
成
果
が
上
が
っ
て
い

な
い
。
ࣦ
業
者
数
は
政
権
発
足
か
ら
一
؏
し
て
૿
Ճ

向

を
た
ど
り
、
14
年
11
月
に
は
３
û
ý
ສ
人
と
ա
ڈ
最
ѱ
記

録
を
ߋ
新
。
14
年
１
月
に

ঁ
優
ジ
ỿ
リ
ー
・
Ψ
イ
Τ
さ

ん
（
42
）
と
の
不
ྙ
Ѫ
が
発
֮
す
る
な
ど
ࢲ
生
׆
で
の
ࣦ

ଶ
も
ࡂ
い
し
、
支
࣋
率
は
史
上
最
低
水
४
と
な
る
20
％
以

Լ
の
低
ۭ
ඈ
行
が
続
く
。

社
会
党
内
に
「
反
Φ
ラ
ン
υ
」
の
動
き
が
く
す
Ϳ
り
、

࣍
ظ
大
統
ྖ
選

の
出
അ
す
ら
ة
Ϳ
ま
れ
る
中
、
大
統
ྖ

は
14
年
11
月
の
ς
Ϩ
ビ
で
、
ࣦ
業
率
の
改
ળ
が
な
け
れ


「
国
民
は
ࢲ
を
許
さ
な
い
」
と
言
明
。
景
気
回
復
を
自
ら

の
続
投
の

件
と
す
る
എ
水
の
ਞ
を
ෑ
き
、
成
長
戦
ུ
の

成
൱
に
自
ら
の
命
運
を
ୗ
す
。
日
༵
ब
࿑
ن
制
の
؇
和
は

こ
れ
ま
で
経
ࡁ
分

で
目
立
っ
た
実

を
残
せ
な
か
っ
た

政
権
に
と
っ
て
、
反
స
߈
勢
に
向
け
た
目
ۄ
政
策
の
一
つ

に
な
り
ಘ
る
Մ

ੑ
を
ൿ
め
て
い
る
。

ク
リ
ス
Ϛ
ス

戦
が
࢝
ま
っ
た
12
月
上
०
の
あ
る
日
の

༦
ํ
。
Φ
ϖ
ラ
࠲
付
近
の
デ
ύ
ー
ト
֗
は
、
ങ
い
物
や
観

ޫ
で
๚
れ
た
人
ʑ
で
に
͗
わ
っ
て
い
た
。
デ
ύ
ー
ト
付
近

の

産
物

の
ళ
主
ら
に
「
Ϛ
ク
ϩ
ン
法
Ҋ
」
の
感

を

聞
い
て
み
る
と
、
一
༷
に
好
意
的
な
声
が
返
っ
て
き
た
。

Ϊ
ャ
ϧ
リ
ー
・
ラ
ϑ
Ỹ
イ
Τ
ỽ
ト
の
向
か
い
の
Ω
Φ
ス

ク
で
ళ
൪
を
し
て
い
た
Ϩ
ό
ノ
ン
出

の
ア
ブ
υ
Ỻ
ϧ
さ

؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


؍
ޫ
٬
૿
Ճ
に
ظ


ΫϦεϚεΛલʹΠϧϛωʔγϣϯͰ࠼ΒΕͨͷγϟϯ
θϦθ௨Γʢù÷øûøù݄ ý ɺචऀࡱӨʣ
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ん
は
「
今
で
も
春
か
ら
秋
の
観
ޫ
シ
ー
ζ
ン
は
日
༵
日
も

Ӧ
業
し
て
い
る
。
デ
ύ
ー
ト
が
։
い
て
く
れ
た
ら
お
٬
さ

ん
は
も
っ
と
૿
え
る
だ
ろ
う
。
う
ち
の
よ
う
な
ళ
は
、
と

に
か
く
観
ޫ
٬
が
来
な
い
と
話
に
な
ら
な
い
」
と
政

の

取
り

み
に
ظ

。
ಗ
名
で
話
に
応
じ
た
か

ん
ళ
の
主

人
も
「
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な

所
で
Ӧ
業
し
て
き
た
が
、

ラ
ϑ
Ỹ
イ
Τ
ỽ
ト
周
ล
は
や
は
り

地
ฑ
が
良
い
。
デ
ύ

ー
ト
の
日
༵
։
ళ
で
さ
ら
に
に
͗
わ
う
の
な
ら
大
歓
ܴ

だ
」
と
話
す
。


経
ࡁ
ௐ
ࠪ
機
関
ί
Ϩ
ク
ス
ί
ー
υ
の
ア
Ϛ
ン
デ
ィ

ψ
・
ブ
ラ
ン
シ
ャ
メ
研
究
員
は
日
ץ
ࢴ
「
20
ミ
χ
ỽ
π
」

で
国
際
観
ޫ
κ
ー
ン
構

に
つ
い
て
「
観
ޫ
٬
の
ফ
අ
意

欲
は
高
い
。
対

区
Ҭ
の
ళ
ฮ
は
ച
り
上
げ
の
૿
Ճ
に
つ

な
が
り
、
経
ࡁ
に
ϓ
ラ
ス
の
ޮ
果
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

実
際
に
生
み
出
さ
れ
る
ޏ
༻
は
数
ઍ
人
ن

に
達
す
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
実
際
、
Ϊ
ャ
ϧ
リ
ー
・
ラ

ϑ
Ỹ
イ
Τ
ỽ
ト
に
つ
い
て
は
日
༵
Ӧ
業
を
通
じ
て
７
％
の

ച
り
上
げ
૿
が
ݟ
ࠐ
め
る
と
の
ࢼ
ࢉ
が
あ
る
ほ
か
、
法
改

正
を
に
ら
ん
で
ύ
ー
ト
タ
イ
ム
や
༗
ظ
契
約
の
ܗ
で
ü
０

０
人
の

Ճ
ޏ
༻
を
ݕ
౼
中
と
の
報
道
も
あ
る
。

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

経
ࡁ
ք
が
ビ
ジ
ω
ス
ν
ャ
ン
ス
の
֦
大
に
ظ

を

ら

ま
せ
る
一
ํ
で
、
ٳ
日
の
ݮ
少
を
ܯ
ռ
す
る
の
が
ళ
ฮ
の

従
業
員
た
ち
だ
。
主
要
࿑

に
所
属
す
る
デ
ύ
ー
ト
ళ
員

ら
約
１
０
０
０
人
は
14
年
11
月
、
ύ
リ
で
日
༵
ब
࿑
֦
大

に
反
対
す
る
デ
Ϟ
行
ਐ
を
実
ࢪ
。「
経
Ӧ
者
に
よ
る
ࡡ
取

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
た
ϓ
ラ
Χ
ー
υ
を
掲

げ
な
が
ら
デ
ύ
ー
ト
֗
や
ύ
リ
市
役
所
前
を
࿅
り
า
き
、

「
日
༵
ब
࿑
も

間
ब
࿑
も
ೝ
め
な
い
ʂ　

૿
や
し
て
い

い
の
は

ۚ
だ
け
。
࿑
ಇ
時
間
は
૿
や
す
な
ʂ
」
と
ૌ
え

た
。
中
で
も
最
も
強
ߗ
な
反
対
派
と
さ
れ
る
Ω
リ
ス
ト
教

࿑
ಇ
者
同
ໍ
（
̘
̛
̩
̘
）
は
「
生
産
や
ফ
අ
の
こ
と
を

忘
れ
て
、
自
分
や
Ո

の
生
׆
を
最
優
先
に
で
き
る
時
間

を
क
ら
な
け
れ

な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

ύ
リ
市
で
も
反
対
論
が
優
勢
だ
。
同
市
ٞ
会
の
ௐ
ࠪ
委

員
会
は
12
月
û
日
に
、
政

の
日
༵
ब
࿑
֦
大
Ҋ
に
ٙ
問

を
ఄ
す
る
報
ࠂ
書
を
ࠨ
派
の
社
会
党
な
ど
の
ࢍ
成
ଟ
数
で

ঝ
ೝ
し
た
。
日
ץ
ࢴ
ϩ
ϐ
χ
Φ
ン
が
事
前
に
入
手
し
た


Ҋ
な
ど
に
よ
れ

、
ਪ
ਐ
派
が
強
ௐ
す
る
経
ࡁ
ޮ
果
に
つ

い
て
「
本
来
、
平
日
に
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
ങ
い
物
が

日
༵
日
に
先
ૹ
り
さ
れ
る
だ
け
で
、
ফ
අ
の
総
量
は
変
わ

ら
な
い
」
と
反
論
。
ま
た
খ
ച
業
で
ಇ
く
従
業
員
の
７
Ỗ

ÿ
割
が
ঁ
ੑ
で
、
そ
の
う
ち
半
数
が
子
ҭ
て
中
の


だ

と
の
デ
ー
タ
を
挙
げ
た
上
で
「
日
༵
に
ಇ
け

そ
の
分
、

ୗ
ࣇ
所
な
ど
の
අ
༻
が
必
要
に
な
り
、
Ո
ܭ
を
圧
迫
す

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

Φ
ラ
ン
υ
政
権
と
同
じ
社
会
党
に
属
す
る
ύ
リ
の
イ
μ

ϧ
ΰ
市
長
は
、
政

Ҋ
で
は
ن
制
؇
和
の
対

区
Ҭ
の
選

ఆ
に
自
治
体
の
意
向
が
反
映
さ
れ
な
い
点
を
問
題
視
す

る
。
11
月
の
ラ
ジ
Φ
で
は
「
ࢲ
は
ࢲ
な
り
の
ํ
法
と
ス
έ

ジ
ỿ
ー
ϧ
で
改
革
を
ਐ
め
る
。
市
長
の
権
ݶ
が
政

に


わ
れ
る
の
は
許
し

い
」
な
ど
と
強
い
ޱ
ௐ
で
Ϛ
ク
ϩ
ン

経
ࡁ
相
を
൷

。
国
と
市
の

内
同
࢜
で
Ր
Ֆ
を
ࢄ
ら
す

事
ଶ
と
な
っ
て
い
る
。

খ
ن

ళ

ྫྷ
੩

国
論
を
二
分
す
る
か
の
よ
う
な
ٞ
論
が
ר
き
ى
こ
る

中
、
ط
に
日
༵
ब
࿑
に
ܞ
わ
っ
て
い
る
人
ʑ
は
ど
う
ݟ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ච
者
の
自

近
く
、
ύ
リ
15
区
の
Ϟ

ト
ϐ
έ
・
ά
ϧ
ω
ϧ
Ӻ
付
近
で
18
年
に
わ
た
っ
て
খ
さ
な

৯
料

ళ
を
Ӧ
む
イ
タ
リ
ア
人
の
サ
ン
ト
・
ビ
ア
ỽ
ジ
ἀ

さ
ん
（
42
）
を
日
༵
の
ன
Լ
が
り
に
๚
Ͷ
た
。
こ
こ
は
ݸ

人
経
Ӧ
の
た
め
ྫ
֎
的
に
日
༵
の

間
ま
で
の
Ӧ
業
が
ೝ

め
ら
れ
て
お
り
、
う
っ
か
り
৯
材
を
ങ
い
忘
れ
た
と
き
に

重
ๅ
す
る
。
反
対
派
は
ن
制
؇
和
が
ਐ
ん
で
大
ܕ
ళ
が
日

༵
の
終
日
Ӧ
業
を
࢝
め
れ

、
こ
う
し
た
খ
ن

事
業
者

の
ऩ
ӹ
機
会
が
ୣ
わ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

ళ
の
す
͙
隣
に
は
、
数
ि
間
前
に
中
ن

ス
ー
ύ
ー
が

։
ళ
し
た

か
り
。
そ
れ
だ
け
に
「
ࡢ
今
の
日
༵
ब
࿑
֦

大
の
ٞ
論
は
ڴ
Җ
で
は
」
と
ਘ
Ͷ
る
と
、「
ৗ
連
さ
ん
も

い
る
し
、
あ
ん
ま
り
心
配
は
し
て
な
い
Ͷ
」
と
意
֎
に
も

冷
静
な

え
が
ؼ
っ
て
き
た
。「
日
༵
日
に
։
け
て
い
る

と
ԕ
く
か
ら
も
ࠔ
っ
た
お
٬
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
、
感
ँ

さ
れ
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
平
日
に
も
来
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と
ޠ
る
ビ
ア
ỽ
ジ
ἀ

さ
ん
は
、
付
近
の
ス
ー
ύ
ー
が
日
༵
の
終
日
Ӧ
業
を
࢝
め

て
も
「
大
し
た
ҧ
い
は
な
い
」
と
அ
言
し
た
。

14
年
12
月
に
Ϩ
θ
ί
ー
が
掲
載
し
た
世
論
ௐ
ࠪ
に
よ
る

と
、
Ϛ
ク
ϩ
ン
経
ࡁ
相
が
४
උ
中
の
法
Ҋ
に
つ
い
て
は

58
％
が
「
自
分
が
ٞ
員
な
ら
ࢍ
成
票
を
投
じ
る
」
と
回


。
経
ࡁ
の
ά
ϩ
ー
ό
ϧ
Խ
が
ਐ
む
中
、
ビ
ア
ỽ
ジ
ἀ
さ

ん
の
よ
う
に
日
༵
日
の
࿑
ಇ
に

߅
を
感
じ
な
い
人
ʑ
も

ண
実
に
૿
え
て
い
る
よ
う
だ
。
と
は
い
え
日
本
人
に
と
っ

て
し

し

ス
ϩ
ー
ラ
イ
ϑ
の


と
さ
れ
て
き
た
ϑ
ラ

ン
ス
で
、
人
ʑ
が
ٳ
日
出
ۈ
も
い
と
わ
ず

事
に
ま
い
ਐ

す
る
姿
を
ݟ
る
の
は
、
少
し
ऐ
し
い
気
も
す
る
。

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ

࿑
ಇ
ऀ

ủ
ࡡ
औ
ڐ
͢
ͳ
ʂ
Ứ
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中
国
政

観
ޫ
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
１
û
年

の
１
Ỗ
11
月

ま
で
の
統
ܭ
で
、
国
֎
に

ߤ
し
た
中

国
人
が
「
１
ԯ
人
を
ಥ
ഁ
ʂ
」（
12
月
ý
日
、
ே
日
新

聞
）。
年
間
で
は
、
日
本
の
人
ޱ
に
ඖ
ఢ
す
る
ཱྀ
行
者

数
に
な
り
、
観
ޫ
ཱྀ
行
が

༟
層
か
ら
中
間
層

と
֦

大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
ଟ
く
が
ア
ジ
ア
地

Ҭ

の
ཱྀ
行
者
で
、
日
本

の
ཱྀ
行
者
は
10
年
間
で
10

倍
૿
と
い
う
。

ς
Ϩ
ビ
で
๚
日
理
༝
を
ཱྀ
行
者
に
聞
い
た
り
在
ॅ
֎

国
人
を
ス
タ
ジ
Φ
に
ฒ
べ
た
り
と
、
こ
と
さ
ら
「
χ
ỽ

ポ
ン
」
を
演
出
し
て
い
る
よ
う
な
風
潮
も
気
に
な
る
。

そ
こ
で
手
に
取
っ
て
み
た
の
が『
中
国
が
Ѫ
す
る
国
、

χ
ỽ
ポ
ン
』
で
あ
る
。

い
ଳ
で
は
「
χ
ỽ
ポ
ン
は
こ

ん
な
に
ଚ
ܟ
さ
れ
て
い
る
ᴹ
ᴹ
」
と
ऒじ

Ỵ

۟っ
く

が
手
ট
き
し

て
い
る
。
ϗ
ン
ト
か
な
と
「
ʁ
」
が

ཪ
を
よ
͗
る
。

全
体
が
ü
ষ
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
ୈ
１
ষ
は
「
中

国
人
が
Ѫ
す
る
日
本
人
の
素
ཆ
」
で
、
そ
れ
に
続
け
て

「

切
心
」「

ڥ
」「
国
際
ੑ
」
と
ς
ー
Ϛ
ご
と
に
ষ

立
て
さ
れ
、
最
後
の
ୈ
ü
ষ
は
「
や
っ
ͺ
り
中
国
は
日

本
が
好
き
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
本
文
の
ω
タ

元
は
中
国
人
ω
ỽ
ト
Ϣ
ー
β
ー
の
ブ
ϩ
ά
や
書
き
ࠐ
み

で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ཱྀ
行
者
で
あ
る
。

ϖ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
い
き
な
り
「
中
国
ω
ỽ
ト
Ϣ

ー
β
ー
が
発
信
、
心
か
ら
ֶ
び
た
い
国
χ
ỽ
ポ
ン
」
と

き
た
。
こ
れ
を
書
い
た
の
は
、
日
本
に
ཹ
ֶ
経
ݧ
の
あ

る
３0
代
உ
ੑ
。
ਂ

の
Ӻ
で
乗
٬
に
「
お
や
す
み
な
さ

い
」
と
声
を
ֻ
け
る
Ӻ
員
、
地
Լ
మ
ं
中
の
静
け
さ
、

な
ど
に
日
本
人
の

ら
し
の
࣭
の
高
さ
を
感
じ
「
日
本

人
よ
、
あ
な
た
に
ֶ
び
ま
す
」
એ
言
で
結

れ
て
い

る
。
何
だ
か
ク
サ
イ
な
あ
。

読
み
ਐ
む
と
「
日
本
人
の
ਏ
๊
強
さ
と
心
の
広
さ
を

ݟ
श
い
た
い
」「
日
本
人
の
良
心
と
અ
度
に
ਂ
く
感
動
」

な
ど
が
ฒ
び
、「
世
ք
の
手
本
だ
ʂ　

日
本
サ
ポ
ー
タ

ー
、
ഊ
戦
の
後
で
も
ご
み
र
い
」
と
最
近
の
ト
ϐ
ỽ
ク

ス
ま
で

ཏ
さ
れ
て
い
る
。

天
気
な
も
の

か
り
か

と
思
い
き
や
、
ト
ϩ
ン
ト
在
ॅ
の
中
国
人
観
ޫ
٬
が


道
に

っ
て
地
元
の
お

さ
ん
に
ૹ
っ
て
も
ら
っ
た
Τ

ϐ
ι
ー
υ
や
、「
ଟ
く
の
中
国
人
は
日
本
が
か
つ
て
し

た
ँ
罪
と
ڊ
ֹ
の
援
ॿ
を
知
ら
な
い
」
な
ど
、
少
し
ア

ン
ά
ϧ
が
ҟ
な
る
書
き
ࠐ
み
も
ऩ
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
に
「
反
日
」
は
出
て
こ
な
い
。「
ඦό

イ
υ
Ỻ度
」
の

ス
Ϩ
ỽ
υ
や
「
ඍウ

Τ
イ
Ϙ
ーത」
で
の
ア
ン
έ
ー
ト
な
ど
に
は

「
日
本
の
良
く
な
い
と
こ
ろ
」
な
ど
の
߲
目
は
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
は
圧

的
に
「
日
本
ྱ
ࢍ
」
の
Φ
ン
ύ
Ϩ

ー
υ
。
そ
し
て
、
൴
ら
が
感
動
、
感
心
し
て
い
る
こ
と

の
ଟ
く
は
、
日
本
に
ॅ
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
ご

く
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。

書
き
ࠐ
ん
だ
世
代
は
20
代
か
ら
50
代
ま
で
に
わ
た
る

が
、
中
心
は
３0
代
の
よ
う
だ
。
খ
ۚ
࣋
ち
層
で
、

事

や
ཱྀ
行
で
日
本
に
出
ֻ
け
る
こ
と
の
で
き
る
80
年
代
生

ま
れ
の
「
80
後
」（
ό
ー
リ
ン
ϗ
ウ
）
世
代
で
あ
る
。

こ
の
３0
代
の
ଟ
く
は
日
本
に
来
る
と
「
֗
が
き
れ
い

だ
」「
人
が
優
し
い
」
と
ޠ
る
の
だ
が
、
そ
の
ଟ
く
は
、

ؼ
国
の
機
上
ま
で
で
終
わ
る
。
自
分
の
町
に
戻
る
と
、

決
し
て
ΰ
ミ
を
र
っ
た
り
、
ଞ
人
に
優
し
く
し
た
り
し

な
い
。「
༗
言
不
実
行
世
代
」
と
言
え
る
。
日
本
の
よ

う
に
な
る
に
は
、
自
ら
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
を
࣋
ち
ؼ

っ
て
実
ફ
す
る
こ
と
が
近
道
だ
と
思
う
。

本
書
は
ω
ỽ
ト
上
の
書
き
ࠐ
み
を
、
中
国
χ
ỿ
ー
ス

の
専
門
サ
イ
ト
「
Ϩ
ί
ー
υ
ν
ャ
イ
ナ
」
の
ฤ
ू
部
が

取
ࣺ
選

し
、
ষ
構
成
ご
と
に
ฒ
べ
ସ
え
て
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

ͻ
と
言
で
い
え

「
手
ܰ
に
読
め
る
中
国
情
報
の
Τ

ỽ
η
ン
ス
」
だ
。
し
か
し
全
体
的
に
ܰ
い
。
そ
れ
が
本

書
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ѱ
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。


時
間
で
中
国
の
若
者
が
日
本
に
๊
く
イ
メ
ー
ジ
や
関

心
の
ト
Ϩ
ン
υ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
ਂ
い

感

や
ਂ
層
を
知
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
ラ
ー
メ
ン

や
ᰤΪ

ἀ
ー
β子
の
ຯ
は
す
る
が
、
本
格
北
京
料
理
の
ຯ
わ
い
は

無
い
も
の
Ͷ
だ
り
だ
。

せ
っ
か
く
の
情
報
μ
イ
ジ
ェ
ス
ト
だ
か
ら
、
も
う
少

し
ฤ
ू
上
の
ຯ
付
け
を
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
ʁ

所
ʑ
に

で
ղ
説
し
て
い
る
が
、
ྫ
え

ষ
ご
と
に

「
ま
と
め
」
の
ղ
説
や
ί
メ
ン
ト
を
付
け
た
り
、
書
き
ࠐ

み

の
反
対
意
ݟ
や
ϑ
Ỽ
ϩ
ー
を
対
ൺ
さ
せ
た
り
、
と

ਂ
読
み
さ
せ
る
ํ
策
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
き
な
ظ

を
せ
ず
に
気
ܰ
に
読
ん
で
中
国
の
若
者

た
ち
の
「
今
」
を
知
る
に
は
良
い
。
こ
の
本
は
そ
の
世

代
を
ސ
٬
に
す
る
ί
ン
ビ
χ
Τ
ン
ス
ス
ト
ア
そ
の
も
の

で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
で
も
読
め
る
し
、
気
ܰ
に
ோ
め
、

気
に
入
っ
た
ら
共
感
す
る
。
ศ
ར
な
本
で
あ
る
。

（
網
虫
＝
中
国
メ
デ
ィ
ア
ウ
Φ
ỽ
ν
ャ
ー
）

Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ　

Ｃ
ｈ
ｉｎ
ａ　

監
修　
　
（

書

＝
９
ÿ
０
ԁ
、
੫
別
）

『
中
国
が
愛
す
る
国
、ニ
ッ
ポ
ン
』
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▼「
こ
の
道
し
か
な
い
」
め
ぐ
る
言
葉
の
力

奇
妙
な
総
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。
投
票
率
が

52
・
66
％
と
戦
後
最
低
を
記
録
し
、
民
主
的
な
選

挙
制
度
を
求
め
体
を
張
っ
て
闘
う
香
港
の
若
者
た

ち
に
、
ち
ょ
っ
と
気
恥
ず
か
し
い
思
い
で
す
。

自
民
党
の
安
倍
晋
三
総
裁
は
「
景
気
回
復
、
こ
の
道
し

か
な
い
」
と
叫
び
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
民
主
党
が

出
し
た
ビ
ラ
は
「
本
当
に
『
こ
の
道
し
か
な
い
』
の
で
し

ょ
う
か
」
と
、
全
く
の
迫
力
不
足
。
憲
法
問
題
や
安
保
政

策
な
ど
本
心
を
隠
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
絞
っ
た
安
倍
首

相
に
し
て
や
ら
れ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、

『
こ
の
道
』
に
先
は
な
い
」
と
切
り
返
し
た
と
聞
き
、
巧

み
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
俳
優
の
菅
原
文

太
さ
ん
が
沖
縄
県
知
事
選
で
普
天
間
基
地
移
設
反
対
の
翁お

長な
が

雄た
け

志し

候
補
を
応
援
演
説
し
、
映
画
『
仁
義
な
き
戦
い
』

の
決
め
ぜ
り
ふ
か
ら
「
仲
井
真
さ
ん
、
弾
は
ま
だ
一
発
、

残
っ
と
る
が
よ
」
と
や
っ
て
、
大
歓
声
に
包
ま
れ
た
そ
う

で
す
が
、
何
事
も
最
後
は
「
言
葉
の
力
」
で
し
ょ
う
。

▼
大
成
功
の
「
ア
ジ
ア
の
平
和
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
平
和
と
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
」
は
手
前
み
そ
に
な
り
ま
す
が
、
大
成
功
で
し
た
。
こ

の
種
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
な
か
な
か
話
が
か
み
合
わ

な
い
も
の
で
す
が
、
知
的
な
興
奮
で
満
た
さ
れ
た
３
時
間

半
で
し
た
。
３
月
発
行
の
書
籍
で
全
容
を
示
し
ま
す
。
国

分
俊
英
氏
の
連
載
「
日
記
で
読
む
昭
和
史
」
は
好
評
に
つ

き
、
今
回
か
ら
２
㌻
に
し
ま
す
。 

（
保
田
）

ฤूهޙ

毛
里
さ
ん
が
中
国
の
す
さ
ま
じ
い
格
差
社
会
を
証
明
し

た
本
と
し
て
『
中
国
当
代
社
会
階
層
分
析
』
を
取
り
上

げ
、
著
者
の
楊
継
縄
氏
を
元
新
華
社
記
者
と
し
て
紹
介
し

た
。
こ
の
人
は
新
華
社
高
級
記
者
と
い
う
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
の
出
世
の
階
段
を
登
っ
た
人
物
だ
が
、
天
安

門
事
件
を
契
機
に
文
革
前
後
の
毛
沢
東
政
治
が
及
ぼ
し
た

悲
惨
な
事
実
究
明
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
成
果
で
あ
る

『
墓
碑
』
の
要
約
版
は
元
共
同
通
信
の
伊
藤
正
元
産
経
新

聞
北
京
支
局
長
が
か
つ
て
翻
訳
し
て
い
る
。
タ
ブ
ー
に
近

い
文
革
に
お
け
る
大
量
死
を
実
地
取
材
と
資
料
発
掘
に
よ

っ
て
証
拠
付
け
た
の
だ
か
ら
、
す
ご
い
。

楊
継
縄
氏
が
副
社
長
の
肩
書
で
所
属
し
て
い
た
歴
史
雑

誌
「
炎
黄
春
秋
」
は
天
安
門
事
件
以
後
、
権
力
か
ら
締
め

出
さ
れ
た
党
内
改
革
派
の
数
少
な
い
牙
城
と
し
て
、
貴
重

な
記
事
、
文
献
を
発
表
し
続
け
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
歴

代
指
導
部
に
と
っ
て
は
煙
た
い
存
在
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
。
最
近
、
同

誌
の
杜
導
正
社
長
が
高
齢
引
退
し
、
後
継
者
に
胡
耀
邦
元

党
総
書
記
の
息
子
、
胡
徳
平
氏
を
指
名
し
た
が
、
ど
う
や

ら
党
中
央
か
ら
横
や
り
が
入
っ
た
ら
し
い
。
同
誌
の
命

運
は
風
前
の
灯
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア

は
、
こ
う
し
た
中
国
体
制
内
で
の
報
道
弾
圧
に
き
ち
ん

と
向
か
い
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

毛
里
さ
ん
は
日
中
関
係
の
潮
目
が
２
０
１
２
年
か
ら

変
わ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
き
ち
ん
と
取
り
上
げ

て
お
く
べ
き
は
周
恩
来
の
戦
争
責
任
二
分
論
だ
ろ
う
。

日
中
国
交
回
復
成
っ
た
１
９
７
２
年
９
月
25
日
、
北

京
・
人
民
大
会
堂
で
周
恩
来
首
相
は
「
中
国
人
民
は
毛

沢
東
主
義
の
教
え
に
従
っ
て
、（
日
本
の
）
少
数
の
軍

国
主
義
分
子
と
広
範
な
日
本
人
民
を
厳
格
に
区
別
し
て

き
た
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
で
、
当
時
の
日
本
人
は
ど
れ

ほ
ど
安あ
ん

堵ど

し
た
こ
と
か
。
歴
史
を
忘
れ
た
安
倍
晋
三
首

相
の
靖
国
神
社
参
拝
は
こ
の
周
発
言
を
無
視
す
る
政
治

行
動
で
あ
り
、
中
国
人
が
許
容
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

日
本
人
は
「
二
分
論
」
に
立
ち
戻
っ
て
日
中
関
係
を
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
東
京
都
町
田
市　

水
藤
眞
樹
太
７７
＝
共
同
通
信
社

社
友
）

中
国
報
道
に
欠
け
る
面
あ
り

最
近
の
中
国
に
関
す
る
報
道
は
感
情
に
走
っ
て
冷
静

さ
を
欠
く
か
、
隣
国
と
の
関
係
は
大
切
に
と
い
う
原
則

論
に
こ
だ
わ
っ
て
「
実
事
求
是
」
の
意
欲
に
欠
け
て
い

る
か
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

点
、
毛
里
和
子
早
大
名
誉
教
授
の
講
演
記
録
（
前
号
掲

載
）
は
研
究
者
の
率
直
な
悩
み
と
生
真
面
目
な
姿
勢
が

浮
か
び
出
て
好
感
で
き
た
。
講
演
と
い
う
の
は
論
理
構

成
は
弱
い
が
、
そ
の
分
、
素
直
な
肉
声
の
良
さ
が
に
じ

み
出
る
。

毛
里
さ
ん
が
ぼ
や
く
通
り
、
中
国
政
治
は
不
透
明
で

信
頼
で
き
る
情
報
が
少
な
い
。
そ
の
結
果
、
ど
う
し
て

も
論
者
の
主
観
が
交
じ
り
、
初
め
に
結
論
あ
り
き
に
な

っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
専
制
支
配
体
制

に
よ
る
恣し

意い

的
な
情
報
統
制
に
罪
が
あ
る
の
だ
が
、
統

制
を
す
り
抜
け
て
中
国
の
実
情
、
そ
し
て
真
実
に
到
達

す
る
た
め
に
は
粘
り
強
い
探
求
の
作
業
が
必
要
だ
ろ
う
。
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◎新政権の課題で ９日に講演会

新聞通信調査会は2015年 1 月 ９ 日（金）午
後 1 時半～ ３ 時に、日本プレスセンター 1 階
にある当会の会議室で 1 月定例講演会を開催
します。講師は時事通信社政治部長の阿部正
人氏、演題は「総選挙後の新政権の課題と展
望」です。

なお講演会は通常、日本プレスセンター ９
階で行っていますが、今回はいつもと異なる
のでご注意ください。また昨年11月の講演会
で、次回開催日を 1 月 ７ 日（水）とお知らせ
しましたが、都合により 1 月 ９ 日に日程を変
更しました。入場は無料です。

◎「マイブック」欄への投稿歓迎です

「調査会だより」のページに「マイブック」
欄を設けています。執筆者がご自分で本を宣
伝したい場合などにご利用ください。本の読
みどころ、キャッチフレーズなどを書いてく
ださい。本の表紙写真と同時に掲載します。
原稿の字数は本のタイトル、著者名、出版社、
本の価格を含め2７0字以内でお願いします。
毎月15日を翌月号の原稿締め切りとします。
訂正　昨年12月号の３９㌻〈読者の声〉「う

わさは書き飛ばして良いのか？」の中段、末
尾から 4 行目「記者ハンドブック」は『記者
読本～ニュースのうらおもて』の誤りでした。

◎写真展「2020東京五輪へ」開催

新聞通信調査会は東京都世田谷区にある玉
川高島屋Ｓ・Ｃ西館 1 階のアレーナホールで
写真展「2020東京五輪へ」を開催します。期
間は 2 月15日（日）から 2 月2３日（月）まで
です。この写真展は2014年 ９ 月に東京国際フ
ォーラム・ガラス棟ロビーで開催したのに続
いて開催するもので、入場は無料です。

展示するのは18９6年のアテネ五輪から昨年
のソチ冬季五輪までの写真、７0枚です。

調 査 会 だ よ り
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９ 月に東京国際フォーラムで開催した写真展


